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　プロローグ







『──常識の破は壊かいこそが天才の使命だ！』


　ポスターには、そうキャッチコピーが書かれていた。載のせられた写真には閃ひらめき学園高校の女子寮りようが映っており、男子の制服たるモーニング風コートを着た中肉中背の少年が守衛さんと取っ組み合いの喧けん嘩かをしている。──ポルノ小説の天才、芥あくた川がわ丈たけ途とだ。


　ポスターには他ほかにも写真が載っており──。


『きみたちの汗あせが、ひたむきさが、ぼくは嬉うれしい』


　そう書かれたコピーには、女子更こう衣い室で爽さわやかに深呼吸をする丈途の写真がついていた。


　──このポスターは、丈途と来らい夏かが授業で作った新入生募ぼ集しゆうの広告だ。


「丈途先せん輩ぱい……このポスターを見たときは正直引いたっていうか、な、なんてド変態さんなんだろうと思いましたが……」


　まぶしい朝あさ陽ひが照らす校門近くの坂道で、まだ制服の紫むらさきワンピースドレスが体に馴な染じんでいない少女──夢ゆめ路じ愛まな見みが、羞しゆう恥ちに頰ほおを染めつつ喋しやべる。


「エロの力で世界平和を成しとげるなんて……凄すごい先輩」


　眼鏡めがね越ごしにポスターを見つめながら、遠い世界の存在に憧あこがれるようにして彼女はそのあどけない瞳ひとみを細めた。


「丈途先輩は学業と作家業をきちんと両立させてますし……すぐに進路指導をする必要はありませんね」


　閃学園の新入生たる夢路愛見の才能は、進路指導なのだ。


「さしあたって指導すべきは、その才能を活いかそうともせず〝進路〟から逃にげて中ちゆう途と半はん端ぱな生活を送っている先輩です」


　彼女はそう言うとポスターを丸めて脇わきにはさみ、かわりに元々脇に抱かかえていた本類の中から『進路ガイダンス』と書かれた物を取り出してテキパキとめくり始める。


「進路指導とは本来、学園生活全体を通して生徒たちに将来を意識させ、その方向性を固めるもの。面談やちょっとした授業だけでまかなえるものではありません。わたしも、〝天才〟たる先輩たちの進路を指導する以上、それなりの覚かく悟ごを持つ必要がありますね。そうでなくては、この閃学園で〝進路委員長〟になることなんかできません!!」


　──進路委員長。その言葉に並々ならぬ決意をこめているかのように、愛見は声を張る。


「……それにしても、ここは本当に特とく殊しゆな学校ですね」


　彼女は唸うなるように喋り、次いで脇にはさんでいた『高校ナビ』と書かれた本を取って開いた。


「閃学園高等学校……別名〝天才学園〟。若い天才たちを世間の誤解や無理解から守るために造られた、才能の聖域サンクチユアリ。山奥に建てられ、世間とは隔かく絶ぜつした環かん境きようにある。この学園で外の世界に興味を示す者は少なく、『我が道をゆけ』という校訓通り好き放題な学園生活を送っている……か」


　本の内容を思い返すようにして何度も頷うなずいた愛見は「しかし……」と言葉を濁にごす。


「これは去年までのデータです。閃学園生は自分たちの力で世界平和を成しとげたがゆえに、この学園のもっとも大事なシステムを壊こわしてしまいました」


　そこまで言って、彼女は坂の上から閃学園を見み渡わたす。


　校舎や中庭、敷しき地ちを斜ななめに流れる小川のせせらぎ……なにひとつ今までと違ちがいの見られぬ学園。だが、愛見はそこになにかを見いだしているかのように鋭するどい眼まな指ざしを向ける。


「才能の聖域はすでに──〝崩ほう壊かい〟しています」




　１　新たな春に巡る恋模様







　──ホームルーム開始四十分前。ぼくは女子寮にほど近い中庭脇の通学路にひとりたたずんでいた。男子寮の方が校舎に近いため、わざわざ遠回りをしていることになる。だが──。


「やっぱり、ちょっと早く来すぎちゃったかな。待合せまであと三十分もあるし……」


　言いながら、ぼくの頰はしだいに緩ゆるんでゆく。


　待合せの時間を確かく認にんするかのように携けい帯たい電話を取り出し、昨日のメールを開いた。





『明日から本格的に授業が始まるね。鳴なる唐からさんはもう新しいクラスに慣れた？』


『うん！　二年生になって違うクラスになっちゃった人もいるけど……元々お友達だった人が多いクラスだし』


『そうだね。その……ぼくたちも、また同じクラスになれてよかったね！』





　──一度は零ゼロ組と三組にわかれてしまったぼくと鳴唐さんだが、再び「二年二組」で一いつ緒しよになれたのだ。


　ぼくとしては、単純に同じクラスになれたことを喜ぶメールであった。しかし……そこから急に鳴唐さんの返信が途と絶だえ、一時間ほどメールを待つことになってしまう。そして送られてきたのが──。





『せ、せっかく同じクラスなんだし……明日一緒に登校しない？』





　──衝しよう撃げきだった!!　あの引っ込み思案な鳴唐さんが、自分から誘さそってくれるなんて……!!


　つまりぼくは今……鳴唐さんを待っているのだ!!


「まさかこんな日が来るとは……!!　出会った頃ころは完全に避さけられてたからなぁ……」


　ぼくは少し離はなれて建つ女子寮りようへ、感かん慨がい深げに目を向ける。


　世界平和を達成して以来、鳴唐さんとの距きよ離りは急速に縮まっていた。今までは何事にも一歩引いていた彼女だが、あの一件で昔の明るさを取り戻もどし始めている。まさか、ぼくを誘うほど積極的になるとは思わなかったが……。


「ついに……ついにぼくの時代が来たぁぁっっっ!!」


　拳こぶしを握にぎりしめ、震ふるえながら全力で叫さけんでしまった。


「──朝一から奇き声せいを上げて……誰だれ？　あの怪あやしい人……」


「きっと上級生よ。あんなヤバそうな人が普ふ通つうにいるなんて……さすが閃学園って感じねぇ」


　登校する生徒がちらほら出始め、一年生と思おぼしき女子たちが叫ぶぼくを遠巻きに眺ながめてヒソヒソ話をしている。


「うっ……！　調子にのって喜びすぎた……」


　ぼくは気を取り直すように制服たるモーニング風コートを整え、一息ついた。


　さきほどヒソヒソ話をしていた女子たちは、こちらを避けるようにしてそそくさと中庭の脇わきを進んでいる。


「しかし……叫ぶぼくを見て『さすが閃学園って感じねぇ』ってどん引きして……まるで、入学した頃のぼくらが先せん輩ぱいたちを見たときと同じリアクションだな。……ということはまさかぼく、〝変な人〟って思われちゃったのかな？」


　……ちょっと、へこんでしまった。気づかないうちにぼくはしっかり先輩たちに似てきたのかもしれない。


「……気をつけよう……」


　自分を戒いましめるようにつぶやくも……やはり、心の底からわいてくる喜びは抑おさえきれない！


「鳴唐さんと一緒に登校するだなんて……まるでつき合ってるみたいだな!!」


　──もし鳴唐さんとつき合ったら、純情な彼女をぼくが優やさしくエスコートしなければならないだろう。例えばドキドキの初エッチを迎むかえたとき、「自分の股こ間かん、触さわったことある？」だなんて彼女に耳打ちすると「股間!?　そ、そんなところ普ふ通つう触らないよ!?」だなんて驚おどろかれて、ぼくが「普通は触らないところだからふたりの秘密になるんだよ」と言って彼女の手を取りそっと触らせると「んっ……！　な、なにこれ!?　なんだか気持いいの……」だなんて頰ほおを上気させて喘あえぎ始めて、「んはぁっ……！　こ、このあとどうしたらいいの!?　吹ふく音ね、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態、辛つらいの……」とおねだりするような視線を向けられて──。


「このあとは、ぼくの股間と合わせるんだよ!!」


「こ……股間と合わせる!?」


　──ドサッ!!


　目の前で、大量の本が落ちた。よく見ると、眼鏡めがねをかけたあどけない瞳ひとみの少女──夢路さんが、顔を赤らめてその場で硬こう直ちよくしている。


「な、なな、なんでそんな卑ひ猥わいな言葉をいきなり……!?」


　夢路さんは真っ赤な顔で混乱したように喋しやべっていた。


　──まずい！　また妄もう想そうを口走っちゃった!!


　彼女はあまりに恥はずかしいのか、いまだ混乱が抜ぬけずに取り乱し続けている。
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「……そういえば、ぼくがエッチなことを言ってここまで普通に恥ずかしがる人って……この学園にいなかったな」


　純情の代名詞といえば鳴唐さんだが、彼女は純白すぎてそもそもエロ単語を理解できないし……他ほかの人は大体、ツッコミ役が多い。


　考えこんでいると、夢路さんは真っ赤な顔をこちらへ向けてくる。


「た、丈途先せん輩ぱい！　そんな卑猥な言葉……公衆の面前で言っちゃ駄だ目めですよ!!」


　懸けん命めいに訴うつたえてくる彼女を見て、ぼくは知らず「ご、ごめん……」と普通に謝ってしまった。


　……って、普通に謝るのが普通のことなんだけど。でもこの学園に来てから普通に謝ったの……初めてだな。


「夢路さん……純情だ」


　つい、深々と頷うなずいてしまう。


　ぼくは調子を狂くるわせながらも、「とにかく落とした物を拾おう」と言い、すぐにしゃがみこんだ。


「『夢路さん』だなんて……わたしは後こう輩はいなんですからそんなお気き遣づかいなく。『愛見』って呼んでください」


　彼女は真っ赤な顔をいくらかやわらげて微笑ほほえんでくる。まだ恥ずかしさが残っているだろうにこちらを気遣うようにして笑え顔がおを浮うかべる愛見を眺めていると、その優しさがじんわり伝わってくるかのようだった。


　ぼくは少し照れてしまって視線を落とす。そのとき、彼女が落とした物の中に一枚のポスターがあることに気づいた。


「……あれ、このポスターって……」


　ポスターには、『常識の破は壊かいこそが天才の使命だ！』という文字とともに女子寮りようで守衛さんと喧けん嘩かしているぼくの写真が載のっている。


「これ、ぼくが来夏と作ったポスターだ」


　そう言うと、彼女は生き真ま面じ目めに姿勢を正してこちらを真っ直すぐ見つめ、「はい、そうです！」と声を上げる。


「わたし、それを見てこの学園に入学してきました！　ポルノ作家を被ひ写しや体たいにその変態的天才性を表現し、『閃学園はこんな人物も受け入れるほど懐ふところが深い』というメッセージのこもったポスター……素す晴ばらしいですね！」


「……なぜだろう、全然誉ほめられてる気がしないな」


「そんなことありませんよ！　じょ、女子更こう衣い室でこんなに爽さわやかに深呼吸をして『きみたちの汗あせが、ひたむきさが、ぼくは嬉うれしい』だなんて言い切って……常人じゃありません!!」


　愛見は「女子更衣室」の辺りでまたしても頰を染めかけたが、眼鏡越ごしにそのあどけない瞳を輝かがやかせて熱弁していた。


　……でも、やっぱり誉められた気がしない。


　彼女は次いで目を伏ふせると、残念そうに口を開く。


「丈途先輩がエロの力で世界を救う瞬しゆん間かんは全人類がテレビで見てたはずなのに……なぜかわたしの同級生たちは先せん輩ぱいに気づかないんですよねぇ……」


　……そう言えば、さっきぼくを「変な人」みたいな目で見てた新入生たちも気づいてなかったな。一回テレビに出たくらいじゃわからないか……。


「そもそも、丈途先輩が実はあの壮そう年ねんカリスマ作家『芥川竹人』だって言ってもわたしのクラスメイトは信じてくれないんですよ……。作家という職業の特性を考えれば、公式のプロフィールなんてあてにならないのはわかるはずなのに」


　愛見は理解できないといった様子で悩なやみ始めてしまった。


　世界を救って有名になった学園生たちに各国から様々な依い頼らいが舞まいこんでいる中、ぼくはペンネームで仕事をしていたせいで今まで通りの状態である。だが、進路指導の天才たる愛見だけは、ぼくの職業に気づいてくれたのだ。


　……ぼくの正体に唯ゆい一いつ気づいてくれた後輩か。しかも真面目でかわいいし……いいな！


「ぼくもやっと〝先輩〟になったわけだし……〝先輩〟として、かわいい後輩に色々教えるっていうのも悪くないな」


　頰を緩ゆるませて頷いていると、ふと、彼女と初めて出会ったときに言われたことを思いだした。


『──みなさんはもう、この学園を〝卒業〟すべきなんです!!』


　──ドクンッ！


　こんなに真面目な子が、どうしてあんな発言をしたのだろうか。


「愛見……どうしてきみはぼくらの〝卒業〟にこだわるの？」


「今、先輩方の才能を世界中が求めてるんです。まさに進路を決めるべき時なんですよ！」


「でもさ、ぼくらは高校生なんだし……いつも通りに学校で過ごしたっていいじゃないか」


「……まさか、先輩たちはまだ気づいてないんですか？」


「気づいてない??」


「閃学園はもう、才能の聖域サンクチユアリではない──」


「丈途くん、待った!?」


　その瞬間、駆かけ足の音とともに元気な声が聞こえる。


　顔を向けると、赤髪の小さな女の子が見えた。クラリネットの天才、鳴唐吹音さんだ。


「全然待ってないよ！　ちょうど今来たところ!!」


　その台詞せりふを聞いて愛見が「……そうでしたか？」と首をひねるも、ぼくは「そういうことでいいの！」と言って鳴唐さんに駆け寄る。


「……あっ！　も、もしかして丈途先輩って、吹音先輩とつき合ってるんですか!?」


　愛見は慌あわてて喋しやべると、「恋こい人びとか……高校って凄すごいなぁ」と言って遠えん慮りよしたように駆け去ってしまった。


「いや、ぼくたちはまだつき合ってるわけじゃ……」


　ぼくの言葉は遠ざかる愛見の背に虚むなしく響ひびいて消える……。


「つ、つき合っっ……!!」


　鳴唐さんが急に頰ほおを染めて言葉につまり、「けほっ……けほっ……」と咳せきこみ始めた。


「大だい丈じよう夫ぶ!?」


　ぼくが駆け寄って鳴唐さんの背をさすると、彼女は「あっ……」とこちらの手を見て赤らんだ頰をさらに赤くして黙だまりこんでしまう。


　……なんだろう？


　ぼくは彼女のかわいらしくも小さな背に置かれた自分の手を見つめる。そう、まるでつき合ってるみたいに鳴唐さんを自然に触さわっている自分の手を…………………………………………。


　──って、勢いでさすっちゃった!!


「ごめんっっ!!」


　ぼくは飛び退のくようにして自分の手をどける。


「……もう、咳せきは止まった？」


「……うん……」


　彼女はコクリと頷うなずくと、「とにかく教室に向かおう」と歩き始めた。


　ぼくはそんな彼女の横について一いつ緒しよに足を進める。


　……だが、鳴唐さんはぼくにさすられたことが頭から離はなれないのか、頰を染めたまま口を結んでいた。


　ぼくも、さっき愛見が言った「つき合ってる」の言葉が頭から離れず、なんの会話も浮うかばない……。


　──話し辛づらい!!


　こういうときに気転のきかない自分を怨うらめしく思ってしまう。


「その……吹音たち、つき合ってるように見えるのかな？」


　まだ頰にわずかな朱しゆを残したまま、鳴唐さんは消え入りそうな声で問いかけてくる。


　つ、つき合ってるって……!!


　ぼくが言葉につまっていると、彼女は「でも……つき合うってどういうことなんだろう？」と漏もらす。


「ごめんね……吹音、そういうの、ほんとわからないの」


「そんな……鳴唐さんが謝ることじゃないよ」


「でも吹音、クロトさんの人類ドラマ化計画を自分の演えん奏そうで止めようとしたとき思ったの。吹音ってほんとにいろんな経験が足りないんだなぁって……」


　彼女は自分を恥はじるようにうつむいてしまった。


　……鳴唐さんは今までずっとクラリネット一筋で生きてきたのだ。他ほかの人より色々な経験が足りなくて当り前である。それなのに自分を責めるみたいに言って……。


「これからゆっくりいろんなことを覚えていけばいいんだよ！　そのために、鳴唐さんはオーケストラのスカウトを断って学園生活を選んだんだろ!!」


　励はげますように言うぼくへ、彼女は「うん！」と笑えみを向けてきた。


　一年生の頃ころより明るくなった彼女の笑顔は本当に晴れやかで、見ているぼくまで心が温かくなってくる。


　ぼくは……鳴唐さんとこうやって一緒に登校できるだけで幸せだ。


　そう思い、彼女とともに校舎への道を歩み進めた。


　そのとき──。





『こら丈途！　あたしがいない間に吹音ちゃんに手を出したら許さないからね!!』





　突とつ然ぜん、辺りに轟ごう音おんが鳴り響く。


「な、なに!?」


　慌てて周りを見るも……なぜか人ひと影かげはなかった。


『こっちよこっち！　このスピーカーよ!!』


　言われて周りを見ると、近くにあった校内放送用のスピーカーから声が出ていることに気づく。そのスピーカーの近くには、監かん視しカメラがあった。


『あたしのクラッキング不正なデータ操作にかかれば、あんたの行動なんて筒つつ抜ぬけなんだからね!!』


　……どうやら、声の主はプログラミングの天才、霧む線せん蘭らんのようだった。彼女は同世代の女子から〝お姉さま〟と呼ばれるほどの百ゆ合り少女で、鳴唐さんのことが好きなのだ。


『あたしがソフト開発の仕事で忙ぼう殺さつされてる隙すきを狙ねらって吹音ちゃんに近づいて……ほんっっと油断ならない奴やつね！　今度あんたの携けい帯たいに極ごく悪あくウィルスを送って使用料を一億にはね上げて破は滅めつさせてやるわ!!』


「やめてくれよ！　ぼくは鳴唐さんと普ふ通つうに待合せして登校してただけなんだからさ!!」


『ふ……普通に待合せ!?』


　ぼくの言葉に黙って頷く鳴唐さんを監視カメラから見たのか、蘭は言葉を失っていた。


『…………あたしが仕事をすませて登校したとき覚かく悟ごなさい。あんたの頭ず蓋がい骨こつかっさばいて……脳みそデバッグ欠陥除去してやるわ!!』


　……脳みそデバッグって……。


　ぼくが頰をひくつかせていると、「解かい剖ぼうならボクも手伝うよ～！」とあっけらかんとした声が聞こえてくる。その直後、白衣の裾すそを引きずった背の低い女の子が子犬のようにぼくへ抱だきついてきた。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「蘭ちゃん、登校したら一組に校内放送流して～。学園の地下十キロに建てた、いかにも怪あやしいボクの研究所で一いつ緒しよに解剖しよ～!!」


「嫌いやだから!!」


　ぼくが拒こばむも、蘭は『創ちゃん、麻ま酔すいはいらないからね！』と声を張り上げて放送を切ってしまった。


　……やばい。命の危険を感じる……。


　ふたりから逃にげる算段を立てていると、今度は後ろから「……謡うた江えさんと同じクラスになった罰ばつニャ……」と地を這はうような暗い声が聞こえてきた。


　創に抱きつかれたまま振ふり返ると、そこには頭に猫ねこ耳をつけて制服の上に黒マントを羽織った少女が見える。まるで黒猫をイメージさせる女の子──夜よる乃のミサだ。彼女は黒くろ魔ま術じゆつの天才にして謡江ファンクラブの会員であった。


[image: ]


「……ミサは確か、創と同じ一組なんだよね」


「だったらなにか悪いニャ!?　まさか丈途が謡江さんと同じ二組になるニャんて……!!」


　ミサは悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふむと「やっぱり『黒魔術を使わずに謡江さんとまた同じクラスになったら運命感じちゃって嬉うれしいニャ[image: ]』だなんて思わず、全力で不正を働いておけばよかったニャッッ!!」とわめき始める。


　……運命感じちゃって嬉しいニャ[image: ]って……。


　ミサは百合で、しかもちょっと妄もう想そう少女なのだ。以前など謡江をモチーフに百合的妄想を爆ばく発はつさせたエッチな作文を書いていた。


「……だいたい、丈途はミサにもポルノで告白するほどの悪あく魔ま的変態ニャ。謡江さんのそばに置くのは危険ニャ……。っていうか、ミサにポルノ告白したあと完全放置だし……!!」


　ミサはなにか思い出したのか体を震ふるわせると、「やっぱり……ここで呪じゆ殺さつしておくべきニャ！」とマントの中から天てつ辺ぺんにドクロのついた杖つえを取り出した。


　──え!?　ぼくなにかした!?


　慌あわてて逃げだそうとすると、横から遠えん慮りよがちに「あの……」と声がする。


　目を向けると、鳴唐さんが寂さみしげな瞳ひとみでぼくを真っ直すぐ見つめていた。


　……あっ。ぼく、鳴唐さんとふたりきりで登校する約束だったのに……。


　騒さわぐミサや創に目を向けるも、この状じよう況きようで「ふたりきりで登校したい」と言えるはずもない。


　鳴唐さんはそれを察したのか、唐とう突とつに元気な声を出して「みんな、早くしないとホームルーム始まっちゃうよ！」と周りを見る。


　……彼女に気を遣つかわせてしまった。


「鳴唐さん、ごめん……」


　申し訳ない気持になりながら、ぼくはみんなと校舎を目指し始めた。





　自分たちのクラスである二組に入ると、ほとんどの生徒が登校していなかった。


　ホームルーム前だというのに、ホワイトボードにはもう「一時限目は自由科目」と書いてある。自由科目とは要するに自習で、才能を伸のばすために好きに使っていい時間だ。最近はみんな仕事が忙いそがしすぎて、一時限目はだいたい自由科目なのだ。


「……吹音、今日も音楽棟とうでクラリネットの練習しようかな……」


　一番前の席に座った鳴唐さんは、まだ教室に着いたばかりだというのにもう出る準備を始めていた。彼女の後ろの席に座ったぼくは「……今日も朝から原げん稿こうかな」と漏もらすと、右みぎ隣どなりの席へ目を向ける。


　そこには、アイドル顔をした少女が座っていた。天才歌手の園その声こえ謡江だ。


「謡江は一時限目、なにしてる？」


「私は……」


　謡江はしばらく考えると、「最近みんなが忙しくて授業の進みが遅おそいし……勉強してるわ」と教科書を取り出した。


「──丈途！　貴様、どうせ今日もポルノ小説を書くんだろ！　謡江さんの横で汚けがれた妄想を爆発させるなと何度言ったらわかるんだ!!」


　謡江の前に座っていた、ダブルのスーツを着た恰かつ幅ぷくのいい男が苛いら立だたしげに喋しやべる。ボスの才能を持つ党とう野の総そう才さいだ。


「……総才、そんなこと言ってる暇ひまがあったらもっとボスの才能を有益に使えるよう自由科目で才能磨みがきしたら？」


「うるさい！　わしは謡江さんファンクラブの会長として……謡江さんと一緒に勉強する!!」


「……ボスの才能を謡江のためだけに使って……」


　ぼくが仕方なさそうに言うと、彼は「ふん！　みんなが世界的に有名になっている中、ひとり存在感ゼロのお前よりましだ!!」と電子葉巻を吸い、こちらに思いっきり紫し煙えんを吐はき出す。


「っっ……!!」


　痛い所を突つかれ、ぼくは歯がみしてしまう。


　……ほんと、ぼく〝だけ〟一年生のときと変わらないんだよな……。


　そのことで何度もついたため息が、またしても漏れてしまう。


「──今日も朝から寂さびしい教室ね」


　スカートスーツから豊満な胸や肉にく欲よく的な太ふと股ももをのぞかせた女教師が教室に入ってくる。一年生のときぼくや鳴唐さんのいたクラスの担任をしていた与よ謝さ野の亜あ希き先生だ。


「……丈途くんを見ると、一年三組にいる気分になるわね。よっぽど丈途くんのエロハプニングに振り回されたことがトラウマなのかしら？」


　亜希先生は冗じよう談だんめかして言うと「二年生になったんだから、もう変な妄想を爆発させて私を困らせちゃ駄だ目めよ」とこちらに顔を寄せ、片目をつぶる。前かがみになっているせいで、ブラウスから先生の大きな胸の谷間が見えていた……。


　大人のエロをまき散らす亜希先生……また担任でよかった！　これで毎朝先生を見て色々愉たのしめる!!　例えば肌はだの張りがいい日なんかは、昨夜きっと熟うれた体をもてあましてひとりで「んくぅ……丈途くんたらポルノ作家のくせに私を口く説どこうともしないで……馬ば鹿か」と豊満な胸を自分でわしづかみ、じっとりと揉もみ上げつつ女性ホルモンを大量に分ぶん泌ぴつしてたり──って、今まさにこういう妄想を注意されたところだった……。


　ぼくは頭にうねっている妄想を蹴け散ちらすように咳せき払ばらいをすると、鳴唐さんに「このクラスには蘭や……律りつもいるし、ほんと一年三組みたいだね」と話題を振ふる。


「うん、そのうちみんなで一いつ緒しよに登校したいね！　ただ……」


　その途と端たん、彼女は赤髪を揺ゆらしてわずかにこちらを振り返り、声を落とす。


「明日こそは、丈途くんとふたりきりで登校したいな」


　ぼくですら、聞きとるのがギリギリの声だった。しかし耳ざとく彼女の台詞せりふを聞いていた人物がいる。それは──。


「……え？　まさか丈途くんと吹音さん、一緒に登校してきたの??」


　青ざめた顔でそう漏らしたのは……謡江だ。


「吹音さんって純情そうに見えてやるときはやるのね……。このままだと私の知らない間に『吹音、今夜はなんだか寂しいの』だなんて丈途くんを部屋に誘さそって、『抱だきしめてもらえると安心するの』と言って幼いアピールをして丈途くんをその気にさせて、彼の耳元で『ふんぅっ……吹音、体が熱い……』だなんて吐と息いきを漏らして性せい欲よくを刺し激げきして──あっ！」


　妄もう想そうだだ漏れで喋っていたことに気づいたのか、謡江は慌あわてて周りを見回す。


　そんな彼女をなんとも言えない表情で、クラス中の人間が見つめていた。


「……まさか丈途くんの妄想に謡江さんが毒されてたなんて……なんて感かん染せん力なの」


　亜希先生が頭を抱かかえつつ唸うなる。


「完かん璧ぺきアイドルに見えるがなにげに残念な親しみやすい謡江さんにトキメキつつも……その原因が丈途にあると思うと腹が立つわ!!」


　総才が葉巻から紫煙を吐き出してこちらを睨にらみつけてきた。


「……残念って、謡江さん、なにか失敗したの??」


　鳴唐さんが首をかしげつつ謡江を見つめる。


「もう……〝残念〟って言わないで～～～～!!」


　耐たえかねたように叫さけぶ謡江の声が、授業開始のチャイムに重なって教室に鳴り響ひびく。


　彼女の叫びに合わせて、身につけたハートのペンダントが不規則に揺れていた。





　一時限目の授業が始まると、教室内は完全に静まり返ってしまう。ただでさえ登校している生徒が少ない上に、謡江や総才は教科書を取り出して黙もく々もくと勉強している。……これでは声も出しづらい。


「……なんだか寂しいね……」


　教室内を見回して鳴唐さんがそっと漏もらす。


「二時限目になればみんな登校してくるよ」


「うん……でも、これが閃学園って思うと……やっぱり寂しい」


　彼女は言いながら考えこむような仕草を見せると、次いでクラリネットのケースを持って「吹音、音楽棟とうで練習してくるね」と教室を出て行ってしまう。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　ほとんどの生徒は登校しておらず、話す人のいなくなった教室……確かに、寂しい。


　黙だまって勉強を続ける謡江に目を向けると、ぼくも自習を始めようと原げん稿こう用紙を取り出した。












「──委員長はもう自分の進路を決めた？」


　放課後、ぼくは一年生の教室へ遊びに行っていた。そして眼鏡をかけて長い髪を揺らしたあどけない瞳の少女……愛見に、戸惑ったように語りかける。


「わたしは学校の先生になって、生徒たちの進路相談にのりたいです」


「そう言うと思った。じゃあさ、ぼくの進路相談にものってよ。筆が止まってさ……もう書ける気がしないんだ。転職を考えるなら早い方がいいだろ？」


　ぼくは彼女の目の前に立ち、真摯な瞳を向ける。すると愛見は急に顔を赤くして目をそむけてしまった。


「転職なんて……駄目です！　先輩の進路はポルノ作家以外にありえません！　ふ、筆が止まってるなら、わたしが協力しますから……」


　彼女は眼鏡越しに潤んだ瞳を見せると、「こ、これはあくまで先輩に誤った進路をゆかせないための〝指導〟ですからね！」と、ワンピースドレスの制服についていたスカーフを外す。


　すると開いた襟から、意外と大きな胸がのぞく。


　──ゴクリ。


　エロとは無縁に見える委員長を前に、ぼくは生唾を呑んでしまう。隠していた巨乳を露にした彼女は、普段のお堅い雰囲気からは想像もできないほどの色香を漂わせていたのだ。


　思わず愛見の胸へ手を伸ばすと、彼女は「あんっ……」と恥ずかしそうに喘ぎを漏らす。


「んくっ……先輩なら、わたしでどんなポルノを書きますか……？」


「そうだな……やっぱり、わざと校則違反をさせるかな」


　そう言って彼女の胸元をさらに開くと、淡いピンクのブラジャーが露になった。


「他人に下着を見せるなんて……立派な校則違反だ。おしおきをしないとね」


　言いながらブラジャーの中に手を入れると、その大きな胸をゆっくりと揉み回した。後輩ゆえか彼女の胸は大きさの割に張りが強く、愛撫で綺麗に手形ができていた。快楽の量が目に見えてわかる、手の形……。


「んふっ……はあっ……くうんっっ……!!」


　知らず強く手形を残していると、彼女は大きな喘ぎ声を出してこちらへ物欲しげな瞳を向けてくる。ぼくはわざと胸の先をつまんでコリコリ動かし、強めの快楽を与えてみた。


「んはぁぁっ……!!」


　快楽で立っていられなくなったのか、愛見は膝を崩してその場に座ってしまう。


「……ちょうどいい位置に顔がきたね」


　ぼくはそう言うと愛見の顔をこちらのズボン前に寄せ、「胸ではさんでしごいて」と言う。


「そ、そんなぁ……」


　愛見が泣きそうな顔でこちらを見上げるも、ぼくが「ちゃんと進路指導して……ぼくに創作意欲をわかせてよ」と言うと口をつぐんだ。


「んんぅ……」


　彼女はぼくのズボンをおろすとパンツ越しに胸で股間をはさみ、グイグイとしごいてくる。あのお堅い委員長が、ぼくのためにここまでしてくれるなんて……。そう思うと股間がさらに熱くなった。


「こんなに硬くして……。先輩、わたしがここの〝指導〟を終えたら、ちゃんと小説書いてくださいね」


　愛見はそう言うと胸の圧迫を強め……ぼくを、快楽の限界にまで昇らせた。












　ちょうどそこまで書いたとき、授業終しゆう了りようのチャイムが鳴った。


　休み時間になると、自分の仕事にめどをつけた生徒たちが続々と登校してくる。


「──丈途！　さっそくあんたの頭ず蓋がい骨こつかっさばいて脳みそデバッグ欠陥除去してやるわ!!」


　大声で怒ど鳴なりながら、ポニーテールの少女が教室へ駆かけこんでくる。……蘭だ。徹てつ夜や明けなのか目は充じゆう血けつしており、その目をさらに血走らせてぼくを睨にらみつけている。


　……かなり恐こわい……。


　命の危険を感じて背筋に悪お寒かんが走った。


「……蘭、朝からどうしたっていうんだい？　計算のしすぎで頭痛が凄すごいんだ。少し静かにしてくれないか……」


　教室に、淡い栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が入ってくる。天才数学者の円えん修しゆう律だ。彼は「複数企き業ぎようの資産運用計画をまとめてるんだけど……仕事を請うけすぎたよ……」と頭を抱かかえ、ぼくの左ひだり隣どなりの席に座った。


「律、そんなにのんびりしてていいの!?　今朝けさ、丈途が吹音ちゃんと登校してたのよ!!」


「なんだって!?」


　律はいきなり席から立ち上がるとこちらにつめ寄り声を荒あらげる。


「僕が仕事で忙いそがしくて相手をできないからって……丈途、あまりに軽けい薄はくだよ!!」


「軽薄って……その、同じクラスだし一いつ緒しよに登校してもいいじゃないか」


「よくないよ！　今までの丈途と鳴唐さんだったら、そんなこと絶対にしなかっただろ!!」


「そうよ！　あたしたちが知らない間に……許さないわ!!」


　蘭は脇わきに抱えていたノートパソコンを開くと操作を始め、「さっそく創ちゃんを呼んで解かい剖ぼうよ！」と叫さけぶ。


「創を呼ぶのはやめてくれ！　本気で解剖されちゃうから!!」


「あたし本気だもの!!」


　血走った目のまま断言する蘭……。


　まずい!!　なにかいい方法を考えないと、このままじゃ本気で解剖されて脳をデバッグされちゃう!!


　ぼくは必死に考えを巡めぐらし、苦くるし紛まぎれに「蘭！　ぼくを解剖するってことは、百ゆ合りなのに男の裸はだかを見るってことなんだよ!!」と声を張る。


「丈途の……裸っっ!?」


　──ガタンッ！


　蘭の手から、ノートパソコンがすべり落ちる。


　彼女は急に顔を赤くすると「あ、あたしは男なんかの……丈途なんかの裸、見たくないわよ！」と慌あわててパソコンを拾い始めた。


　……どうしたんだ？


　蘭はオペレーション・エロス以降、たまにこうやって変に恥はずかしがることがあるのだ。


「──蘭！　『丈途なんかの裸』とは失礼だな！　いや、僕もそういうことは〝愛〟という永遠の命題にふたりで挑いどんだ末に互たがいの想おもいで定理を築いてからするべきだと思うけど……」


　律はそのまま頰ほおを染めると、ひとりでぶつぶつ「そもそも丈途はたまに強ごう引いんなくせに普ふ段だんはちょっと冷たいし──」とか「まさかこれがポルノ作家流の駆かけ引きなのか？　しかしこの方程式を解くには僕は仕事を抱えすぎていて──」とか言いながら頭を抱え始めた。


　……律、よっぽど仕事で追いつめられてるんだな。


　ぼくはねぎらうように彼の肩かたを叩たたくと、自分の席にきちんと座り直した。


　そんな騒さわがしいぼくらの横で、謡江は席に座ったままじっとしている。


　……どこか様子がおかしい。


　彼女はこちらの視線に気づいたかのように少しだけ首を動かしたが……なにか言いかけて、口をつぐんでしまった。そして、ぼくの前に座る鳴唐さんをじっと見つめる。


「ねぇ謡江、どうしたの──」


　そのとき、教室にスーツを着た男性教師が入ってきて授業開始のチャイムが鳴る。


　ぼくは彼女に話しかけるのをあきらめ、机の中から教科書を取りだした。


　公民の授業だったが──。


　──ズダダダダッ！


　唐とう突とつに、連続的な轟ごう音おんが教室内に響ひびき渡わたる。……律の後ろに座っている蘭が、弾だん丸がんタッチを始めたのだ。


「──リスク尺度に下方部分積率を用いて──目標収益率が──」


　蘭の弾丸タッチの音にまぎれて、律の計算する声が流れてきた。


「──かけまくもかしこき──」


　机の周りにどす黒く変色した壺つぼや人面の文様が見える杖つえなど、禍まが々まがしい物を積んだ女子がいた。彼女はそれらを机の上に置いて一個一個お祓はらいしている。


　……気のせいか、あの禍々しい物から重い空気が流れてる……。


「……あの、一応授業中なんだからみんな静かに……」


　ぼくの言葉は仕事中のみんなから完かん璧ぺきに無視され、教室に虚むなしく響く。


　公民の先生は騒ぐみんなを遠巻きに、淡たん々たんと授業を進めていた。


　……先生、とっくにあきらめてるな……。


　仕方なく、ぼくは先生にならって淡々と授業を受け始める。


「──丈途くん、大変よ！　早くこっちに来て!!」


　突とつ然ぜん、廊ろう下かから叫び声が聞こえた。顔を向けると、髪を肩の辺りでそろえている少女が見える。天才マネージャーの倉くら部ぶ勝かつ代よだ。


「いきなりどうしたの!?」


「いいから早く来て!!」


　彼女はなぜか慌てていた。すぐに向かいたいが今は授業中だ。先生を確かく認にんしてみると……しっかり、こちらには無関心だった。


　……行っていいのかな？


　ぼくは恐おそる恐る席から立ち上がり、廊下へと向かう。すると──。


「えいっっ!!」


　廊下に出ると同時に、勝代が勢いよく制服のスカート部分をめくった！　彼女はきっちりフィットした薄うす緑みどりのパンティーをはいており、わずかに、割れ目の線が見える──。


　ブフォッッ!!


　盛大に、鼻血が飛び散ってしまう。


「うわっ……やば……じゃなくて、なんでパンティー見せるの!?」


　ぼくの言葉に、勝代がスカート部分をめくったまま涙なみだ目めで「だって……」と震ふるえる。


「──ちゃんと丈途を欲よく情じようさせろ！　これじゃ撮とってもお前が痴ち女じよなだけだろ!!」


　怒ど鳴なり声がしたので顔を向けると、そこには一眼レフカメラを構えたジーパン姿の少女がいた。天才写真家の名めい機き来夏だ。
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「ち……痴女……」


　来夏の言葉にショックを受けたように、勝代の手からスカート部分がはらりとこぼれ落ちる。


「……来夏、これ、どういうこと？」


「今、私の『醜みにくい写真集』の依い頼らいが凄すごい量でな……『困った』と言ったら勝代がいきなり協力を申し出てきたんで、お前のエロ心を刺し激げきするよう頼たのんだんだ」


　──それで唐突にスカートめくったの!?


　勝代を見ると、「こうなったら、もう、制服を全部脱ぬぐしか……」と思いつめた顔をして震えを強めていた。


「そんなことしなくていいから！」


「なぜそこで悦よろこばん！　最近やけに鳴唐とラブラブだが……それで腑ふ抜ぬけたかこのドブ豚ぶた!!」


　そう叫さけんだ来夏の目にはクマができており、蘭と同じく目が血走っていた……。


　……こりゃなにを言っても駄だ目めそうだな……。


「……ふわぁ、退たい屈くつですわねぇ。普ふ通つうの女子高生になったはいいですが……特にやることがありませんわ」


　特注でレザー製にした紫むらさきワンピースドレスの制服を揺ゆらしつつ、のんきにあくびをしてこちらへ近づく少女が見える。丸めておしおき棒のようにした大きな革かわ張ばりのノートを持っており、足にはハイヒールを合わせて女王様のような出いで立たちをしていた。新聞同好会の部長をしている天才プロデューサー、黒くろ樹き繰くる美みだ。


「退屈って……部長、授業は？」


「あたくしたちのクラスも二組と同じような状態ですわ。授業どころではありませんし……暇ひま潰つぶしに来夏さんの撮さつ影えいを見学してるんですの」


「部長たちは三組だったね……どこも似たような状態なのか……」


「おかげでＳＰたちは大おお忙いそがしみたいですけど」


　部長はそう言いながら後ろを見る。そこにはサングラスとスーツという怪あやしすぎる恰かつ好こうをした男ふたりがいた。白人っぽい男がロッキーで、黒人っぽい男がブレイドだ。


「小こ僧ぞう、この学園は戦場か!?　教室で急に爆ばく発はつが起きたり廊下を歩いてると不意に火矢が飛んできたり──」


　ブレイドが、ソードブレイカーと呼ばれる大型ナイフを手に辺りを警けい戒かいしつつ喋しやべる。


　そのとき、廊下の向こうからこちらへ向けて火矢が飛んできた！


「危なっ──」


　シュッッ！


　ぼくの声にかぶせるようにして、静かな音が鳴る。すると矢が、空中で停止していた。その矢は大きな手に握にぎられており……よく見ると、手はボクシングの構えをしたロッキーから突つき出されたものだった。


「少年、命拾いしたな」


　ロッキーは優やさしげに言うと火矢を踏ふんで炎ほのおを消し始める。


「あ、ありがとうございます……」


　ぼくは冷ひや汗あせを垂らしつつ頭をさげた。部長はそんなぼくを見て「爆発物じゃなくてよかったですわねぇ」とまたあくびをする。


「……そういえば部長、新聞同好会はどうするの？」


「そうですわねぇ……」


　彼女は考えるようにして巨きよ大だいノートを広げる。


「閃学園で新聞を作る以上は『普通の学園新聞』というわけにはいきませんし……なにかいいプランが浮うかんだらすぐにでも活動を再開したいのですが……」


　部長はそう言いながらこちらに巨大ノートを見せてくる。


　すると、箇か条じよう書がきで書かれた案すべてに大きな×印がつけられていた。





●『天才たちの破は壊かい力』→学園生が破壊した様々な物を徹てつ底てい検証。何個師団分の戦力に相当するか紹しよう介かいする。天才の凄さを伝える企き画かく。


●『天才たちのタイマン』→「銃じゆう使いＶＳ剣けん士し」や「白魔ま術じゆつＶＳ黒魔術」といった様々な天才たちのタイマン勝負を追う。史上最強の天才を決める企画。


●『天才たちの発育』→スリーサイズの変化と能力の変化に因果関係があるか徹底検証。ポルノ作家たる丈途さんのエロ目線で徹底取材して頂く企画。





　……さすがにこれはないな。っていうか『天才たちの発育』って……ぼく、絶対みんなから酷ひどい目にあわされるから!!


　ぼくが黙だまっていると、部長は遠くを見つめてそっと口を開く。


「あたくしも新聞同好会にたくさんの思い入れがあります。だからこそ、新聞同好会の存在にちゃんとした〝意義〟を持たせたいんです。そのためのプランが浮かぶまでは……安易に活動を再開したくないんですの」


　その声はさきほどまであくびを連発していた部長ではなく、いつもの凜りんとした彼女のものであった。


　……部長も、ぼくと同じで新聞同好会が大好きだからこそ悩なやんでるんだな……。


「部長が納なつ得とくいくプランが浮かぶまで、ぼく、ちゃんと待つ──」


「──勝代、次に行くぞ！　このまま腑抜けた丈途を撮とろうとしてもらちが明かん!!」


「わかったわ！　次こそ人間の醜い瞬しゆん間かんを演出するために……全力でがんばる!!」


　ふたりはそう言うと、さっそく駆かけ出してしまった。


　部長はそんなふたりに目を向けると「では丈途さん、またそのうち」と足を踏み出し、再びあくびを始めてしまう。


「……しかし、授業中に醜みにくい写真なんて撮れるのか……??」


　来夏たちの背を眺ながめてつぶやく。


　そんな中、後ろから誰だれかがぼくの制服を引っ張ってきた。


「……ん？」


　振ふり返ると、鳴唐さんがいつの間にか廊ろう下かに出て、少しだけ眉み間けんにしわを寄せて教室内を見つめている。


「ねぇ……こんな学園、おかしいよね？」


「……おかしい??」


　彼女の言葉を聞いて、ぼくは教室内へ目を向ける。


　授業を完全に無視して仕事を続ける蘭や律、他ほかのクラスメイトたち……。いつも全員が真ま面じ目めに授業を受けていたわけではないが、それにしても確かにこれはおかしい。まるで、授業より〝仕事〟の方が優先みたいな──。


『……まさか、先せん輩ぱいたちはまだ気づいてないんですか？』


『閃学園はもう、才能の聖域サンクチユアリではない──』


　ふと、愛見が言った台詞せりふを思い出した。閃学園は若い天才たちを世間の誤解や無理解から守るため隔かく絶ぜつされた環かん境きように造られており、ここにいると外の世界を意識することは少ない。だが──。


「学園にいても、みんなまったく学園生活を送ってない。仕事優先なんて……〝外の世界〟しか見てないのと変わらないじゃないか」


　才能の聖域にいながら、その才能を世間に求められるがままに使い、忙ぼう殺さつされているみんな……。愛見が言った「才能の聖域の崩ほう壊かい」とは、このことだったのだ。閃学園はもう、若い天才を世間と隔絶できなくなっていた。


「──あっ！　そういえば鳴唐さん、閃学園の復興パーティーのときぼくらが黒くろ樹き水すい墨ぼく校長に呼ばれて言われたこと覚えてる!?」


「えと……うん。確か……」


『──閃学園が変わるかもしれない。そのときは……きみたちの力が必要になるだろう』


　ぼくらは校長から、そう言われたのだ。なぜ校長があんなことを言ったのか今の今までわからなかったが、やっと気づいた。閃学園生たちは「才能の聖域」だからこそ入学した者ばかりだ。それなのにここが聖域でなくなれば……。


「……水墨校長は、こうなるってわかってたのか……」


　ぼくは戸と惑まどいながらみんなを見つめる。


　しかしぼくは一体、どうしたらいいのだろうか。


　閃学園は一体、どうなってしまうのだろうか……。





　放課後になると、みんな「さようなら」もろくに言わずさっさと帰ってしまった。あっという間にぼくと鳴唐さんだけが残ってしまい、教室には静かに茜あかね色いろの光が差しこんでいる。


「才能の聖域の崩壊……？」


　ぼくから閃学園の置かれた状じよう況きようを聞いた鳴唐さんは、戸惑ったように漏もらす。


「この学園が、もう吹音たちの知ってる閃学園じゃないなんて……そんな……」


「世界を平和にしたことで学園の聖域が崩壊するなんてさ……皮肉だね」


「みんな自分のことで精せい一いつ杯ぱいなバラバラの学園って……寂さびしいよ……」


　彼女はひとけのなくなった教室へ目を向けると、もう一度「寂しいよ……」と悲しげに言う。


「うん、そうだね……。一年生のときはこの時期ってオリエンテーション大会があってクラスみんなで盛り上がってたけど……」


　ぼくも、彼女と同じくひとけのなくなった教室へ目を向ける。授業中の異常な騒さわがしさとは違ちがう、閃学園独特のわちゃめちゃな騒がしさ……それが、ここにはもうない。


「丈途くん、そういえば今年はオリエンテーション大会ないの？」


「今年は実行委員になる人がいなくて、できなかったんだってさ」


「そっかぁ……」


　鳴唐さんはどこか思いつめたように言うと、「ふ、吹音が実行委員になればよかったのかな？」と大真面目な顔でこちらを見つめてくる。


　──鳴唐さんが実行委員!?


　思わず、その姿を想像してしまった。実行委員といえば体育会系的な爽さわやかさで筋肉を見せて脅おどしてくる廻めぐる先せん輩ぱいや、芸術家らしいぶっ飛んだ言動でみんなをかき回す牡ぼ丹たん先輩だが……鳴唐さんが実行委員をするとなれば──。


『──きょ、今日のお題はお涙なみだ頂ちよう戴だいなの！　できるだけたくさんの審しん査さ員さんたちを泣かせたクラスが勝ちなの!!』


『──先輩、正直面めん倒どうなんで負けてもいいっていうか……もうこの大会おりますわ』


『──そうよねぇ……っていうかなにこの意味不明な大会』


『──みんなちゃんと大会に参加しないと駄だ目めなの！　そうしないと吹音がクラリネットできついおしおきを……って、みんな帰らないで～～～!!』


　…………………………………………………………………………………………………………。


「やめた方がいいよ」


　頭を抱かかえつつ言うぼくに、彼女は「な、なんで!?　吹音がんばるよ!!」とつめ寄ってくる。


「なんていうかさ……人には得意不得意があるし……」


　どう言って彼女に納なつ得とくしてもらおうか悩なやんでいたそのとき、廊下の方からこちらを見つめる視線に気づいた。制服のワンピースドレスを自分流に着こなし、胸むな元もとから大きなリボンを垂らしてハートのペンダントをつけた少女──謡江だ。


「……はぁ……」


　切なさを吐はき出すようにため息をついた彼女は、胸元のペンダントを揺ゆらしてこちらに背を向け、廊ろう下かを歩き始める。


「せっかくデビューを断って学園生活を選んだのに……私、なにしてるのかしら」


　まるで、自分を責めるような口調だった。


　そのときぼくは気づくべきだったのだ。謡江はこの崩壊した才能の聖域サンクチユアリに翻ほん弄ろうされ、大きな不安を抱えているひとりだったということに……。





　……謡江が丈途たちから離はなれてゆく少し前、眼鏡めがね越ごしにそのあどけない瞳ひとみをのぞかせる少女──愛見は、長い髪かみを揺らしながら廊下をひた進んでいた。


「才能の聖域は崩壊しました……先せん輩ぱい方は世界中からその〝才能〟を求められて激流にのまれ、進路を見失ってしまうときもあるでしょう。そうなったとき、誰だれかが道を示さなければ一生を棒に振ふってしまう方も出てしまいます。しかし……」


　彼女はそこまで言うと、力強い眼まな指ざしで前を見つめる。


「進路さえ誤らなければ、今なら最高の条件で仕事に就つけます！　才能の聖域の崩壊はピンチではなく、『一生の仕事』に就くチャンスなんです!!」


　熱をこめて頷うなずいた愛見は、「さしあたって進路を決めるべきは──」と、持っていた書類の中から一枚の履り歴れき書を取り出す。


「──一年生のときはこの時期ってオリエンテーション大会があって──」


　ふと聞こえてきた声につられ、彼女は二年二組へ目を向ける。すると教室にいる中肉中背の少年が見えた。


「丈途先輩……」


　わずかに、愛見の目が和やわらぐ。


　彼女は「ポルノ作家」という職業で偉い業ぎようを成しとげた先輩に、憧あこがれを抱いだいているのだ。


　愛見の瞳には次いで、彼と話している赤髪の少女……鳴唐吹音が映った。


「丈途先輩と吹音先輩って、ふたりの才能を合わせてラブラブで世界平和を達成しましたし……当然つき合ってますよね」


　どこか残念そうに言うと、愛見は自身も受け取った丈途のエロス愛を嚙かみしめるように己おのれの胸へ手を置く。


「世界中に〝愛〟のある日常の素す晴ばらしさを伝えたあのポルノ……ほんと、素す敵てきでした。世界を救った丈途先輩みたいに、わたしもこの崩ほう壊かいした学園で誰かを救えたら……」


　言いながら、彼女はなにか重大なことに気づいたようにはっと顔を上げる。


「丈途先輩と吹音先輩がつき合っているということは……まさか丈途先輩のポルノ、吹音先輩との……」


　そこまで言って、愛見は「だ、駄目！　そんな不純なこと考えちゃ駄目っ!!」と激しく頭かぶりを振り、上気した頰ほおを手で押さえて荒あらい息をつく。


「……あっ、いました！」


　そのとき彼女は、アイドル顔を憂ゆう鬱うつそうに曇くもらせて廊下から教室内を見つめている謡江に気づく。


　愛見は手に持っていた履歴書へすぐさま目を落とした。





『履歴書』




氏名──園声　謡江


才能──歌


特技──バラード


将来の夢──歌手







「才能にも環かん境きようにも恵めぐまれているのに、あえて学園アイドルに甘んじるなんて……」


　そう漏もらすと、彼女は憂うれえるように謡江へ目を向ける。


　愛見は、この学園でまず〝卒業〟すべき人物を見つけていたのだ。それは……謡江である。すでにプロ顔負けの歌唱力を有し、ファンも相当数いる。進路指導の天才たる彼女からしてみれば、まだ第一線で活かつ躍やくしていないことが理解できない人物であった。


「先輩……わたしは絶対にあなたの〝才能〟を埋うもれさせません！　わたしの進路指導は……才能へのラブコールなんです!!」


　──才能へのラブコール。それが、愛見の進路指導に対する哲てつ学がくであった。才能を愛しているからこそ、その才能がもっとも活いきる進路を示したい……そして、進路指導の天才たる己ならそれができるという自負があった。


「謡江先輩が進路を決めかねている理由は、おそらく──」


　彼女は言いながら脇わきにはさんでいた書類の中からもう一枚の履歴書を取り出す。それには、今より若じやつ干かん幼い顔をしてキャメル色のブレザーを着た謡江の写真が貼はってあった。





『履歴書』




氏名──園声　謡江


才能──歌


特技──バラード


将来の夢──アイドル歌手







「……中学時代の謡江先輩の〝夢〟はアイドル歌手。今とは似ているようで違ちがう夢ですね。中学校で先輩の担任をしていた方のお話を聞く限り、どうも閃学園に来た理由はここら辺の迷いにありそうです」


　愛見はそっと眼鏡に手をそえると、廊ろう下かでひとり切なげにたたずむ謡江へ目を向ける。


「まずは、謡江先輩に卒業指導をしましょう」




　２　謡江のポルノ作家デビュー!?







　──ワァァァァ!!


　──ワァァァァ!!


　……薄うす暗ぐらい部屋に、少し離はなれた場所から大勢の歓かん声せいが流れこんでくる。


　それを聞きながら──園声謡江は、静かにソファーへと腰こしかけた。


　今や世界的に有名になった彼女を迎むかえるにふさわしく、室内は贅ぜいを尽つくしたピンクゴールドで統一されている。しかし彼女は浮うわついた気持を排はい除じよするかのようにあえて照明を絞しぼり、周りが確かく認にんできる程度の光に抑おさえていた。


　──お客さんが何万人いようと関係ないわ。私はいつも通り最高の歌を披ひ露ろうするだけ。


　自分に言い聞かせるように内心でつぶやく。


　──閃学園のみんなだって、忙いそがしいのにこのイベントのために時間を作ってくれたんだもの。集中しなきゃ！　とにかく集中するのよ!!


　そこまで考えて瞳ひとみを開けた途と端たん、彼女は眼前にあった化け粧しよう台の鏡を目にする。そこに映った、綺き麗れいな藍あい染めの着物を身につけた己おのれを見る。着物のおかげで彼女のアイドル顔はさらに映はえていたが……それを目にした本人の表情は一気に物もの憂うげになってしまった。


「外国からのお客さんもいるからって……なんで着物なのよ。しかもバラードばっかり歌うなんて……これじゃ学園アイドルっていうより演歌娘むすめだわ」


　ギリギリまで高めていた集中力が、一気に乱れてしまう。


「なんだか、有名になればなるほど私のやりたいことからどんどん遠ざかっていく気がするわね……」


　彼女は頭痛をこらえるかのように額へと手をやった。


「私はもっとこう……キラキラしてて、みんなに笑え顔がおを与あたえられる人になりたくて歌ってるのよ！　それなのにどうしてバラードばかり求められるの!?　バラードじゃ、誰だれも笑顔にならないじゃない……」


　言いながら、彼女は急に不安に襲おそわれたように顔をうつむけてしまう。


「私、将来どうなっちゃうんだろう？　いくら歌の天才って言われても……自分が本当にやりたいことは結局できないの??」


　救いを求めるように謡江はハートのペンダントへ手をやる。


　まるでそれに強い想おもい入れがあるかのようにギュッと握にぎりしめる。


　そして、絞り出すようにして声を漏もらした。


「私はあの人みたいになれないの？　あの人みたいに、みんなを笑顔にできる存在に……」


　──笑顔。その言葉を発したとき、不意に彼女は教室で楽しそうに話していた丈途と吹音のことを思い出してしまった。


「……丈途くん、世界平和を達成したあと一気に吹音さんと仲良くなったわね。もう、あのふたりに私の入りこむ隙すき間まなんてないのかしら……。せっかく同じクラスになれたっていうのに、ふたりのラブラブぶりを見せつけられてるだけじゃない」


　思わずため息が漏れる。


「もっと学園生活を楽しみたいから歌手デビューを先送りにしてるのに、これじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだわ。でも……その歌手デビューだってバラードの話ばかりで……」


　──ワァァァァ!!


　──ワァァァァ!!


　考えこんでいた謡江の耳に、再び大だい歓かん声せいが届く。


「──あっ、もうすぐ本番だわ！　ちゃんと集中しないと!!」


　慌あわてて瞳を閉じて集中し直そうとしたが、一度乱れてしまった心は中々立て直せない。それが、彼女の憂ゆう鬱うつさに拍はく車しやをかける。


「……はぁ……。でも、バラードを歌うならこういう精神状態の方がいいかもしれないわね」


『──ほら、開演十分前だぞ！　お前らいい加減に静かにせんかい!!　そもそもお前らには謡江さんをこれから迎えるという心構えが──』


　辺りに、謡江ファンクラブ会長たる総才のアナウンス……というより説教が、流れ始めた。





『──そもそもお前らには謡江さんをこれから迎えるという心構えがない！　こんな雑然とした会場にわしらの女め神がみを降臨させるつもりか!!』


　ぼくは会場に流れる総才の声を聞きながら、今一度辺りを見回した。


　閃学園の運動場に急ごしらえで造られた会場には、すし詰づめ状態で何万人もの聴ちよう衆しゆうが集まっている。アジア系の人から欧おう米べい系、中東系……様々な人種がいた。


　立ち見のコンサートだが、ステージはしっかりお金をかけて造られていた。富士山をバックにした岬みさきと漁港の絵が舞ぶ台たいの背景を覆おおい、本物の柳やなぎと竹林がステージの袖そで付近にある。


　そして上の方に『新星☆謡江コンサート』と書かれた看板が掲かかげられていた。


「新星か……そうだよな。世界平和達成から謡江のファンが急激に増えて……今じゃ下手へたなアーティストより謡江の方が有名だもんな」


　ぼくは唸うなるようにして再び周りを見る。


「──こら、そこのどっかの部族！　急に集団でお祈いのりを始めるな!!」


　葉巻から紫し煙えんをまき散らしつつ、総才が会場内で怒ど鳴なり散らしている。


　統制のとれていない客を次々と注意し、会場の整理に駆かけずり回まわっているようだった。


「──こら、そこの富ふ豪ごう！　ひとりで百人分のスペースを取るな!!　その大勢の執しつ事じたちやでかい絨じゆう毯たんやソファー……すべて会場の外に出せ!!」


　総才はターバンを巻いた中東系の富豪にも、臆おくせず怒鳴り声を上げる。


　すると彼は富豪のＳＰ十数名に取り囲まれ、無言の圧力をかけられ始めてしまった。


　しかし、総才はボスの天才。ＳＰたちを不敵に見回すと、得意の弁べん舌ぜつをふるい始めた。


「貴様らの雇やとい主は謡江さんのファンだろうが！　ならばその雇い主もまた、この会場にいる一ファンと立場は変わりない！　なぜなら謡江さんの前に神も人もなく、皆みな一いつ切さいに平等だからだ!!　国境を越こえて人種を越えてすべてを包みこむ存在……女神謡江さんの前でその愚ぐ行こう、ファンとして許されると思っているのかっっ!!」


　総才は葉巻の先で富豪を指し、糾きゆう弾だんするようにして声を荒あらげる。


　通訳とおぼしき男が富豪になにか耳打ちすると、富豪は懺ざん悔げするようにして天を見上げ……執事や絨毯などをすぐに会場の外へ出し始めた。


「……謡江がここまで有名になると、ファンクラブ会長も大変だな」


　ぼくは息をつきながら会場を見み渡わたす。


　運動場にすし詰め状態で人がいるのだ。総才ひとりががんばったところでどうにもならないと思うが……。


「お前ら、謡江さんファンクラブの会員なら、初期メンバーをきっちり見習って統制のとれた清く正しいファンにならんか!!」


　そう言って、総才は閃学園の謡江ファンクラブを指す。


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　ピンクのハッピを着た集団が、会場の一番前に陣じん取どって整然と並んでいた。こちらからは背しか見えないが、それでも全員が緊きん張ちよう感かんをみなぎらせて立っているのがはっきり伝わってくる。


「さぁみんな、謡江さんがベストコンディションで登場できるよう全力で応おう援えんするニャ!!」


　ハッピを着た集団の中にいたミサが、元気に声を上げる。彼女もハッピを着ており、「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！」と叫さけびながらみんなと同じ動きで踊おどり、猫ねこ耳をピッピッと動かしていた。


　一糸乱れぬ動き……一体どこの精せい鋭えい部隊だよと言いたくなった。


「今日この会場に入りきれなかったファンの分も含ふくめて、全力で謡江さんのコンサートを盛り上げていくニャ～～!!」


「──学園でコンサートを開いたせいで、来られなかったファンたちが何千万人もいるらしいからね」


　ミサの台詞せりふを聞き、突とつ如じよ、ぼくの左横から声が上がる。淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた男……律だ。


「──謡江さん凄すごいね。まるでもうプロみたい」


　ぼくの右隣どなりで、鳴唐さんが会場を珍めずらしげに眺ながめつつ漏もらす。


「そうだね。でも本当にデビューしちゃうと、勉強と両立させるのは大変そうだけど……」


「──って、なんであんたが吹音ちゃんの横なのよ!!」


　こちらの会話を遮さえぎるように、蘭が鳴唐さんの向こう側からポニーテールを揺ゆらして叫ぶ。


「蘭だって鳴唐さんの横だからいいじゃないか」


「せっかく仕事のスケジュールを調整してイベントに参加したのに……これじゃ吹音ちゃんとのデートっぽくないわ！」


「「──お姉さま！　デートなら私たちと楽しみましょ!!」」


　蘭は近くにいた妹たちに抱だきしめられ、そのまま取り囲まれてしまった……。


「……でも、みんな忙いそがしい中でよく時間をあけられたね」


　ぼくが言うと、律が「謡江の晴れ舞台だからね」とステージへ目を向ける。


　そして彼は思い出したように口を開いた。


「そういえば今日の謡江、着物姿らしいよ」


「着物？」


「基本的にバラードしか歌わないし、舞台も和風だしね。ただ……」


　律はそこで、声をひそめてこちらへ耳打ちしてくる。


「謡江、本当はアップテンポを歌いたいんじゃないかって思うんだ」


「え!?　アップテンポを!?」


　ぼくはつい声を上げてしまった。


　バラードを歌えば女め神がみのような美声を奏かなでる謡江だが……アップテンポは超ちよう越えつ的音おん痴ちなのだ。


　律はぼくのリアクションに苦く笑しようしつつも、耳打ちを続ける。


「僕は謡江と地元が近いから噂うわさで聞いたことあるんだけど……どうも謡江、中学三年生のときに音楽事務所から誘さそいがあったらしいんだよ」


「そうなの!?」


「でもその誘いを蹴けって閃学園に来たらしい」


「そんな……もったいない……」


「事務所側は実力派バラードシンガーとして売り出すつもりだったみたいなんだ。誰だれもがいい話だと思ってたのに……謡江は周りになにも言わず断ったらしい。僕らの地元はしばらくその話題でもちきりだったよ。そこで僕が思ったのが──」


「本当はアップテンポを歌いたいってことか」


「うん」


　律は難しい顔をしてステージをじっと見つめる。


「よく考えたらおかしいじゃないか。あれだけの歌唱力があってアイドル性も充じゆう分ぶんなのに、わざわざ世間と隔かく絶ぜつされた閃学園に来るなんてさ」


　……確かに。でも、謡江にそんな過去があったなんて……。


「アップテンポがちょっと下手へたなくらいだったらいいけど、謡江の場合は超越的な音痴だからなぁ……」


　ぼくは何度も聞いたあの破は壊かい力抜ばつ群ぐんのアップテンポを思い出し、知らず頭を抱かかえる。


「謡江ってアップテンポが音痴だったりぼくのポルノに影えい響きようされて妄もう想そうを爆ばく発はつさせ始めたり……ところどころ残念なんだよなぁ。でも、完かん璧ぺきアイドルだと近寄りがたいし……残念な部分があるおかげで親しみがわくんだけどね」


　ぼくが苦笑しつつステージへ目を向けると、不意に後ろから声が聞こえてきた。


「──ポルノ作家く～ん、聞いて聞いて!!」


　振ふり返ると、白衣の裾すそをはためかせて駆かけてくる創が見えた。彼女は子犬のようにぼくへ抱だきつくと、「ボクね、今日のステージに凄すっっごい仕し掛かけを作ったんだよ～」と目を輝かがやかせる。


「また変な物を作ったんじゃないの!?」


「失礼だなぁ～。ちゃんとステージを盛り上げるための、普ふ通つうの仕掛けだよ～」


　怪あやしむぼくを見て、創が不満げに唇くちびるをとがらせる。


　……マッドサイエンティストの創が言う〝普通〟が恐こわい……。


　ぼくが不安になりながら創を見つめていると、ついにコンサートの開演を知らせるブザーが鳴り……ステージに謡江が現れた。


　藍あい染めの着物を身につけており、それが謡江のかわいさをさらに際きわ立だたせている。彼女の表情は憂うれいを帯びていて、舞ぶ台たいの雰ふん囲い気きとあいまって薄はつ幸こうの美少女に見えた。


「……みんな、今日は来てくれてありがとう」


　謡江はしおらしく言ってそっと頭をさげる。彼女の憂いが、さらに深まった気がした。


「……綺き麗れいね。でも今日の謡江さん、なんか変……」


　鳴唐さんが、悩なやむように眉まゆを寄せる。


「……変って？」


「謡江さん、今まであんな顔で歌ったことないよ。いつもはもっと楽しそうで……」


　そこまで言って、彼女はまた悩み始めてしまった。


　ぼくからすれば舞台とあいまった表情が、鳴唐さんからは違ちがうように見えたらしい。


「あんな顔……か」


　ステージ中央に立った謡江は、憂いを帯びた瞳ひとみで遠くを見つめている。


　いつもなら〝学園アイドル〟としてファンに親しみを持った顔を向ける彼女だが……今日は確かに心ここにあらずといった感じだ。


　そんな彼女の異状にミサも気づいたのか、「……謡江さん？」と不安げに漏らす。


『──夢にも恋こいにも破れ　私はただ生きているだけだった──』


　歌が始まった途と端たん、あれほど騒さわがしかった会場が一いつ瞬しゆんにして静まった。


　曲をきちんと聞こうという行儀正しいファン心理からではない。歌の力だ。謡江の歌が……それほど悲しかった。


『──もう迷いすらない　迷うための宝物を　すべて失ったのだから──』


　曲が進むほどに会場はしんみりとしてきて、泣き出す者も出てくる。


　……凄すごい歌唱力だ……。


　ぼくも瞳を潤うるませつつ彼女の歌に聞き入ってしまう。


　藍染めの着物に身を包んで綺麗な顔に憂いをたたえて歌う彼女は……まさに女神であった。


　そして一曲目が終わったとき……会場から、万ばん雷らいの拍はく手しゆが送られた。


「──wonderful!」


「──indah!」


「──最高です謡江さん!!」


　賞賛の嵐あらしだ。それ以外に、彼女のステージへ送るべき言葉がなかった。


　謡江はみんなに軽く一礼すると、さらに顔の憂いを深めて次の曲に入る。


　みんな一曲目と同じくしんみりして聞いていたが……謡江に歌唱力がありすぎるせいで、聞いているとしんみりを通とおり越こして……段々と重くなってきた。


　そして三曲目。


『──私が泡あわのように消えれば　すべて楽になるのに──』


　……なんだかぼくも、泡のように消えたくなってきた。


「ううぅっ……吹音、学園生活を満まん喫きつしててごめんなさい……」


　ぼくの右横で、鳴唐さんが懺ざん悔げし始めた。


「くうぅ……僕は今、丈途の隣となりで幸せを嚙かみしめていて……申し訳ない」


　ぼくの左隣で、律が涙なみだを流し始める。


「「蘭お姉さま、私たちはいつまでも消えずに一いつ緒しよですよね!?」」


　少し離はなれた場所で、蘭が妹たちからすがるように抱だきしめられていた。


　ぼくの周りだけでなく、会場中の人が後こう悔かいや懺悔を始め……嗚お咽えつの大合唱が始まってしまう。


「ふふっ……そろそろだな」


　会場の前方にいた総才が、紫し煙えんを吐はき出しながら不敵に漏もらす。


「最近、急激に学外のファンが増えたからなぁ。ここらで一発、『踏ふみ絵』を用意する必要がある」


　そう言って総才が指を鳴らした直後……突とつ然ぜん、会場にアップテンポの曲が流れ始めた！


「って……え!?　総才、アップテンポなんて歌ったら──」


「謡江さんの前でみなまで言うな！　暗い曲が続いたからアップテンポで気分を盛り上げる。それだけのことだ」


「いや、だってみんなアレに耐たえられないだろ!?」


「真の謡江さんファンなら耐えられる！　わしはファンクラブ会長として……ミーハーなファンに粛しゆく清せいを与あたえるのだ!!」


　粛清って……！　謡江のアップテンポ、兵器扱あつかいだよ!!


「ついにボクが作った発明の出番だね！」


　創が楽しそうに白衣の中から大型コントローラーを取り出し、操作を始めた。


　──ドォォォン!!


　いきなり、ステージの背景にあった富士山が噴ふん火かを起こす。マグマに見える赤い液体が謡江に降り注ぐと……着物だけを溶とかし、中からピンクのミニスカ衣装が現れた！


　その途端、謡江が待ってましたと言わんばかりに顔を輝かがやかせる。


「さぁみんな、はりきって歌うわよ！　一緒に盛り上がりましょう♪」


　……あれ？


　彼女の急変ぶりに、違い和わ感かんを覚えた。


『──謡江、本当はアップテンポを歌いたいんじゃないかって思うんだ』


　そして、律の言葉を思い出す。


　……謡江、本当にアップテンポを歌いたいんじゃ……。


「さぁ、ボクの発明した対破は壊かい音用スピーカー『オーマイ・オーディオ』を使って盛大に歌って～！　どんな酷ひどい破壊音でもクリアに伝えられる設計なんだよ～!!」


「謡江のあの歌をクリアに伝えるスピーカーって……まずいだろ!?」


「ふふっ……もう遅おそいよ。みんな、謡江ちゃんの超ちよう絶ぜつ高周波を食くらえ～～!!」





「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」





　創の声とともに、謡江のアップテンポが始まってしまった！


　オーマイ・オーディオは謡江の超ちよう越えつ的音おん痴ちぶりをあますことなくクリアに伝え……一瞬で、数万人の聴ちよう衆しゆうが倒たおれる!!


「こ……これはきつい……!!」


　何度も謡江のアップテンポを聞いて少しは耐たい性せいができているつもりだったぼくも、耳を押さえながら聞いていてさえ意識が飛びそうだった。


「ふははははっ、真の謡江さんファンであれば、綺き麗れいに歌うバラードだけでなく超越的音痴のアップテンポも愛さなければならない！　貴様らミーハーファンどもに耐えられるかな!?」


　総才は耳も押さえず謡江のアップテンポを聞いていた。……だが涙や鼻水やヨダレなど、顔中から液という液が垂れている……。


「今日のアップテンポはいつにも増して刺し激げき的ニャャャ～!!」


　アップテンポの衝しよう撃げきで猫ねこ耳をビリビリと震ふるえさせながら、ミサが叫さけぶ。


「このアップテンポは謡江さんからミサへ出された愛の踏み絵ニャ！　ミサは……ミサは耐えきってみせるニャッッ!!」


　そう言いながら……ミサは膝ひざを突つきつつも「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！」と何度も叫び続ける。


　……凄すごい根こん性じよう……いや、〝愛〟だ……。


　思わず、ミサの雄ゆう姿しに感動してしまった。


　しかし謡江のアップテンポに耐性の無かったミーハーファンたちはみんな倒れてしまい……歌が終わったとき、会場は死し屍し累るい々るいとなっていた。


　……謡江ファンは、かくも壮そう絶ぜつな試練に耐えなきゃ駄だ目めなのか……。


　ぼくが荒あらい息をつきながら脂あぶら汗あせを拭ぬぐっていると、総才の高笑いが聞こえてくる。


「はははっ！　謡江さんファンクラブ会員、よくぞ皆みなで耐えきった！　さぁ、ミーハーファンどもをあざ笑ってやろうぞ!!」


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　ファンクラブ会員たちはふらつきながらも会場を見み渡わたすと、盛大に笑い始める。


　そんな中、スピーカーから戸と惑まどいがちな声が聞こえてきた。


「私がアップテンポを歌うといつもこう……そんなに聞き心ごこ地ちが悪いのかしら……？」


　ステージを見ると、さきほどまで楽しそうに曲を披ひ露ろうしていた謡江の顔が……また憂うれいを帯びていた。





「……ふぅ、やっと終わりましたね」


　謡江の学内コンサート会場近くで、愛見は言いながら耳みみ栓せんを外す。


　そして、会場内で倒れている何万人もの謡江ファンに目を向けた。


「この威い力りよく……履り歴れき書通りですね」


　こめかみに汗あせをたらしつつ、愛見は手に握にぎられた粉ふん砕さい寸前の耳栓を見つめる。


「……さて、ここからが本番ですね。このタイミングで言うからこその〝指導〟です！」


　そう言って会場へ向かおうとしたとき、愛見の足が、不自然に止まる。


「……うくっ……」


　なにか思い出したように身をすくませた彼女だが……次いで、自分を励はげますように声を絞しぼり出した。


「や、やるのよ愛見！　あなたならできる!!　ちゃんと指導して、謡江先せん輩ぱいが一生を棒に振ふらないように……できる!!」


　キッと目に力を入れると、彼女は眼鏡めがね越ごしに謡江を見つめる。


　そして、長い髪かみを揺ゆらして全力で駆かけ出した。





　……ぼくは、会場の脇わきを一直線に走っている人がいることに気づく。眼鏡をかけた少女……愛見だ。


「……どうしたんだろう？」


　彼女は会場で死屍累々となったファンたちを避よけるようにして脇の方を駆け抜ぬけていた。


　そしてステージの脇まで来ると向きを変え……階段をのぼって謡江の目の前に行く。


「はぁっ……はぁっ……う、謡江先輩！」


　彼女は謡江の前に立つと、息を切らして声を上げた。そんな愛見を、謡江は不思議そうに見つめている。


「これを……！」


　そう言って愛見は謡江に一枚のプリントを差し出す。


　それを見た瞬しゆん間かん、謡江の顔が凍こおりついた。


　……なんだろう？


　いぶかしげに眺ながめていると、愛見が「進路指導心得……『生徒に客観的事実を認にん識しきさせる』です！」と喋しやべる。


　客観的事実……？


「こら、そこの眼鏡女！　ファンならきちんとルールを守ってステージ下から我らが女め神がみを崇あがめんか!!」


　総才がアップテンポのダメージでふらふらになりながら愛見を怒ど鳴なる。


　だが、当の謡江は固まったまま愛見になにも言おうとはしなかった。


　……本当にどうしたんだろう？


　ぼくはステージに向かって駆け出し、謡江のそばへ行く。


　そして、彼女が持っていたプリントへ目を落とした。





『進路指導その一　客観的事実の把は握あく』


　謡江先輩……アップテンポは信じられないくらいド下手へたですよ。


　噓うそだと思うなら、先輩のド下手な歌で倒たおれているファンたちを見てください。





　プリントには、そう書かれていた。


　……って、アップテンポは信じられないくらいド下手ですよって……。


「愛見！　言っていいことと悪いことがあるだろぉぉぉ!!」


　ぼくが思いっきり声を上げると、彼女は首をかしげてこちらを見つめてくる。


「……え？　でも客観的な事実すら把握せずに進路を決めることなんて、できませんよ??」


「でもさ、謡江がアップテンポはド下手だなんてみんな知ってるし、知っててあえて今まで黙だまってたんだからさ……」


　──ビクッ！


　視界の端はしで、謡江の肩かたがわずかに動くのが見えた。


「みんな知ってて、どうして言わないんですか？」


「だって、練習したら直る程度の下手さなら言うけど……謡江の場合、救いようがないくらい超ちよう越えつ的に音おん痴ちなんだもん！　しかも本人、まったく気づいてないし!!」


　──ビクッ！　ビクッ!!


　またしても、視界の端で謡江の肩が動く。


　一体なんで──って、あっっ!!


「……丈途くんがそこまで言うってことは、私、ほんとにアップテンポが信じられないくらいド下手なのね……」


　振り返ると、謡江は魂たましいが抜けたように遠くを見つめていた。


　そしてステージをひとりでのろのろと去っていった……。








　次の日、ぼくは鳴唐さんとふたりきりで登校していた。


　しかし……まるで浮うわついた気持になれない。


「謡江さん……大だい丈じよう夫ぶかな？」


　ふと、鳴唐さんが漏もらす。


　──ぼくたちは、昨日の『謡江の音痴発覚事件』のことで頭がいっぱいなのだ。


「あんな……呆ぼう然ぜんとした顔の謡江さん、初めて見たの」


「そうだね……今までずっと周りが気を遣つかって言わなかったことを、あんなド直球で言われたら……そりゃ凄すっっっごくへこんでるだろうね。というかぼくも本人の前で思いっきり言っちゃったし……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　重い沈ちん黙もくが、ふたりを包む。


「……吹音たちに、なにかできないかな？」


「う～ん。ぼくも謡江の力にはなりたいんだけど……どうしたらいいかな……」


　ぼくはそのまま考えこんでしまう。あそこまでアップテンポが超越的にド下手だと「謡江のアップテンポ、ぼくはいいと思うよ！」とも言えないし……。


「はぁ……これのどこが進路指導なんだよ……」


　愛見のことを思い出し、頭を抱かかえてしまった。


「とにかく、吹音たちにできることがないか考えましょ！」


　彼女はそう言うと、気合を入れるようにして力強く足を踏ふみ出した。


　……なんだか最近、ぼくが鳴唐さんに引っ張られてるときがあるな。


　思わず苦く笑しようしつつ、彼女と一いつ緒しよに校舎へと向かった。


　そして教室に入ると──。


「謡江さん文才もあるニャ！　これなら同人誌界で期待の新星になれるニャ!!」


「あははっ！　ミサさんだってずいぶんうまいじゃない！　私と一緒に楽しい同人誌を作りましょうね!!」


　教室に入ると、ミサと謡江の楽しげな話し声が聞こえてくる。


　……あれ？　謡江、意外と元気だ。


　さっきまでずいぶん心配していたこともあり、彼女の笑い声を聞いてぼくは心底安心した。


　だが、次のひと言を聞いた瞬しゆん間かん、凍こおりついてしまう。





「やっぱり私、文才があるのかしら……ポルノの!!」





　ポ…………ポルノぉぉぉ!?　なんで謡江がポルノを書いてるのさ!!


　ぼくは慌あわてて彼女のもとへ向かう。すると机の上にはたくさんの原げん稿こう用紙が広げられていた。


『──ミサ……さん……んぐっ……!!──』


『──過度な刺し激げきを受けて私はもう喘あえぐことしか──』


　……原稿用紙には、謡江の字と思われるかわいらしい筆ひつ致ちで卑ひ猥わいな言葉の数々が並べられている……。


「謡江！　いきなりポルノ小説を書くなんて……どうしちゃったの!?」


「……あ、丈途くん」


　彼女はこちらを振ふり向くと、目の焦しよう点てんが微び妙みように合ってない瞳ひとみをぼくに向け、微笑ほほえみながら口を開く。


「ふふっ……私、きっと歌の天才なんかじゃなかったのね……。だから丈途くんの小説で勉強した文才を活いかして、女流ポルノ作家になろうと思うの」


「謡江さんは正しよう真しん正しよう銘めい、歌の天才ニャ！　でも同人誌はミサと一緒に作ろうニャ!!」


　ミサは楽しそうに「妄もう想そうを爆ばく発はつさせた作文ならミサも得意ニャ！」と言い、謡江と同人誌の話を続ける。


　……ミサ、ここぞとばかりに謡江を自分の趣しゆ味みへ引きずりこんで……。


　ため息をつきながらも、ぼくは謡江の机にある原稿用紙が気になってしまいもう一度のぞいてみた。












　私は学内コンサートを終えると、寮に帰って一番にミサさんの部屋を訪ねる。


「ミサさん、私のアップテンポどうだった？」


「今日も輝いてて……元気になったニャ！」


　ミサさんはそう言って笑うと、私に抱きついて子猫のように頰をすり合わせてきた。


「もう……ミサさんは我慢のできない子ねぇ」


　仕方なさそうに微笑む私へ、彼女は猫耳をピョコッと動かすと「今日のために特別なオイルを用意したニャ！」と黒マントの中からビンを取り出す。


「そのマント、ほんとなんでも出てくるわね……ミサさんのエッチ」


　その言葉にミサさんははにかむと、私をベッドへ連れてゆき、ミニスカートのステージ衣装を脱がしてライトブルーの下着姿を露にした。


　彼女は私のお腹にオイルを垂らすと、丁寧に全身へ塗りたくってくる。百合の花の甘い香りと、メンソール系の刺激があるオイルだった。ブラジャーやショーツに染みこませるように塗られたそれは、なにもせずとも私の胸と股間を激しく責めたててくる。


「くうぅ……スーッとした刺激が……はぁっ……!!」


　下着に塗られたため、オイルの刺激は私を嫌でも逃がさない。ミサさんは私のお腹を舐めてオイルを舌につけると、そのままキスをしてこちらの口の中にまで塗ってきた。百合の甘い香りが私とミサさんを包み、頭がぼうっとしてくる。


「ミサ……さん……んぐっ……!!」


　私は求めるように彼女の口へ舌を入れ、その子猫のような舌を舐め上げる。柔らかさと弾力のある舌は私の舌に絡まり、ふたりでその吐息を直に交換し合った。


　ミサさんはそのまま私のブラジャーに手をやると、小さな指をかわいらしく動かしてメンソールの刺激を肌に塗りこむように揉んでくる。


「ふぐっ……うぅ……はぁぁん!!」


　胸の先がメンソールにまみれ、過度な刺激を受けて私はもう喘ぐことしかできなかった。


「はぐっ……んんぅ……!!」


「謡江さん。ミサと一緒に、ずっとこの百合の香りに包まれていようニャ」


　喘ぐ私をいとおしげに眺めたミサさんは、そっと、こちらの頰にキスをしてきた。












「……ふぅん。謡江ってこういうエロが好きなんだ」


　知らず生なま唾つばを呑のみこんでしまう。


　あの謡江が「私の胸と股間を激しく責めたててくる」と描びよう写しやしたり「胸の先がメンソールにまみれ」と描写したり──そういうこと、されたいのかな!?　ならぼくは謡江のパンティーにメンソールを塗りこんでそのまま股間にそって布を寄せ、股間そのものにメンソールを塗りこむようにギュッギュッと布を強く引いて「はぁぁぁっ……！　丈途くん、私、頭がおかしくなっちゃうぅぅ……!!」だなんて激しい喘ぎ声を出させて、「これ……体の中に塗ったらどうなるかな？」だなんてパンティーに指を突つき立てて何度も何度も押して体の中をメンソールまみれにして「ぐうぅ……イっ……イっちゃうっ……!!」と謡江が絶頂を迎むかえようとして──。


「自分だけ先にイっちゃうなんてずるいよ！　まだ夜は長い──」


「……なにひとりで妄想を爆発させてるのニャ？　やるならあっちに行ってひとりでして欲しいニャ。今ここではミサと謡江さんが……愛の同人誌を作ってるのニャッッ!!」


　ミサがこちらから顔をそらし、鼻を鳴らす。


「……いや、ふたりの作業を邪じや魔まするつもりはないけど……あの『胸の先がメンソールにまみれ』って部分、『メンソールにまみれた乳ち首くびは隆りゆう起きするほどに刺し激げきを敏びん感かんに受け取り、私はもう喘ぐことしか～』ってした方がもっとエロくなると思うんだけど……」


「なっ……ミサたちの妄想にケチをつける──」


「……確かに、そっちの方がいいわね」


　騒さわぐミサの声を遮さえぎり、謡江が神しん妙みような顔をして頷うなずいていた。


　──さすがぼくのファン！　わかってる!!


　意を得たぼくは、さらに改かい稿こうの話を進める。


「ちなみに、ミサじゃなくてどこかの男を出した方が、責めてる感じが出てもっとエロくなると思うよ」


「なに言ってるニャ！　それじゃ百合小説にならないニャ!!」


「じゃあ道具を使って攻せめと受けに分けて、どっちかがちゃんと挿いれた方がいいなぁ」


「丈途くん……『とりあえず挿れる』って発想がまず男性的だと思うわ。いっそ百合らしく互たがいの股間をすり合わせるなんてどうかしら？」


「なるほど……そうなると、股間の肉厚やヒダの描写が重要になってくるね」


「でも私、そういう経験ってないから書きづらいわ……」


「そ、それならミサが……」


　そこまで言って、ミサは急に顔を赤くしてしまった。


「……ミ、ミサにとって謡江さんは憧あこがれの存在ニャ。女め神がみニャ。ファンタジーニャ。それなのにそんなことするなんて……でもこれは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスで……でも謡江さんは女神で……ウニャァァァ……!!」


　ミサはそのまま、ひとりで悩なやみ始めてしまった。


　……ミサもずいぶんな妄もう想そう少女だな……。


　ぼくがひとりで頷いていると、謡江が「丈途くんは経験のないプレイって、どうやって書いてるの？」とこちらを見つめてくる。


「ぼくはほら、エロ本とかエロディスクで得た知識があるから」


「……ふぅん。文学から勉強してるんじゃなくて、十八禁で勉強してるんだぁ……」


　謡江が、ぼくをジト目で見つめてくる……。


　──しまった！　調子にのってつい言っちゃった!!


「いや、もちろん文学で勉強してるよ!!　さっきのはエロ度の高いポルノグラフィーってことで、決して十八禁ではなく──」


「じゃあエロディスクってなによ」


「それは電子書しよ籍せき版のポルノグラフィーで──」


　ぼくが必死に言いつくろっていると、謡江はあまり納なつ得とくしていない表情で「……まぁいいわ。それよりエロ同人誌の改稿なんだけど──」と話を進める。


　……よかった。って──いいの!?


　ぼくが驚おどろいて見つめるも、謡江は世間話でもするかのように「じゃあこの先の描写で互いの股こ間かんをすり合わせればいいのよね？」と問いかけてくる。


　……やっぱり今日の謡江、相当おかしい!!


「──ねぇ、なんでメンソールを塗ぬってるの？　怪け我がしたの??」


「いや、あれはローションのかわりで──って、鳴唐さん!?」


　いつの間にか鳴唐さんがぼくの横に来ており、謡江の書いているエロ小説を眺めていた。


「……スーッとしたしげきが……はぁっ……!!」


「──珍めずらしく朝から登校してきたら……あんた吹音ちゃんになに言わせてるのよ!!」


　──ドガァァッ!!


　唐とう突とつに横から強い衝しよう撃げきが走り、ぼくは吹ふっ飛ばされてしまう。


　だが……飛ばされる寸前にぼくは見ていた。誰だれかがこちらへドロップキックをしていて、その人物は──。


「……水玉パンティーだった」


　思わず漏もらした言葉を聞き、ポニーテール姿の少女──蘭が、真っ赤な顔でぼくを見つめる。


「あ……あんたまさかあたしのショーツを……。その記き憶おく、今すぐデリートするわっっ!!」


　そう言って、彼女はこちらに回し蹴げりを入れようと思いきり足を上げる。


　──そういうことするから見えるんだってば!!


　蘭の水玉パンティーは彼女のしなやかな動きに合わせて歪ゆがみ、股間の形を露あらわにする。パンティーには一本の縦じわが浮うかび上がり、そこが百ゆ合りの清せい楚そにして禁断の門であることを──。


「丈途！　朝っぱらからなぜパンティーの話をしてるんだい!?　僕がいないからっていつも他ほかの子ばかり見つめて……あまりに不純だよ!!」


　教室に入ってきた律の叫さけびに驚き、蘭が蹴りを止めてくれた。


　……よし、デリートされなかったこの記憶でポルノが一本書けるな。


　ぼくは密ひそかにガッツポーズを作りつつ、律に「朝から来るなんて珍しいね」と話しかける。


「丈途と話す時間が中々とれないから無理して出てきたのに……どうしてきみはすぐに浮うわ気きをするんだい!?」


「浮気もなにも……パンティーの話になったのは、蘭が自分から見せてきたからだし」


「あたしを変態みたいに言わないでくれる!?　あんたが勝手にのぞいたんでしょ!!」


「いやいや、ドロップキックとか回し蹴りとかしたら、普ふ通つう見えるから!!」


「だからなんで丈途はそこで僕への愛を忘れてスカートの中へ目を向ける──」


「──股間の肉厚……ヒダ……。う～ん、描びよう写しやが難しいわ」


　……騒さわぐぼくらの脇わきで、謡江は淡たん々たんとエロ小説を書き続けていた。


　……こりゃ、かなりの重じゆう症しようだ。





　その一日、謡江は休み時間になるたび教室を訪おとずれるミサと、ずっと楽しそうにエロ同人誌の話をしていた。放課後になってもそれは続き……。


「──今度は男装の令れい嬢じようになった謡江さんが、ミサを優やさしく抱だきしめる小説がいいニャ！」


「──あははっ！　じゃあ魔ま女じよ見習いになった私が、師し匠しようのミサさんにもてあそばれるっていうのはどう？」


　……凄すごい壊こわれぶりだ。しかも朝より悪化してる……。


　ぼくは笑う謡江を眺ながめ、啞あ然ぜんとしてしまう。


　そんな中、廊ろう下かからカツカツとハイヒールを踏ふみ鳴らす音が流れてきた。


　教室の扉とびらへ目を向けると、そこに不敵な顔をした部長が現れる。


「丈途さん。新聞同好会、再始動ですわよ！」





　部長に呼ばれたぼくは、懐なつかしい新聞同好会の部室へと向かっていた。


　校舎奥の階段をくだって地下へ行き、鉄製の重々しい扉の前に着く。その扉にはノートの切れ端はしが大おお雑ざつ把ぱにテープ付けされており、サインペンで『新聞同好会』と書かれていた。


「一年零ゼロ組のプレートは、また『新聞同好会』の看板で隠かくしたんだね」


「はい。あたくしはもう武装解除の仕事をしておりませんし……零組は必要ありませんから」


　彼女は遠くを眺めるように新聞同好会の看板を見つめると、ゆっくり扉を開いて部室の中へと進む。


　この間まで零組の教室として使っていた部室は、そう内装が変わっていなかった。ただ、部室の奥の壁かべに大量の写真が飾かざってあるようだが──。


「やっと来たか丈途。お前が鳴唐とラブラブしてエロハプニングを起こさないせいで、私は醜みにくい写真が撮とれずに困ってるんだぞ！」


　生徒用の机のかわりに部室の中央に置かれた丸テーブルの前で、来夏が椅い子すに座ったまま苛いら立だたしげに吐はき捨てる。


「……なんで来夏がここにいるの？」


「お前のせいだ！　お前がいつものように醜い瞬しゆん間かんを連発しないせいで写真集に使う写真が集まらないから……新聞同好会に入って量産することにしたんだ!!」


「そんな理由で入ったの!?」


「私にとっては死活問題だ!!」


　来夏は「ふんっ！」と鼻を鳴らすと、「醜さに瞳ひとみ輝かがやかせる私が好きだとポルノで告白しておきながらこの体ていたらく……」とこちらから顔を背そむけてしまう。


　……なんか来夏、凄くイライラしてるな……。


「──丈途くんおかえり！　またみんなで羽は子ね突つき大会でエッチな必ひつ殺さつ技わざを取材したり、雪山で遭そう難なんしてエッチな目にあったりして……普通に閃ひらめき新聞を作りましょう!!」


　勝代が嬉うれしそうにこちらへ駆かけ寄り、みんなを見回す。


「うん！　またいろんな所でエッチなことしたりエッチな目にあったりして……普通に閃新聞を作ろう!!」


　彼女の台詞せりふは、部長がクロトから操あやつられようとしていたとき、ぼくと勝代で説得するために喋しやべった言葉だ。それを思い出したのか、部長は思わず吹き出し「うふふっ……そうですわね。またエッチなことをして普通に閃学園を作りましょう」と笑え顔がおを見せる。


「……なんだ？　閃新聞はエロ新聞だったのか??」


　事情を知らない来夏は、けげんな顔でこちらを見つめていた。


「さて、ではさっそく新聞同好会の新たな目標をお話し致いたしましょう」


　部長は場を仕切り直すように言うと、元は教きよう壇だんがあった所へ向かう。ホワイトボードは残してあったので、彼女はそこに一枚の写真を貼はりつけた。


　写真には、長い髪かみをして眼鏡めがねをかけたあどけない瞳ひとみの少女が撮られている……。


「……なんで愛見なの？」


「今の閃学園で彼女ほどニュースソースに溢あふれている人物はおりませんわ」


「……どういうこと??」


　ぼくが首をかしげていると、部長は「まったく……昨日あった謡江さんの学内コンサートには、丈途さんもいたはずでしょ」とため息をつく。


　そして彼女は周りへ目を向け、問いかけるように口を開いた。


「あの学内コンサートで愛見さんがやった進路指導……みなさんはご存じですか？」


「あぁ……噂うわさには聞いたが、あれはむしろ教えてやってよかったんじゃないか？　というか、今まで誰だれも言わなかったことが奇き跡せきだ」


　謡江のアップテンポを思い出したのか、来夏が顔をしかめながら言う。


「私は……あれがよかったのかどうかわからないわ。謡江ちゃんも愛見ちゃんも応おう援えんしづらい状じよう況きようね……」


　勝代が戸と惑まどったように漏もらす。


　部長はふたりの言葉に頷うなずきながら、「一生が決まる〝進路〟……難しい問題ですわ。様々な意見がありますわよねぇ」と奥の壁に飾られた大量の写真を見つめる。


　ぼくも部長と同じく写真を見つめると、それが集合写真であることに気づいた。みんな閃学園の制服を着ており、黄ばんだ写真もたくさんあって年季を感じるが……。


「部長、あの写真はなに？」


「あ、あれですか。愛美さんの進路指導で卒業した方々の写真を飾ろうと思いまして……どうせだから事前に学園の歴代卒業生を飾っておきましたの」


「やめてよ縁えん起ぎでもない！」


「だってあたくしも愛見さんと同じで、世の中でその才能を活いかさずこの学園で安あん穏のんと過ごすことは罪だと思っておりますもの」


　……そうだ。部長はそういう考えの人だった……。


「新聞同好会のメンバーでも、愛見さんに対してはそれぞれの意見を持っているようですわね。あの方は……それだけ難しい問題に正面から挑いどんでいるということですわ」


「……確かに、難しい問題だよね」


「人の……天才の将来がかかっていますからねぇ。例えばあの卒業写真に飾られた先せん輩ぱい方など、アマゾンの奥地を旅するトレジャーハンターから某ぼう国こくを裏から操る謎なぞの参さん謀ぼうまで、様々な進路を歩んでおります。天才の将来とは良くも悪くも凡ぼん庸ようではありませんわ」


　彼女はそこでひとり頷くと、「ゆえに、人々は知りたがるのです！」とみんなを見み渡わたす。


「ですからあたくしは……世界が注目する閃学園生の進路を、全世界発行の閃新聞で皆みな様さまにお伝えしていきます!!」


「学園生の進路を全世界発行の閃新聞で……それが部長のやりたいこと!?」


　想像もしていなかった話に、知らずたじろいでしまう。


　そんなぼくを見て、部長は不敵に微笑ほほえんできた。


「もうこの閃学園に天才たちを世間から守る機能はありませんわ。愛見さんの才能である進路指導は『個人の将来』を前提にしたものですが……『企き画かくとその運用』を前提としたプロデュースの天才であるあたくしには、彼女が謡江さんになにをするつもりかだいたい察しがついております」


　次いで部長は巨きよ大だいノートを床ゆかに突き立てると、口の端はしを上げる。


「愛見さんはこの学園に、嵐あらしを起こしますわよ」


　彼女はそう言って、楽しげに卒業写真を眺ながめていた。





　……新聞同好会で話を聞き終えたぼくは、部室を出て寮りように向かっていた。辺りはすっかり暗くなっており、外を出歩く生徒たちの姿も見えない。


　学園は山奥にあるため、夜空を見上げると小さな星までちゃんと見えて綺き麗れいだった。


「閃学園って、本当は世間に翻ほん弄ろうされる若い天才たちをこういう静かな所で守るためにあるんだよなぁ……」


　ふと、つぶやきが漏れる。


『──世界が注目する閃学園生の進路を、全世界発行の閃新聞で皆様にお伝えしていきます!!』


　さきほど部長が喋しやべった言葉を思い出す。


「世界が注目する……か。閃学園の生徒は、有名になりすぎちゃったもんなぁ……」


　……ぼく以外は。


　心の中でそう言い、苦く笑しようする。


「でもぼくは有名にならなかったおかげでいつも通りだもんな」


「──その通り。そして、そんなきみだからこそ見えることがある」


　唐とう突とつに、道の端から声がした。


　目を向けると、紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が立っている。


「水墨校長……」


　校長はぼくを見て、「きみは今の閃学園をどう思う？」と問いかけてきた。


「どうって……みんな仕事に翻弄されて学園生活をまともに送れなくて……ここ、〝学校〟って感じがしません」


「うむ。そして天才が若いうちからその力を世間に求められれば青春どころではなくなるからこそ、私は閃学園を造ったのだよ。だが……」


　そこまで言って、水墨校長は星空を見上げた。


「いつかはみんな、学園から巣立つ。むしろ学校とは本来、巣立つためにあるのだ。ゆえに今の状態を否定するわけではない」


「そんな……でも、校長はぼくと鳴唐さんに、閃学園が変わったときはぼくたちの力が必要になるだろうって……」


「そうだ。この学園で唯ゆい一いつ変わらなかったきみと、一番変わった吹音くん。ふたりだからこそ気づけることがあると思うのだ」


「ぼくと鳴唐さんだから気づけること……」


「いや、正確にはもうひとり加わったね。夢路愛見くんだ」


「愛見が!?　今、愛見の進路指導で謡江が大変なことになってるんですよ!?」


「学園で普ふ通つうに過ごしたい生徒からしてみれば、愛見くんは事を荒あら立だてているように見えるだろうね。だが……そもそも才能の聖域サンクチユアリは崩ほう壊かいしているのだ。もう、〝普通に過ごせる〟だなんてこと自体があり得ないんだよ」


「それは……そうですけど」


「そんな中で生徒たちに指針を示せる才能を持つ彼女は、ある意味で救い主だと思う。……もちろん、彼女も若い。完かん璧ぺきではないからこそ、丈途くんたちの力も必要だ」


「でも、ぼくたちは具体的にどうしたらいいんですか？」


　その言葉を聞いて、校長はこちらをじっと見つめてくる。


「それはきみたちが決めることだ。なぜなら……きみたちはもう、私たちの手が及およばないところまで成長してしまった」


　そこまで言って、校長はなぜか苦笑し出す。


「世界平和を達成するほど成長したのに、学園で唯一変わらない……か。丈途くんは本当に面おも白しろいね」


　校長はそう言ってこちらに背を向けると「今のきみは〝名も無き英えい雄ゆう〟といったところかな？　願わくは……世界平和を達成した英雄に、今度は学園生たちを救って欲しい」と漏もらし、こちらから遠ざかり始める。


「ぼくが……学園生たちを救う？」


　……そんなことがぼくにできるのだろうか。


　この学園を卒業したあとの、〝将来〟。まだずっと先のことだと思っていたのに……。


　そしてぼくの考えがまとまらないうちに、愛見はもう次の指導を用意していた。








「──みなさん、他ほかの生徒さんの迷めい惑わくにならないよう一列に並んでくださいね」


　ぼくが校長と話した次の日の放課後。廊ろう下かの向こうから女の子の声が流れてきた。


「──高校が珍めずらしいからって、あんまり周りを見ちゃ失礼ですよ」


　……なにが起こってるんだ？


　首をかしげて窓から廊下を眺ながめてみると、愛見がたくさんの大人を引き連れて歩いてきていた。革かわジャンを着た渋しぶい人、背に虎とらが刺し繡しゆうされたジャンパーを着ている人、やけにテラテラと光るスーツを着ている人……。


　──なんか、みんなギョーカイ人っぽい!!


　ぼくが啞あ然ぜんとしていると、愛見が二組の前に立って謡江を見つめる。


「謡江先せん輩ぱい！　わたし、先輩のファンたちに協力してもらって作曲家や音おん響きようスタッフさんや音楽事務所の方を集めました！」


　彼女はそう言うと教室の中へ入り、謡江に一枚の紙を差し出す。


　まさか……また進路指導!?


　謡江の隣となりに座っていたぼくは、慌あわてて紙に書かれた内容を確かく認にんする。





『進路指導その二　職場体験』


　実力派バラードシンガーとして、デビューしてみましょう！





「デ……デビュー!?」


　驚おどろくぼくをよそに、謡江は困ったようにして机に広げられた原げん稿こうを眺める。


「……あの、私はエロ同人誌作りで忙いそがしいから、デビューは……」


「そうニャ！　謡江さんはミサと一いつ緒しよにエッチな百ゆ合り原稿を書くので忙しいのニャ!!」


　申し訳なさそうに言う謡江の脇わきで、放課後になってぼくらの教室に来ていたミサが息巻いて喋しやべる。


　──って、そういう問題なの!?


「なに言ってるんですか！　謡江先輩のバラードは天下一品なんですよ！　エ……エロ同人誌なんて作ってる暇ひまないでしょ!!」


　愛見は「エロ同人誌」の辺りで顔を真っ赤にして必死に叫さけんでいた。


　……やっぱり純情だ。


　ぼくはひとりで頷うなずきながらも、もう一度愛見が用意したスタッフに目を向ける。普通の職場体験はどこかの会社にお邪じや魔まして一通りの話を聞いたり、軽く作業を手伝わせてもらう程度だが……愛見がそろえたスタッフを見る限り、本当にデビューさせるつもりらしい。


「……謡江の話もろくに聞かずにいきなりデビューだなんて……これが救い主？」


　ぼくは、水墨校長が昨日言っていたことを思い出し、疑わしげに愛見へ目を向ける。


「愛見、どう考えてもデビューはやりすぎだよ。そもそも、謡江の話をちゃんと聞いた方がいいって」


「謡江先輩は天才なんですから、実際に働いた方が早いですよ。働いてみてから仕事を好きになることだってありますし」


「……それはいくらなんでも強ごう引いんだよ……」


　喋っているぼくと愛見を眺め、まだ帰り支じ度たくの途と中ちゆうだったクラスメイトたちが集まってくる。


「──きみは謡江にアップテンポがド下手へたとばらした子だね。なら……売り出すときはバラード一択たくなのかい？」


　律が考えるようにして愛見へ目を向ける。


「はい！　実力派バラードシンガーとして活かつ躍やくして頂くつもりです!!」


「──こら！　ファンクラブの会長を差し置いて勝手に謡江さんの将来を決めるな!!」


　総才が威い圧あつするように愛見へ葉巻の紫し煙えんを吹ふきかけた。


「けほっ、けほっ……。そ、それはでも……」


「──学内コンサートで歌ってるとき、謡江さんの様子がおかしかったの。きちんと本人の話を聞いてあげて」


　鳴唐さんが、心配そうに謡江を見つめながら話す。


「──吹音ちゃんは優やさしいわね。愛見ちゃん、先輩の言うことはきちんと聞いた方がいいわ」


　蘭が、愛見を諭さとすように喋る。


　次いで蘭は彼女をじっくり眺めると「……あら、よく見ると愛らしい顔をしてるわね」とその耳に息を吹きかけた。


「あんっ……せ、先輩っっ……!!」


　蘭の吐と息いきだけで感じてしまったのか、愛見は頰ほおを染めていた……。


　……いきなり後こう輩はいを妹にしようとしてる……。


「とにかく、急に謡江をデビューさせようなんてやりすぎだよ！」


　ぼくが声を上げると、愛見はしばらく考えこみ……突とつ然ぜん、がんばり気味に拳こぶしを握にぎりしめた。


「わ、わかりました！　そこまでおっしゃるなら……第一回、学級会議です!!」


「「学級会議!?」」


　教室中のみんなが、声を合わせて驚く。


　この閃学園で学級会議なんて……初めてだ。というか、意見なんてまとまるのか??


　疑わしげな視線を向けるぼくをよそに、愛見はホワイトボードの前に立つ。


「本日の議題は……」


　そう漏もらしながら、彼女は『謡江先輩の進路設計について』と記した。


「議題はこれでいいですね？」


　……そして、学級会議が開かれた。





　放課後になって帰ろうとしていたクラスメイトだが、みんな先日の『謡江の音おん痴ち発覚事件』を知っているため、事態のなりゆきが気になったのか教室に残っていた。


「──自じ称しよう進路委員長！　早く学級会議を進めてくれよ。俺らも暇じゃないんだからさ!!」


　教室の後ろにガスコンロや調理器具を持ちこんでいた男子が、料理の研究をしながら野や次じを飛ばしている。


「──そうよ。本当は帰ってナレーションの練習に集中したいけど……謡江ちゃんがどうなるのか気になって帰れないわ」


　マイクを持っている女子が、愛見を急せかしつつも「──進路委員長はこの学級会議をまとめようと必死に──」とナレーションを入れている。


　案の定、みんなまとまりなく学級会議に臨のぞんでいた。


「みなさんお静かに！　この会議で謡江先せん輩ぱいの将来が決まるんですよ。そう思えば、適当に話すなんてできないはずです!!」


　熱をこめてピシャリと言い切る愛見を目にして、騒さわがしかったみんなが一いつ瞬しゆんにして静まる。


　……この会議で謡江の将来が決まる……確かに、そこまで言われたら騒げないよな。


　さすが〝委員長〟を名のるだけあってクラスをまとめるのがうまかった。


　彼女はみんながホワイトボードに注目しているのを確かく認にんすると、次いで『進路設計……実力派バラードシンガーとして売り出す』と書きつける。


「──愛見。バラードシンガーとして売り出す前提で会議を始めるなんて強引だよ。謡江の意見もろくに聞かずに音楽事務所の人まで連れてきてさ……」


　ぼくがやんわり注意すると、鳴唐さんが続くようにして「……どうして愛見さんは謡江さんの将来をそう考えるの？」と喋しやべる。


「説明するまでもないと思いますが……謡江先輩の才能を〝仕事〟に活いかす場合、他ほかに選せん択たく肢しがありますか？」


　逆に問われ、ぼくたちは言葉に窮きゆうしてしまった。


　……ない、と思う……。だけど──。


「僕は謡江と地元が近いから噂うわさで聞いたことがあるんだけど……中学の頃ころに同じようなデビューの話があって、謡江は断ったみたいだよ」


　律が、助け船を出すようにして謡江に目を向ける。


　──ピクッ。


　触ふれられたくないことだったのか、謡江はわずかに肩かたを動かし……そのまま黙だまりこんでしまった。


「……その件はわたしも把は握あくしています。端たん的てきに言えば事実ですね」


　……やっぱり謡江、なにか事情があって閃学園に来てたんだ……。


「そこまで知っててまた同じことをするなんて……どうしてさ？」


　ぼくが発した言葉を聞き、愛見はこちらへ真しん摯しな眼まな指ざしを向ける。


「進路指導とは〝才能〟へのラブコールです！　謡江先輩ほど才能に溢あふれた人が……どうしてこんな山奥に埋うもれてなきゃいけないんですか!!」


　彼女の熱弁を前に少したじろぎながらも、ぼくは「謡江がそれでいいと思ってるなら、いいじゃないか」と漏らす。


　その言葉を聞いて、愛見は困ったように首をかしげた。


「丈途先輩……謡江先輩のこと、知らないんですか？」


　知らないって……なんで入学したばかりの愛見が謡江のこと知ってる風に言うんだ??


　いぶかしげな視線を察したのか、愛見は謡江に目を向ける。


「わたしから説明しても構いませんが……さすがにそれは気が引けます。謡江先輩、この学級会議で本当のことを言いませんか？」


　──ピクッ。


　またしても、謡江の肩が動く。


「わ、私……エロ同人誌が……」


「逃にげたって状じよう況きようは変わりませんよ。先輩はもう世界中にファンがいるんですから……逃げ場なんてはじめからないんです」


　愛見に言われて観念したのか、謡江は「……言われなくてもわかってるわよ。わかってたわよ……」とうなだれてしまった。


「ずっと逃げてたつけが回ってきたのね……」


　そう漏もらした謡江に、総才が「謡江さん……」と心配するように声を上げた。


　ミサは、不安げな眼指をして謡江が喋るのを言葉もなく待っている。


「……総才くん、ミサさん、ごめんなさい。学園アイドルとして、ファンクラブの人に弱音を言えなかったの。いえ、クラスのみんなや丈途くんにだって……」


　……謡江……。


　力なく喋る彼女を前に、ぼくはなにも言うことができなかった。ぼくは……本当に謡江のことをわかってなかったのだ。この学園にいる以上、なにか事情があって来たことくらいわかりそうなものなのに……。


「……なんとなくね、私、アップテンポが苦手だってことには気づいてたの。レッスンのときも先生はバラードしか練習させてくれないし、みんなアップテンポは聞きたがらないし……」


　言いながら、謡江は思い出すようにしてハートのペンダントに手をやる。


「私、子供の頃に憧あこがれてたアイドル歌手がいたの。キラキラしてて自然とみんなを笑え顔がおにさせて……今は引退しちゃったけど、素す敵てきな人だった。だから私もそうなりたくて歌い始めたの」


　彼女は恥はずかしそうに目を伏ふせると、「このペンダントは、その人のファングッズなの」と掲かかげてみせる。


「子供の頃はみんな笑ってアップテンポを聞いてくれたのに……本格的に歌の練習を始めて、バラードがうまくなるにつれて反比例するみたいにアップテンポを避さける人が増えて……」


　……声量が増えて破は壊かい力が強くなっちゃったのかな……。


　ぼくが謡江をじっと見つめていると、彼女は思い出したように「私が憧れてた人、文学もたしなむ知性派アイドルだったのよ？」と少し笑った。


「……それで、ぼくがポルノ作家でも避けなかったんだ」


「うん。最初に職業を聞いたときは……ちょっと驚おどろいたけどね」


　謡江は少しだけお茶ちや目めに舌を出し、「……それで、中学三年生のときに実力派バラードシンガーとしてのスカウトが来たの」と話を戻もどした。


「これだけの歌唱力があればみんな泣くよって誉ほめられて……でもそれって、私が歌でやりたいことの逆じゃない」


「──でもミサは、謡江さんのバラードに癒いやされたニャ！」


　謡江をかばうようにしてミサが声を上げる。


「……ありがとう。でも私はどうしても明るい曲が歌いたかったの。家族もスカウトの話に熱心だったし、どうやって逃げようかと思ってたときにこの閃学園を見つけたのよ」


「……なるほど。〝天才〟しか入れない閃学園に通うなら、家族も納なつ得とくしたってわけか」


　彼女はぼくの言葉に頷うなずくと、目の端はしにわずかに涙なみだをためて天てん井じようを見上げる。


「閃学園を卒業するまでにアップテンポがうまくなれば周りの見る目も変わると思ってたけど……無理だったみたいね。ほんと、将来どうしようかなぁ……」


　その声は、今までに聞いたことがないくらい……途と方ほうに暮れていた。


　そんな謡江を見て、ぼくはどうしても黙っていられなくなる。


「まだあきらめるのは早いよ！　今からだってアップテンポを練習すれば──」


「練習するたびに音楽棟とうの機材が壊こわれてたから、私、録音した自分の歌すら聞けないの」


「でも、なにか他ほかに方法があるかもしれないだろ!?」


「……いいの。今にして思えば、一年生のはじめに音楽棟でアップテンポ禁止令が出たのは、私の歌が信じられないくらいド下手へただったからなのね……」


　──うっ、そりゃ歌われると困るだろうけど……。


　謡江の話を一通り聞いた愛見は、「先せん輩ぱいの迷いは充じゆう分ぶん伝わってきました」と生き真ま面じ目めに頷く。


「しかし、今の話の中に答はもうありました。それは……ミサ先輩の言葉です！」


　そう言って、愛見はミサを指差す。


「ニャ!?　どうしてミサなのニャ!?」


「謡江先輩のバラードに癒された……素す晴ばらしい話じゃありませんか。ミサ先輩は歌に癒されて、今は笑うことができるんでしょ？　明日笑顔になるために今日泣く……そういう歌も、あっていいと思うんです」


　愛見の真しん摯しな言葉を聞き、謡江がはっとしたように顔を上げる。


「それは……でも私は……」


「いつまでも現実から逃げていては、それこそ将来どうなるかわかったものじゃありません。将来が不安なら、今まさに示されている最善の進路をゆくべきです！」


「そんなこと、急に言われても……」


「この就職難の時代、仕事を見つけるだけで一苦労なんですよ。世界からその才能を求められている謡江先輩が学園で安あん穏のんとした日々を送るだなんて……贅ぜい沢たくです！」


　……ぜ、贅沢って……。


　ぼくは反論しようとしたが……謡江が悩なやみ始めてしまった。


　……贅沢は言いすぎだけど、愛見の話も一理あるのはわかる。でも……。


　ぼくも、そこまで考えて謡江と同じく悩み始めてしまう。


　無責任にアップテンポを歌うよう言っても、それで謡江の将来が明るくなる保証はない。


　だが、謡江が憧れを抱いだいているアイドルの道を否定するのも嫌いやだ。


　謡江が完全に黙だまりこんでしまったため、その日の学級会議は終わりを告げた……。








　教室の窓から、夕ゆう闇やみに染まった麓ふもと街が見える。


　普ふ通つうに考えればもう誰だれも教室にいない時間だ。しかし……謡江は、もの言わずただじっと街を見つめていた。


「謡江さん、ずっとあんな感じね」


　心配するように漏もらした鳴唐さんへ、ぼくは「うん……。自分の進路について、本気で悩んでるんだろうね」と話す。


　学級会議から数日、謡江はこんな状態でふさぎこみ続けていた。


「一年生のときなら、きっとみんなで謡江さんの悩みを解決しようとしたと思うの。でも……今は違ちがう」


「……うん」


「オリエンテーション大会のとき、丈途くんやみんなが吹音を助けてくれたみたいに──」


　彼女はそこで言葉を切り、「……やっぱり今は無理よね」と寂さみしげに漏らす。


「今はみんな仕事で忙いそがしいからね……」


　二年生になってみんなの状じよう況きようが変わって……一年生のときみたいに力を合わせるのが難しくなっている。みんなそれぞれがんばっているのだ。とてもじゃないが協力は頼たのめない。


「進路か……難しいね」


　鳴唐さんは考えこむように言うと、クラリネットのケースを持って音楽棟へ向かいだした。


　進路……本当に、難しい。謡江の一生が決まってしまうのだ。安易に横から口をはさめない部分もある。ぼくは一体、どうしたらいいんだ……。


　今一度、窓辺に立つ謡江に目を向ける。


　夕闇の向こうを眺ながめるその姿は儚はかなげで、今にも消えてしまいそうだった。


「謡江……」


　思わず漏らした声にも、彼女は気づかない。


　……かけるべき言葉が、見つからなかった。


　ぼくは逃にげるようにして教室を離はなれ、新聞同好会の部室へ向かい始める。そして自分がなにをすべきなのか必死に考えを巡めぐらせた。


　……才能の聖域サンクチユアリが崩ほう壊かいしたからといって、謡江がその波にのまれて進路を見誤るのは嫌だ。しかし……。


「ぼく、エロの才能しかないからなぁ……」


　本当に、できることは少ない。


　部室前の階段をくだりながらも、とにかく考え続けた。そのとき──。


　ズルッ……。


　足がすべって、階段を転げ落ちてしまった！


「きゃぁぁぁ!!」


　女の子の悲鳴とともに、顔にふくよかな膨ふくらみが当たる……。フローラルな香かおりも漂ただよっており、すべすべの肌はだが心ここ地ちよかった。


　……香こう水すいと、露ろ出しゆつしている胸。部長だ。


「部室を出た途と端たんに……た～け～と～さ～ん！　なにいきなり襲おそってるんですか!!」


　──ビシィィィ!!


　部長は革かわ張ばりのノートでぼくを思いっきり叩たたきつつ上からどかす。


「ごめんっ！　考えごとしてたら足をすべらせちゃってさ……」


「──やっといい写真が撮とれたぞ！　鳴唐とは手も繫つなげないから、悶もん々もんとして発はつ酵こう中だった性せい欲よくがついに爆ばく発はつしたんだな!!」


　来夏が嬉うれしそうにカメラを構え、写真を撮りまくっていた。


「──最近おとなしくしてたと思ったら……性欲の発酵中だったのね……」


　勝代が納なつ得とくしたように頷うなずいている。


　……ぼくの扱あつかいって……。


　──バキバキッ、バキバキッ。


　突とつ然ぜん、近くで指の骨が鳴る音が聞こえる。


　……恐おそる恐る顔を上げると、ロッキーとブレイドがこちらを見おろしていた。


「小こ僧ぞう、貴様の性欲を俺の拳こぶしで散らしてやろうか？」


「少年、分別をなくされては困るな」


　ふたりの声は恐ろしいほどの殺意に満ちており、死の予感が止まらない……。


「あの、本当に足がすべって──」


　言いながら立ち上がると、部長が同じく立ち上がりつつ「エッチなことは妄もう想そうの中だけにしてください！」と声を荒あらげる。


　……妄想……。


「そうだ、それがあった！　謡江にとってどんな進路がベストか〝妄想〟すればいいんだ!!」


「謡江さんの進路……？」


　部長が首をかしげてこちらを見つめてくる。ＳＰたちも、眉まゆを寄せてぼくの様子をうかがう。


「うん！　謡江が進路に悩なやんでるから、どうしたらいいのかずっと考えてたんだ！」


「そうだったんですか……。自分の妄想で謡江さんの進路を導く……面おも白しろそうですわねぇ」


　そこで、部長はふと気づいたように「つまり、丈途さんは愛見さんの指導に反対なんですね？」と確かく認にんしてくる。


　反対か……。


　ぼくは、教室から夕ゆう闇やみに染まった街を眺めていた謡江を思い出す。儚げで、今にも消えてしまいそうな謡江……。彼女をあんな状態にするなんて、愛見に謡江の進路は任せられない！


「反対だよ！」


　ぼくの言葉を聞いて、来夏が「ほう……学園アイドルの進路を巡って争うのか。醜みにくい写真が撮れそうだ」と目を細めてカメラを持つ。


「丈途くんは謡江ちゃんの応おう援えんをするのね！」


　勝代は言いながら頭に手をやり、「う～ん、私はどっちにしたらいいのかわからないわ」と悩み始めてしまう。


「さて、これで今回の記事の切り口は決まりましたね」


　部長はみんなを見回しながら言う。


「状じよう況きようの変わった閃学園で唯ゆい一いつ今までと変わらない『丈途さん』と、才能の聖域の崩壊を象しよう徴ちようするかのように進路指導をする『愛見さん』の対決……。いいですわねぇ、盛り上がってきましたわよ」


　部長は不敵に笑いながら巨きよ大だいノートを広げ、なにか考え始める。


　しかし、ぼくは部長のようにこの状況を楽しむ気分にはなれなかった。


　効率だけ考えれば、愛見の言っていることも正しいのはわかる。だが……謡江があんな状態になるような〝指導〟は、やっぱり認められない!!


「では丈途さん、さっそく愛見さんへ宣戦布告に行きましょう」


　ノートから顔を上げた部長が、当り前のようにして言ってくる。


「宣戦布告……」


　言いながら、ぼくは眼鏡めがね越ごしにあどけない瞳ひとみをのぞかせる愛見を思い出す。


　……あの子と〝対決する〟っていうのも……気が引けるな……。


「わざわざ宣戦布告なんてしなくてもいいんじゃないかな？」


「だって戦うんですもの。そっちの方が記事が盛り上がりますし」


「そんな理由でさせるの!?」


「──学園アイドルの進路を巡めぐる醜い争いの序章か……ぜひ一枚撮っておきたいな」


　来夏が興きよう味み津しん々しんで言う。


「──まさか丈途くん、不意打ちするつもりなの!?　そんなの……スポーツマンシップに欠けるわ!!」


　勝代が、拳を握にぎりしめて闘とう志しに燃えた瞳を向けてくる。


「……はい、愛見さんは……そうですか」


　いつの間にか部長は携けい帯たい電話を握りしめて誰だれかと話していた。そしてこちらを向くと「愛見さんは自分のクラスにいるらしいですわよ？」と微笑ほほえみを向けてくる。


　……どうやら、宣戦布告は決定事じ項こうらしい……。





　愛見のクラスである一年二組へ行くと、彼女だけが教室に残っていた。机に大量の本や書類を積み上げて、なにか必死に勉強している。近くに行くと──。


『ザ・音楽業界』


『有名歌手たちの系けい譜ふ』


　……音楽関係の本ばかりであった。


　……謡江の進路指導の準備か。真ま面じ目めな子なんだよな。でも、真面目すぎてちょっと周りが見えてないところがあるんだよな……。


「愛見」


　名前を急に呼ばれて、彼女は驚おどろいたようにして顔を上げる。


「あっ、丈途先せん輩ぱい！」


　愛見はこちらへあどけない瞳を向けて声を上げる。


　──うっ！　宣戦布告しづらい……!!


「……あの、黙だまってするのも悪いと思って、伝えに来たことがあるんだけど……」


「なんです？」


　ぼくは一いつ拍ぱく置くと、意を決するようにして「きみの進路指導には反対だ！　ぼくはぼくなりの方法で謡江の進路と向き合いたい！」ときっぱり言う。


　すると、彼女は戸と惑まどいながらぼくを見つめる。


「わたしの進路指導……なにか駄だ目めでした？」


「謡江は今、凄すごく悩んでて様子がおかしいんだ。あんな謡江……見てられないんだよ」


「今まで逃にげてたことと向き合うんですから、当然迷いはあると思います。でも職場体験でとりあえず試ためしてみればいいじゃないですか」


「実際にデビューさせるなら、普ふ通つうの職場体験と違ちがって『やり直し』なんてきかないよ。一度世間に『実力派バラードシンガー』のイメージがついたら、謡江の目指すアイドル路線を進めなくなるじゃないか」


「どちらにしろアップテンポは歌えないんですから、なにか問題あります？」


　……いや、それはそうだろうけど……。


「もうちょっと謡江の気持を考えた方がいいよ。謡江はアップテンポを歌ってアイドルになりたいから悩なやんでるんだろ」


「……丈途先輩の言ってることはあまりに非現実的です」


　愛見はそう言うと、「わたし、先輩がこんな理想論者だとは思いませんでした……」と悲しげに漏もらす。


「理想論者って……」


「わたしは世界を救った先輩に憧あこがれて、自分も誰かを救えたらと思ってがんばってたんですよ……それなのに……」


　──そうだったの!?


　突とつ然ぜん言われた台詞せりふで、ぼくは言葉を失ってしまう。


　そんなぼくを前に、愛見は落ちこんだように目を落とした。そして、こちらの視線から逃げるようにして勉強の続きを始めてしまう……。


　……愛見が、ぼくに憧れて……。


　彼女の言ったことが頭から離はなれない。


　だが、彼女の進路指導を肯こう定ていすることもできない。


　いてもたってもいられなくなったぼくは、愛見に背を向けて教室の扉とびらへと駆かける。


　出口を通ったとき、扉の近くにいた部長が「丈途さんはいつだって理想論者でしたわよねぇ」と呆あきれたようにつぶやいていた。





　愛見のクラスを出て寮りように帰ったぼくは、椅い子すに座って呆ぼう然ぜんとしていた。


「愛見が……ぼくに憧れて……」


　後こう輩はいで唯ゆい一いつぼくの正体に気づいてくれたのが彼女だ。多分、憧れているというのは本当なのだろう。そんな彼女と謡江の進路を巡って対決することになるなんて……。


「……くっ！　煮にえ切らないな、ぼく……」


　放課後の教室で、儚はかなげにたたずんでいた謡江を思い出す。彼女を助けるためには、こんな精神状態じゃ駄目だ。愛見のことはまだ衝しよう撃げきが強すぎて心の整理がつかないが──。


「謡江を助ける!!」


　そう叫さけんだぼくは、シャープペンシルを持つと一気に筆を走らせ始めた。





【パターン一　アイドル編】


　露ろ出しゆつ度どの高いミニスカ衣装で、謡江はその整ったプロポーションをおしげもなく披ひ露ろうしていた。形のいい胸、くびれのある腰こし、しなやかな足……そのすべてを主張するかのように彼女は曲の前奏とともに笑え顔がおで踊おどり始める。


　会場に集まっていた男たちは踊りで揺ゆれる謡江の胸や艶なまめかしく動く太ふと股ももに視線が釘くぎ付づけだったが……アップテンポの歌が始まった瞬しゆん間かん、その超ちよう越えつ的な音おん痴ちを前に白目をむいて倒たおれてしまった！


　せっかく謡江がスカートをつまんでひらひら動かしてエロアピールをするも……見られる者などこの会場にはいなかった……。





「……普通に考えると、アイドルしたらこうなるよね……」


　ぼくはペンを止めて頭を抱かかえる。


　謡江がアイドルになりたいのはわかる。だが……みんなが想像する〝普通のアイドル〟では難しい。


「……いっそ、斜ななめ上にいって『マドンナ』じゃ駄目かな？　例えば──」





【パターン二　学園のマドンナ　音楽教師編】


　スカートスーツを着て男子生徒たちから熱い眼まな指ざしを受ける学園のマドンナ教師、謡江。


　見事なプロポーションを体にフィットしたスカートスーツで披露する彼女の授業は、男子生徒たちの愉たのしみであった。しかし謡江が手本にアップテンポを歌おうとすると──。


「先生、その曲は俺たち歌えますから……やめてください！」


「なんだったら自宅でも必死に練習してきますから……お願いします!!」


　謡江は生徒が止めるのも聞かず歌い始めてしまい……音楽室は、死し屍し累るい々の場と化した。





「……駄だ目めだこりゃ」


　ぼくは机の上にペンを放ほうり投げると、「やっぱり謡江自身の気持が固まるまでは、普ふ通つうに学園生活を楽しんでた方がいいよなぁ……」と漏らす。


『──この学園で唯一変わらなかったきみと、一番変わった吹音くん。ふたりだからこそ気づけることがある』


　不意に、校長の言った台詞を思い出した。もし校長の考えが正しいなら、ぼくだけの力では謡江を助けられない。鳴唐さんの力も……必要だ。


　ぼくは心を決めると、さっそく鳴唐さんにメールを送った。


『クラリネットの練習が終わったら、少しだけ話せない？』


　彼女からの返信を待ち、新聞連れん載さい用の原げん稿こうを書いて時間を潰つぶす。


　メールが返ってきたのは夜十一時頃ごろだった。


『今から、中庭の橋で会いましょ』


　鳴唐さんに負ふ担たんがかからないよう電話でもよかったが……彼女もなにか察するものがあったのだろうか。


　ぼくはすぐに寮を出て中庭へと向かった。


　夜の中庭はライトアップされていて、光が溢あふれている。橋のある中央部分へ行くとまだ鳴唐さんは来ていなかったため、ぼくは欄らん干かんに腕うでをのせて彼女を待った。


　視線を落として小川を眺ながめると、水面に光が照り返ってチラチラと輝かがやきが揺れている。まるで、夢と現実の狭はざ間まで悩なやむ謡江のように、光と闇やみが交こう互ごに揺れて流れる小川……。


「──待った？」


　後ろから声がしたので振ふり返ると、鳴唐さんが小首をかしげてこちらを見つめていた。


「まだ来たばかりだよ。その……謡江のことで相談があるんだ」


「……うん。丈途くんならきっと、謡江さんのためになにかすると思った」


　鳴唐さんは微笑ほほえむと、ぼくの隣となりに来て一いつ緒しよに小川を眺め始める。


「……ぼく、この間校長先生に会ったとき言われたんだ。ぼくと鳴唐さんのふたりだからこそ気づけることがあるってさ」


「ふたりだからこそ……。校長先生は前に、閃学園が変わったとき吹音たちの力が必要になるって言ってたけど、それと関係あるのかな？」


「多分ね……」


「世界平和を達成したときみたいに、吹音のクラリネットと丈途くんのポルノでなにかできるってこと？」


「う～ん。それよりも、『ぼくの意見』と『鳴唐さんの意見』が重要だって感じかな……」


「丈途くんは謡江さんの進路についてどう思ってるの？」


「色々と妄もう想そう……じゃなくて考えてみたけど、やっぱり謡江はまだ普通に学園生活を楽しんでた方がいいと思うんだ」


「そっか……吹音は……」


　彼女はそこまで言うと、急に口をつぐんで考え始めてしまった。


　元々ゆっくり話す子なのだ。ぼくは答を急がず、彼女が喋しやべり出すまでじっと待った。


　緩ゆるやかな夜気が流れ、どこか涼すずしげになってきたそのとき……彼女はぽつりと「丈途くんの意見も、愛見さんの意見も、うまく納なつ得とくできない」と漏もらす。


「……どうして？」


「吹音は一年生の頃ころとずいぶん変わったけど……それでよかったと思ってるの。謡江さんになにか〝変化〟が訪おとずれるのって、本当に悪いことなのかな？」


「だって、謡江はいきなり笑いながらエロ同人誌を作り始めたり急にふさぎこんで話さなくなったり……どう考えたって情じよう緒ちよ不安定じゃないか」


「それはわかってるの……でも……」


　鳴唐さんは一度言葉を濁にごすと、改めて「ごめん。でも吹音、納得できない」ときっぱり言う。


「鳴唐さん……」


　彼女の言葉はかたくなで、ぼくにはそのわけがうまくわからなかった。


　……明るくなった最近の鳴唐さんを見てすっかり忘れていた。彼女は独特の感性を持っているのだ。ぼくはまだ、それを理解できないでいる……。


　……そして、ふたりの間に気まずい沈ちん黙もくが訪れた。


「……しばらくひとりで考えさせて」


　どこか壁かべを作るような台詞せりふ……。


　彼女はそれだけ言うと、ぼくの前から去り始めた。


　喧けん嘩かをしたわけでもないのに、どうしようもなく心が痛む。


「……どんなに仲良くなっても、ぼく、鳴唐さんのこと全然わからないんだな……」


　そう思うと……辛つらい。


　段々と闇に溶とけながら離はなれてゆく彼女の背を眺めつつ、ぼくはその距きよ離りと同じ分だけ互たがいの心が離れてゆくのを感じていた。








　昨夜は鳴唐さんから登校の待合せをするメールが届かなかったため、ぼくたちはバラバラに学校へ向かった。


　教室に入るとすでに彼女は来ており、ぼくの前の席で考えこむようにじっとしている。


　どこか話しかけづらいものを感じ、ぼくは黙だまって自分の席に座ってしまった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　鳴唐さんも、特にぼくへ話しかけてくる様子はない。ぼくは彼女の背を見つめながら、ふと、新入生の頃を思い出した。


　……あの頃は鳴唐さんの方が遠目にぼくを眺めてたな。今は逆か……。


「でも喧嘩したってわけじゃないし、そもそも原因は謡江の進路だし……どうしたら……」


　ぼくは目の前に座る彼女に聞こえないよう、そっと漏らす。


　──ガタンッ。


　唐突に右横で音がしたので目を向けると、謡江が黙って自分の席に座っていた。彼女はそのまま誰だれにもあいさつをせず……うつむいてしまう。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　教室に流れる沈黙が、より深まってしまった。


「──なんだか今日はお通つ夜やみたいね」


　亜希先生が、教室へ入った瞬しゆん間かんに場の空気を察してこちらを見つめてくる。


「……丈途くん、今度はなにをしたの？　まさか一年生のときに吹音さんのリードを食べたみたいに……謡江さんのマイクを食べちゃったの!?」


「そんなことしませんから！　っていうかマイクなんて食べられませんよ!!」


「なら舐なめて……いえ、謡江さんに舐めさせて、マイクの形状からよからぬモノを妄想して愉たのしんだんでしょ!?」


「マイクでそんなモノ、普ふ通つうは妄想しませんよ！　ぼくの想像力ってどれだけたくましいんですか!!」


「……とっても」


　真顔でこちらを見つめる亜希先生……。


　──うっ！　否定できない……。


　言い合うぼくと亜希先生を前に、鳴唐さんも謡江も完全に無反応だった。


　それを見て亜希先生は「ほんと、今日はお通夜ねぇ……」と息を吐はく。


　だが、一時限目の自由科目が終わって通常の授業が始まると……教室は、打って変わって騒さわがしくなった。


　──ズダダダダッ！


　蘭の弾だん丸がんタッチの音が響ひびき渡わたり、律はぼくの左横で「──各資産の最適投資比率と感度係数は、ｎ＝３の場合──」と計算ばかり続ける。


　教室は騒がしくなったが……誰もまともに話さないのは変わりなかった。


　一日の授業が終わると、鳴唐さんは考えこんだまま黙ってクラリネットのケースを持ち、教室を出て行ってしまった。


　……結局、話すタイミングがつかめなかったな……。


「でも、しばらくひとりで考えさせてって言われたら……話しかけづらいよなぁ……」


　丸一日我が慢まんしていたため息が、大きく長々と漏もれる。


「……ん？　丈途、どうしたんだい??」


　仕事が一段落したのか、律が席に座ったまま背せ伸のびをして聞いてくる。


「なんだか最近、人と距離を感じたり悩なやむことがあったりしてさ……」


「そんな……すまない！　僕が相談にのる暇ひまもなかったせいで、寂さびしい思いをさせてたんだね！　僕はなんて駄だ目めな奴やつなんだ!!」


　律は後こう悔かいするように頭を抱かかえると、「今すぐにでも僕に話してくれ！　その問題をきちんと数式化して数字をあてはめて……最適解を導き出すから!!」とこちらへにじり寄ってきた。


　……最適解って……。


「ぼくの悩みはこう、感情的なものだしさ……数学じゃなくて、むしろ律の気持で答えて欲しいんだけど」


「僕の……気持？」


　彼は急に頰ほおを染めると、「丈途……わざわざ聞くなよ。僕の気持なんてはじめから決まってるじゃないか」とモジモジし始める。


　……いや、それがわからないから聞いてるんだけど……。


「──どうせ丈途の悩みなんてエロ関連でしょ」


　いつの間にかノートパソコンを閉じていた蘭が、ぼくたちの前に来る。


「違ちがうよ！　ぼくが悩んでるのは──」


　そのとき、ふと思い出して周りを見つめる。鳴唐さんはもういないが……謡江はまだ席でうつむいていた。


　……ここじゃ言えないな。


　──ガタンッ。


　不意に、謡江が立ち上がって教室を出てゆく。


「～～～～♪」


　あまりにも声が小さくて聞こえなかったが、彼女はなにか歌っていた。


　……なんだろう？　なにか様子がおかしい……。


「ねぇ蘭。謡江がどこに行ったかパソコンで調べてくれない？」


「なに言ってんのよ、この変態ストーカー！　やっぱりエロ関連で悩んでたのね!!」


「違うよ！　なんか……謡江の様子がおかしかったんだ」


〝謡江〟と聞き、蘭と律はすぐに察したように顔を見合わせる。


「……なるほど、丈途は謡江の進路指導について悩んでたのか」


　律が納なつ得とくしたように頷うなずく。


「自分が好きなことを全否定されたら、あたしでも今の謡江ちゃんみたいになっちゃうわねぇ。例えば『お姉さまの弾丸タッチ、痛いだけで全然気持よくありませんわ』だなんて言われた日には……自分をデリートしかねないわ!!」


　想像だけで鬱うつになったのか、蘭は近くの机に手をついて床ゆかをじっと眺ながめ始めてしまう……。


「蘭！　わかってくれたなら、早く謡江の行き先を調べてくれよ!!」


「──はっ！　そうだったわね……」


　彼女はすぐにパソコンを起動するといくらか操作し、「音楽棟とうに入っていったわ」とこちらへ目を向ける。


「ありがとう！」


　ぼくはそのまま教室を駆かけ出した。


　校舎を出ると、どこからか歌うような声が流れてくる。


　……謡江の声？


　ぼくは音楽棟へ急ぎ、すぐに中へと入った。


　すると──。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　謡江のアップテンポが聞こえてくる！　どこかの部屋に入っているのか、声がいくらか小さかったため耳へのダメージは避さけられたが……建物に少しヒビが入り始めていた。


『園声謡江さん、アップテンポの練習禁止』


　玄げん関かんの正面に堂々と貼はられた紙が、歌のダメージで破れ始めている……。


「謡江……どうしたの!?」


　ぼくは耳を押さえながら音の元をたどった。


　そして、一階にある大ホールへと入っていく。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　誰だれひとり聞く者のいない大ホールのステージで、謡江は涙なみだを流しながら張り裂さけんばかりの笑え顔がおで踊おどっていた。


　リズミカルに足を動かし、かわいらしく腕うでを振ふり、いないはずの聴ちよう衆しゆうたちへ向かって楽しさを伝えるかのように歌っている。


　その姿は、まさにアイドルであった。


　……謡江……。


　ぼくは、声をかけることができなかった。


　彼女の歌を、止めることができなかった。


「本当に、アイドルになりたかったんだよな……」


　夢が破れてなおそれを捨てられず、健けな気げに歌い続ける彼女を見て涙がこみ上げる。


　だが、ぼくはそれをぐっとこらえて……覚かく悟ごを決め、耳から手を離はなした！


「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」


　ぼくは声を張り上げ、大きく手を振って謡江の応おう援えんを始めた。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　──ギュチィィッ!!


　鼓こ膜まくが嫌いやな音を立てる。


　口の端はしから、泡あわが漏もれ始めた……。


　そして、なんだか、意識が遠くなって……。


「駄だ目めだ！　ここで倒たおれたら駄目だ!!」


　ぼくは気力を振り絞しぼると、さらに元気に手を振って「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」とのどがかれるほど叫さけんだ。ぼくひとりで全世界の謡江ファンを代表するかのように、叫んで、叫んで、叫び倒した。


「……丈途くん？」


　謡江がこちらに気づき、涙でボロボロになった顔を向けてくる。


　ぼくはアップテンポのダメージでよろけながらも、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で「謡江、最高のステージだったよ!!」と盛大な拍はく手しゆを送った。


「丈途くん……」


　謡江はむせび始めると、「私……私……」と再び目に涙をためる。


「──なにが起こってるんだ!?」


　外から、男性の声と駆け足の音が聞こえてきた。


　──警備員さんだ！


　ぼくは慌あわてて謡江のもとへ走ると、彼女を連れてステージ袖そでへ向かい、裏口から逃にげ出した。





　……中庭に着くと、ぼくたちは木こ陰かげに座って一息つく。


　まだ陽ひが落ちる少し前なので、中庭は芝しば生ふが青々と茂しげる爽さわやかな光景を見せていた。


　そんな中、一息ついたせいか謡江が泣きじゃくり始めてしまう。


「うっ……うぅっ……私、アイドルになりたかったのに……」


「うん。わかってる……」


「それで歌い始めたのに、ひくっ……どうしてバラードしか歌えないの……」


「謡江のバラードは、ぼくも天下一品だと思うよ」


「ううっ……そんなの、でも……」


　そこまで言って、彼女はため息とともに「嬉うれしくないんだもん……」と完全にうつむいてしまった。


　……謡江……。


「私……結局、自分が憧あこがれてたことはできないのね」


　彼女はうつむいたままハートのペンダントに手をやり、ギュッと握にぎりしめる。


　涙の滴したたり始めた彼女の手が、中で濡ぬれているであろうペンダントが、ぼくに安易な台詞せりふを言わせなかった。


　かけるべき言葉が……見つからない。将来の〝仕事〟として歌うならどうすべきかは、謡江自身が一番わかっているのだ……。


　思わず、右手を伸のばして謡江の肩かたを抱だき……「大だい丈じよう夫ぶだよ」と漏らす。なんの確信もない、ただの慰なぐさめの台詞。


「大丈夫じゃないわよ……。私、この学園に逃げて時間稼かせぎをしてたけど……大丈夫じゃなかったのよ……」


「大丈夫だよ。だってぼくらはまだ高校二年生だろ？　普ふ通つうだったらさ、将来を決めてる人の方が少ないんだから」


　そう言うと、彼女は「でも……」と漏らし、急にぼくへ抱きついてきた。


　──ドクンッ！


　唐とう突とつなことに、胸が高鳴る。


　謡江の形のいい胸がぼくの胸むな板いたにギュッと押し潰つぶされ、密着しているのがわかる。彼女の甘くていい香かおりが間近で漂ただよい、謡江が異性であることを強く意識してしまう。


　そして……冷たい涙と熱い吐と息いきがこちらの肩にかかり、ぼくに助けを求めているのがわかる。


「謡江っ……!!」


　ぼくは知らず抱き返し、彼女の頭をそっとさすった。


「うぅっ……うぅ……」


　謡江は嗚お咽えつを漏らすだけでまともに喋しやべれないでいる。


　そのときふと顔を上げると、昨日鳴唐さんと話した橋が見えた。


『──丈途くんの意見も、愛見さんの意見も、うまく納なつ得とくできない』


　彼女の言った台詞を思い出す。だが……ぼくは鳴唐さんの言っていることこそ、納得できなかった。


　──やっぱり、謡江はまだ今のまま学園生活を送った方がいい！　こんな状態で無む理り矢や理りに将来を決めるなんて……あり得ない!!


「私……天才なんかじゃなかったのよ」


　完全に自信をなくしたかのように、謡江は涙なみだの流れる目をぼくの肩にこすりつけてきた。


[image: ]


　ぼくはそんな彼女に「謡江は歌以外にだっていい部分をたくさん持ってるだろ。そんな、自分を責めないでよ」と言い、もう一度強く抱きしめる。


　ぼくはいつも謡江に助けてもらっていた。今度は……ぼくが謡江を助ける番だ!!








　──私……天才なんかじゃなかったのよ。


　謡江の言った台詞が、頭から離はなれない。


　あんなに弱った謡江……見たことがない。


「……どうにかして、謡江を励はげましたいんだけど……」


　ぼくは中庭から寮りようの部屋へ帰ったあと、部屋の机の前に座って考えこんでいた。


　まだ夜になったばかりで窓からは涼すずしい夜気が流れこんでいる。その風でぼくは頭を冷やし……天てん井じようを見上げて唸うなった。


「謡江の進路を妄もう想そうする……か。その答が『まだ学園生活を楽しんだ方がいい』なら──」


　そこまで考えるとぼくはペンを手に取り、思いの丈たけをぶつけるようにして一気に書き始める。












「──学園アイドルの進路を巡る醜い争い……早く始めてくれ」


　ふたりきりの部屋で、来夏はカメラを構えつつこちらへにじり寄ってきた。


「最近お前はたるんでいるからな……エロハプニングを連発したくなるよう、性欲を刺激してやろう」


　彼女はそう言うと、不意にぼくのことを抱きしめてシャツ越しにこちらの顔を胸ではさんできた。気の強い来夏らしい柑橘系の香りがして、一瞬、頭がぼうっとする。


「……早く私を押し倒せよ！　まったく……本気でたるんでいるな。いつもの飢えた野獣に戻してやる!!」


　彼女はそう言うと、ジーパンのファスナーをおろしてその隙間にぼくの手を差し入れる。ジーパンの隙間から温かい空気を感じた。まるで来夏の股間が熱くなっているかのような、温かい空気……。


「……は、早くズボンをおろせ。私も……限界だぞ」


　おねだりするようにそっと耳打ちされ、ぼくの股間は一気に硬くなってしまった。それを察した彼女はそのしなやかな指先で股間を撫で上げ、刺激してくる。なめらかにこねくるように来夏の指が股間を這い回り、快楽でどんどん硬くなっていった。


「んぐっ……んっ……!!」


　誘惑されて性欲がたまり始めていたぼくは、彼女の指の動きを酷く敏感に感知してしまい声を上げる。もう我慢ができず彼女のジーパンをおろすと、かわいいゾウさんがプリントされたパンティーが見えた。ぼくは机の上に彼女を押し倒し、胸の間に顔を埋めてむさぼるように舐め上げ、パンティーを触って彼女の股間を突き上げる。


「はぁっ……はっ……！　それでこそ私の丈途だ。その調子で謡江の進路争いでも醜い瞬間を演出してくれ」


「ぼくは、謡江がいつも通り楽しく笑ってくれればそれでいいんだ。醜い瞬間なんて──」


　言いながら来夏のパンティーをさらに激しく突き上げ、入口の奥へ侵入しようとしたそのとき──。


「──部長さん、私に取材の依頼って──」


　突然、部室の扉が開く。驚いて目を向けると、そこには謡江が啞然として立っていた。


「た、丈途くん、なにを……」


　言葉を失う彼女に、来夏が「お前の進路を巡って戦う前に、エロの補充をしてたのさ」と鼻を鳴らす。


「せっかくだからお前も加わるか？　こいつ、お前がいつも通り笑って学園で過ごしてくれればそれでいいんだとさ」


「ちょっ……来夏、勝手に言わないでよ!!」


「……丈途くん。それ、本当なの？」


　謡江は来夏の言葉を聞き、感激したように瞳を潤ませる。そして戸惑いがちに頷くぼくを見ると、すべての悩みから解放されたように「わかったわ！」と叫び、こちらへ駆けてきた。


「さぁ……これからもっと、学園生活を楽しまなくちゃね！」


　嬉しそうに言った彼女はぼくへキスをして……硬くなった股間をそっと手でしごき始めた。












「──よし、これで行こう！」


　ぼくはできあがった原げん稿こうを前に、携けい帯たい電話の時計を確かく認にんする。


「まだ夜の九時か……これなら謡江も起きてるな」


　さっそくメールを打つと、ぼくは謡江に送信した。





『──女子寮の近くまで行くから、今から会えないかな？』


　クリーム色のパジャマを着ていた謡江は、急に鳴った携帯電話を取って泣き腫はらした目をこすりつつ文面を読む。


「……丈途くん、こんな時間にどうしたのかしら？」


　自室の椅い子すに座ったまま、彼女は首をひねってしまう。


　薄うすピンクのカーテンを揺ゆらして部屋に入りこむ夜気は涼しく、外が晴れていることを証明している。会うのは問題なさそうだが……。


　──っていうか私、丈途くんの前で大泣きしちゃった上に……思いっきり抱だきついたばかりなんだけど！


「会うの恥はずかしいじゃない!!」


　メールを見ながら、彼女は知らず叫んでしまった。


「あんなことした直後なのに、どんな顔して会えっていうのよ……!!」


　謡江は、泣きながら丈途に抱きついて彼の胸むな板いたに自分の胸を押しつけてしまったことを思い出す。そのまま彼の肩かたに自分の顔をのせ、涙なみだを滴したたらせていたことを思い出す……。


「無理！　今から会うなんて絶対……無理っっ!!」


　彼女はそう叫んでベッドの方へ向かい、レースのついたかわいい布ふ団とんの上に飛びのった。


「もう……丈途くん、なに考えてるの!?　返信に困るじゃない!!」


　言いながら枕まくらに顔を押しつけると、彼女はぼそりと「でも……丈途くんはあのとき、私のことを抱き返してくれたのよねぇ……」と頰ほおを染めてしまった。


　普ふ段だんは頼たよりないが、いざというときは頼たのもしい彼の腕うでの感かん触しよくがリアルに蘇よみがえってくる。彼は優やさしく慰なぐさめるように「謡江は歌以外にだっていい部分をたくさん持ってるだろ」と言ってくれた。


「あの台詞せりふって……私のこと、ちゃんと見てくれてたってことなのよね」


　彼女は真っ赤になりつつ自身を抱きしめると「丈途くんの腕、力強かったな……」と漏もらす。


「──って、だからもうちょっと余よ韻いんっていうか……雰ふん囲い気き考えてよ!!」


　謡江は言いながら携けい帯たいを持ち上げるも……ふと、思い出したように微笑ほほえむ。


「……丈途くんのことだから、きっとなにか考えがあってのことよね」


『十五分後でいいかしら？』


　そう返信すると、パジャマ姿だった謡江はすぐにクローゼットの前に立つ。


「服はなにを着ていこうかしら……？」


　そのとき、彼女の視界の端はしに本ほん棚だなが映った。歌に関する書物が収められた本棚。そしてその本棚へ一いつ緒しよに収められている、丈途のポルノ小説……。


『星空の下で濡ぬれる初夜』


『告白は快楽漬づけの後で』


　謡江は本のタイトルを見て、はっとする。


　まさか丈途くん……今夜、私を自分のものにするつもりなんじゃ!?　綺き麗れいにおめかしして向かったら「準備万ばん端たんだね」だなんて微笑んで私を近くの茂しげみに誘さそいこみ、「わかってて来たんだろ？」だなんて服の隙すき間まから手を入れて強ごう引いんに胸をわしづかんで、荒あら々あらしくも痛くはない快楽の限界を見み極きわめて指を蠢うごめかせ、私が思わず「んぐっ……!!」と喘あえぐと意を得たように口の端はしを上げて唇くちびるを奪うばい、スカートの中へ手を入れて股こ間かんを触さわるとグチュグチュといやらしい音を立てて「もう本気になったの？　じゃあさ……つき合ってよ」だなんて快楽漬けで逃にげられなくなった私に告白してきて──。


「もうちょっと普ふ通つうに告白してよ!!」


　つい叫んでしまった自分の声を聞き、謡江は我に返る。


　──って、待合せまであと五分じゃない!?　このままじゃ間に合わないわ!!


　謡江は急いでクローゼットからグレーのカーディガンを取り出すとそのまま部屋を出た。


　外へ行って辺りを見回すと……寮りようから少し離はなれた茂みの近くに人ひと影かげが見える。


　近づいてみると、そこにいたのはまだ制服姿の丈途だった。


「変な時間に呼び出してごめん」


　彼は申し訳なさそうに頭をさげると、「これ……」と言って原げん稿こう用紙を差し出してくる。


　……なにかしら？


　首をかしげつつ謡江はそれを受け取り、少し離れた所にある外灯の光を頼りに読んでみる。


　すると……それは、自分へ向けたメッセージのこめられたポルノだった。


「まさか……わざわざ私のために書いてくれたの？」


　──ドクンッ。


　謡江の胸が、急激に高鳴る。


「うん。ぼくはこれしかできないし……謡江なら、ぼくの小説も読んでくれてるし……」


　頭をかきながらどこか恥ずかしそうに言う丈途を見て、その素そ朴ぼくさに謡江はまたしても胸を高鳴らせた。


　──ドクンッッ。


「わ、私……その……」


　──ありがとう。そのひと言が、胸の高鳴りに邪じや魔まされてうまく言えない。


　そんな謡江を見て、丈途が焦あせり始める。


「ご、ごめん！　やっぱり迷めい惑わくだったかな……」


　ひとりでオロオロしている彼を見て、謡江は不意に苦く笑しようしてしまった。


　エッチなことにはすぐに頭が回るくせに、丈途はこういう〝普通〟の恋れん愛あいには弱いのだ。


　──ドクンッッ！


　胸の高鳴りが最高潮に達したそのとき──。


　……丈途くん、そんなに困らないで。私、凄すごく嬉うれしいの。嬉しすぎてもう、言葉が出ないから……だから……。


　──ギュッ。


　謡江は慌あわてている丈途へ精せい一いつ杯ぱいのお礼を言うかのように、力の限り抱きしめてしまった。


「謡江!?　これは一体──」


「私……私、このポルノを大事にするね！　やっぱり私にはまだ……将来を決めるだけの覚かく悟ごも準備もないわ……」


　そう言うと、謡江は急に丈途から体を離してその場を去り始める。


「謡江……!!」


　慌てて叫さけぶ丈途へ、彼女は背を向けたまま「ありがとう……」と小さく漏らしていた。


　愛見に現実を突つきつけられ、夢が破れ……どうしようもない不安と挫ざ折せつ感を味わっていた。そんな自分へ、丈途は今一番言って欲しかったことを、彼なりの精一杯で誠実に伝えてくれたのだ。





　次の日になると、謡江は心浮うき立ちながら登校した。


　──もう悩なやみなんて吹ふっ飛んだわ！　とにかく今は……学園生活を楽しむの!!


　謡江はカバンを開けると昨日プレゼントされたポルノを中から取り出す。そして周りに誰だれもいないことを確かく認にんすると、頰ほおが緩ゆるむのを抑おさえながら読み返した。


「……私、昨日丈途くんに二回も抱きついちゃった。中庭のときは抱き返してくれたし、私のためだけにポルノまで書いてくれて、もう──」


　──幸せっっ!!


「もしかしたら、告白されてつき合っちゃうかもしれないわね。いえ、丈途くんって優ゆう柔じゆう不ふ断だんなところがあるし、いっそ私から……」


　彼女はそこまで言うと、はちきれんばかりの笑え顔がおで天を仰あおいで大きく息を吸う。


「これよ！　私はこういう素す敵てきな〝青春〟を送りたくて、学園生活を選んだのよ!!」


　言いながら彼女の足はさらに軽かろやかになる。


　ひとりで騒さわぐ謡江を見て、登校していた一年生たちは奇き異いな視線を向けるが……彼女はそれを気にもせずに足を進めた。


　──教室で丈途くんに会ったら、まずなんて言おうかしら？　昨日は嬉しすぎてポルノのお礼もうまく言えずに帰っちゃったし……ちゃんと伝えなきゃ。それと……せ、せっかく急接近したわけだし、今度の休みにふたりで遊ぶ約束をしたり──。


　考えるほどに謡江の頰は緩み、歩みも速くなる。


　そして彼女はあっという間に教室へ着いてしまった。


　辺りを見み渡わたすと、立っている丈途の姿が見える。


「──あっ、丈途くん──」


　喋しやべりかけようとしたそのとき、彼が誰かと話しこんでいることに気づいた。……吹音だ。


「──昨日、ぼくひとりで謡──」


「──そう。吹音はまだ、納なつ得とくできないから──」


　ふたりはまるで、自分たちの話には誰も触ふれさせないかのような雰ふん囲い気きで喋っている。


　完全な、ふたりだけの世界……。


　な……なによこれ？


　想像もしていなかった光景に、謡江は啞あ然ぜんとしてしまう。


　いつも通り朝一から吹音と話している丈途。しかも、完全なふたりだけの世界で……。


「なんで……なんでこんな……」


　──ふたりとも、いつも通りラブラブなの!?


　見たくもない光景なのに、目が離せない。今のふたりには、どう考えたところで自分が立ち入る隙すきなどまるでないのに……。


　だって私……昨日丈途くんとあんなに急接近して……そんな……。


「昨日のことは、なんだったのよ……」


　絞しぼり出すようにして、言葉が漏もれる。


「だって、丈途くんは私のためにポルノを書いてくれて、私を慰なぐさめてくれて──」


　目の前の現実を拒きよ否ひするかのように、一歩、二歩と、謡江はその場から後ずさり出した。


　しかし、吹音と話し続けている丈途はこちらに気づきもしない……。


　……そんな。丈途くんにとって私は……私は……なんなのよ!?


　そう心の中で叫んだ瞬しゆん間かん、謡江は丈途へ背を向け、教室を駆かけ出してしまった……………。





　……吹きさらしの屋上。山間を流れる風は涼すずしく、フェンスに手をのせてぼうっと学園を見渡している謡江の髪かみをさらさらとなびかせていた。まるで、その揺ゆれる乙おと女め心ごころを表しているかのように……。


「はぁ……。なんでこんなことになっちゃったのかなぁ……」


　今の自分を後こう悔かいするかのように、謡江からはため息しか漏れない。


　そのとき、一時限目の授業開始のチャイムが鳴る。


　一時限目は自由科目だ。自習なのでなにをしてもいいが、謡江は今までずっと教室で勉強していた。しかし……チャイムが鳴り終わっても、彼女はその場を動こうとしない。


「私だって……たまにはさぼっていいわよね」


　一いつ瞬しゆんだけ教室の光景を頭に浮かべ、それを打ち消すかのように彼女は首を振ふる。


　しかしフラッシュバックするようにして、彼女の脳のう裏りに浮かんだものがあった。


　丈途と……吹音が話していた姿だ。


「丈途くん、どうして昨日の今日で吹音さんとラブラブしてるのよ！　きっと私のことなんて都合のいい女くらいにしか思ってなくて、ポルノ小説を書いてるときに性せい欲よくが暴走して私を呼び出して、『どうしてもモチーフが必要なんだ』なんて言って目の前で服を脱ぬがせたり恥はじらう私を見て悦よろこんだり……緊きん縛ばくしたりしてもてあそぶつもりだったのね!!」


　そこまで一気に喋ると、彼女は荒あらい息をつきながら「もう……私、なにしてるのよ」と奈な落らくの底そこへ落ちたかのようになげく。


『──いつまでも現実から逃にげていては、それこそ将来どうなるかわかったものじゃありません。将来が不安なら、今まさに示されている最善の進路をゆくべきです！』


　ふと、愛見の言葉を思い出した。


　聞いたときは嫌いやなことをズケズケと言う子だと思っていたが──。


「ほんと、愛見さんの言う通りね。今の私って宙ぶらりんで……こんな生活を送ってたら、将来きっと後悔するわ。夢を叶かなえたくて、将来が不安で、ずっと現実から逃げてたけど……」


　謡江はわずかに手を震ふるわせながら、自分がつけているハートのペンダントへ手をやる。


　子供の頃ころから憧あこがれていたアイドルの象しよう徴ちよう。


　ずっと追っていた夢……。


　彼女は覚かく悟ごするようにして息を止めると、首の後ろへ手を回して一気にペンダントを外す。


　そして……屋上から、思いっきり投げ捨ててしまった！


「私……決めた!!」








『──今から丈途さんの教室で、愛見さんが第二回学級会議を開きますわよ』


　放課後になった直後、部長から突とつ然ぜんそんなメールが来た。


「……愛見か」


　思わずため息が漏れる。


　彼女の教室を訪ねたとき「世界を救った先せん輩ぱいに憧あこがれて、自分も誰だれかを救えたらと思ってがんばってたんですよ」と落ちこんだように目を落とした姿が忘れられない。


　今彼女と会うのは正直……気が重い。しかも、謡江の気持はもう決まっているのだ。


　愛見が謡江のために一いつ所しよ懸けん命めいなのはわかるが──。


「この学級会議ではっきりさせればいいか。謡江が決めたことなら……愛見も納なつ得とくするさ」


　肩かたの力を抜ぬくようにして言うと、謡江の席へ目を向ける。しかし、そこには彼女の姿はなかった。……謡江はなぜか、今日登校してこなかったのだ。


「メールしても返ってこないし……風か邪ぜで寝ねこんでるのかな？　でも、本人がいないなら会議なんてできないよな……」


　そう言いつつ昨夜の彼女を思い出す。「私……私、このポルノを大事にするね！」と言い、力の限り自分を抱だきしめていた謡江……。


「なんだか……これじゃ謡江の彼氏みたいだ」


　昨日、彼女のことを異性として強く意識してしまったことを思い出し、つい頰ほおが染まる。二度も自分に押し当たってきた謡江の形のいい胸を思い出し、胸の高鳴りがぶり返して──。


　そのとき、目の前に座る鳴唐さんの携けい帯たいが急に鳴った。彼女はメールを確かく認にんする仕草を見せると、「会議……」と漏らして黙だまりこんでしまう。


　……多分、部長から同じメールが来たのだ。


「──丈途、あの愛見という女は何様なんだ!?　ファンクラブ会長のわしをさしおいてぬけぬけとこんなことを……!!」


　総才にも同じメールが来たらしく、携帯を見ながら苛いら立だたしげに喋しやべっている。


　学級会議のために着々と人が集められているようだが……謡江がいない会議に意味はない。


　ぼくは時間の無む駄だと知りつつも、一応、愛見が来るまで席で待った。


「──丈途さん、ちゃんと待っていてくださいましたわね」


　部長がどこか含ふくみのある口調で言いながら教室へ入ってくる。


「あたくし、てっきり丈途さんがなにか手を打っているかと思いましたが……意外とのんびりしてますのねぇ」


「……え？　それってどういうこと??」


「──ちゃんと醜みにくい争いをしろ！　こうも一方的では写真が撮とれんだろ!!」


　来夏が腹立たしげに怒ど鳴なりつつぼくの前まで駆かけて来た。


「──でも今回のことは謡江ちゃんたっての希望らしいし……私、謡江ちゃんを応おう援えんするわ」


　勝代はぼくへ気を遣つかうように喋りながらこちらへ近づいてくる。


「ねぇ、みんな一体なんの話を──」


「みなさんおそろいですね」


　その声につられて扉とびらを見ると、そこには──高々と積まれた書類の束がいた！


「書類が喋った!?」


「ち……違ちがいますっっ!!」


　書類はそのままふらふらとよろけながら教きよう壇だんへ向かっている。


　その書類を支えている誰かの腕うでが見えたそのとき──。


　バッッタァァァン!!


　段差につまずいて、書類が盛大に崩くずれてしまった。


「わゎ……わたしの資料が……!!」


　書類の中から立ち上がったのは眼鏡めがねをかけた少女……愛見だった。


「大だい丈じよう夫ぶなの!?」


　慌あわてて駆け寄ろうとすると愛見は「だ、大丈夫です──」と言いかけて、ぼくと目が合った瞬しゆん間かん、悲しげに目をそらしてしまう。


「……自分で拾えます」


　遠えん慮りよでも拒きよ絶ぜつでもなく、ただ辛つらそうな声だった。


　……愛見……。


　ぼくはその場に立ち止まってしまい、それ以上動けなかった。


　──ドスン。


　書類の束を整理し終えた愛見は、それを教壇の上にのせる。その音が合図であったかのように、ぼくは自分の席へと戻もどっていった。


『第二回学級会議　議題・謡江先せん輩ぱいの進路設計について』


　愛見はホワイトボードにペンを走らせ、そう書きつける。そして振ふり返ってみんなを見み渡わたすと「今日は、謡江先輩の希望された人たちに集まって頂きました」と言う。


「新聞同好会に関しては、取材の依い頼らいがあったので同席して頂きます。ファンクラブの代表として総才先輩。丈途先輩と吹音先輩は……とにかく聞いて欲しいそうです」


　……え？　謡江の希望した人たちって……どういうこと??


　ぼくのいぶかしげな視線を察したのか、愛見は教室の外へ目を向けて「では、ご本人から説明して頂きましょう」と喋った。


　──カッ、カッ、カッ。


　教室の扉から、謡江が真っ直すぐ前を向いて入ってくる。彼女はなぜか周りを一いつ切さい見ず、決然とした顔で歩いていた。


　謡江はそのまま教壇に立つと、大きく息を吸い……。


「私、実力派バラードシンガーとしてデビューします！」


　彼女は、そうきっぱりと言い放つ。


「デビュー!?　ちょっ……謡江、どうしてさ!?」


「…………」


　ぼくの声は聞こえているはずなのに、彼女はあえてこちらへ視線を向けようとはしなかった。


　そんな……謡江、なんで!?


　戸と惑まどうぼくをよそに、愛見が「みなさんおそろいですので学級会議を始めようと思いますが……なにか意見のある方はいますか？」と辺りを見渡す。だが……誰だれも声を上げなかった。


　当の謡江が実力派バラードシンガーとしてデビューすると言っているのだ。そもそも、意見の言いようがない……。


　鳴唐さんに目を向けると、彼女は相変わらず考えこんだまま口を開かないでいた。


「──謡江さんが学園アイドルを卒業して音楽業界に打って出ると言うなら、わしは……ファンクラブ会長としてとことん応援する！」


　覚かく悟ごを決めたようにして、総才が謡江をじっと見つめながら言う。


　新聞同好会のメンバーはあえて黙だまり、事態のなりゆきを見守っている………………………。


「……それでは、学級会議はこれにて終わり──」


「謡江さん、本当にそれでいいの？」


　愛見の言葉を遮さえぎるように、ぽつりと鳴唐さんが喋しやべる。どこか納なつ得とくのいかない表情で、謡江をじっと見つめている……。


　ぼくも謡江を見つめて答を待つも、彼女は頭かぶりを振ると「もう、決めたことなの」と有う無むを言わせぬ口調で言う。


　そのときぼくは気づいた。普ふ段だんなら謡江が頭を振った瞬間に揺ゆれるであろうハートのペンダントが、彼女の胸むな元もとに輝かがやいていないことに。


「謡江、あのペンダントはどうしちゃったの!?」


「あれは……捨てたわ」


「捨てたって……憧あこがれのアイドルがつけてた大事な物なんだろ!?」


「だって私、もうアイドルはあきらめたもの」


「でも──」


「それ以上はやめて!!」


　話を拒絶するかのように、謡江は叫さけびを上げる。


　また夢を思い出すことを拒こばむかのように、彼女はわずかに震ふるえていた。


　ぼくはその震えを黙って見過ごすことができず、ついに愛見へ声を上げてしまう。


「愛見、謡江になにがあったのさ!?　昨日まではバラードシンガーになるつもりなんてなかったのに……おかしいよ！」


「それは……わたしに聞かれても困ります。謡江先輩の方から『愛美さんの進路指導を受けるわ』と言われたので……」


「謡江の方からだって!?」


　思わず謡江を見るも、彼女はこちらから顔をそらして完全に口をつぐんでいた。


「……丈途先輩。わたし、先輩から進路指導を反対されたあと色々考えて……謡江先輩がどれほどバラードシンガーに向いているか調べ直してみたんです。できれば、資料を読んで頂きたいんですけど……」


　愛見はそう言うと、積まれていた書類の中から大きな束をひとつ取り出してこちらへ持ってきた。そのまま彼女は教室にいたみんなに書類を配り始める。


　……ぼくが反対したあとに調べ直したって……。


　戸惑いながら書類を読んでみた。





『バラードによる涙なみだの発生率』


●平均的歌手→三パーセント


●ミリオン歌手→三十パーセント


●謡江先輩→九十九パーセント





『バラードによる心の洗せん浄じよう度合』


●平均的歌手→聞いたら心が重くなる


●ミリオン歌手→気が重いとき聞くと泣ける


●謡江先輩→平常時に聞いても泣けて、そのあと気が晴れる





　……資料には、謡江のバラードの凄すごさを表す様々な統計や、謡江の身体機能、歌のテクニックについて詳しよう細さいなデータが記されていた。そしてそのすべてが並のバラードシンガーでは謡江に到とう底てい勝てないことを示している。


「謡江、やっぱり凄いな……」


　知らず言葉を漏もらす。


『──進路指導とは〝才能〟へのラブコールです！』


　愛見が前に言った台詞せりふを思い出した。


　ラブコール……確かにそうなのだろう。そうでなければ、謡江のためだけにあれだけの書類を作るなんて無理だ。


「──それでは、本日の学級会議の結論は……『謡江先輩は実力派バラードシンガーになる』でよろしいでしょうか？」


　愛見がみんなに聞くも、教室内には反論する者が誰もいなかった。


　鳴唐さんも……考えこんだまま言葉を発しない。


「……丈途先輩……」


　愛見はぼくの意見をうかがうようにしてそっとこちらを見つめる。


　だが、ぼくは答えることができずに目をそらしてしまった……………………………………。


「……それでは、学級会議を終わります」


　進路指導がうまくいっているのに愛見は切なげに漏らし、教室を静かに出て行った。


　そのとき、教きよう壇だんの方から視線を感じて首を巡めぐらせる。すると、謡江がぼくと鳴唐さんをじっと見つめていた。


　彼女は一度口を固く結ぶと、今の今までずっとためていたように声を張り上げる。


「私は私で自分の道を行きますから、あとはふたりでお幸せに！」


　それだけ言うと、謡江も教室を出て行ってしまった。


「あとはふたりでって……」


　鳴唐さんへ目を向けるも、彼女は謡江が出て行った扉とびらを見つめたままじっとしている。


　……本当に、謡江になにがあったのだろうか……。




　３　学園を捨てた学園アイドル







　第二回学級会議から数日。謡江はデビューの準備で忙いそがしく、ずっと学校を休んでいた。


　メールをしても返信がなく……彼女の気持がまるでわからないままだ。


　そんなある日、ぼくは夢を見た。


『──うっ……うぅっ……私、アイドルになりたかったのに……』


　泣きじゃくりながらそう言った謡江の姿。


『──私……私、このポルノを大事にするね！』


　ぼくを力の限り抱だきしめてそう喋しやべった謡江の体温。


『──私、実力派バラードシンガーとしてデビューします！』


　決然とした顔で、きっぱりとそう言った謡江。


　そして……謡江はデビューを前に音楽業界の実力者に呼び出され、「デビューしたければ……わかってるね？」といきなり胸をわしづかまれ、「くふぅ……！」と喘あえぐとそのまま口の中に舌を差しこまれて言葉を封ふうじられ、揉もみ上げられて柔やわらかく形を変える胸を前に「はぁんっ……んんぅ……！」と段々吐と息いきを熱くしてパンティーを濡ぬらし、快楽で朦もう朧ろうとした目を実力者に向けるとそのパンティーに手をかけて糸を引かせながらゆっくりとおろして──。


「──謡江、そんなの駄だ目めだよっっ!!」


　そう叫さけんで、寮りようの部屋で目が覚めた。


　べっとりと嫌いやな汗あせが出ており、寝ね間ま着きがわりのジャージーがごわつく。


　ぼくは悪夢の内容を思い返しながら、ジャージーの袖そでで顔の汗を拭ぬぐった。


「謡江はどう考えたってバラードシンガーになりたいように見えなかった。なのに……」


　……どうしてデビューするだなんて言ったんだろう……。


　ぼくは頭かぶりを振ふると、気持を切りかえるようにしてテレビをつけ、登校の準備を始める。


　朝のニュースが流れる中、テレビに背を向けて音声だけ聞きながら着き替がえを進めた。


『──世界平和を達成した、あの閃学園の歌うた姫ひめ・園声謡江。ついにデビュー!!』


　突とつ然ぜん、ＣＭの途と中ちゆうでそんな声が聞こえる。


「って……謡江!?」


　ぼくは慌あわててテレビへ目を向けた。


　すると、大人びた黒いドレスを着た謡江がＣＭの中でバラードを歌っている。今度発売される新曲らしく、恋こいに破れてひとりで前に進む女性の心理が歌われていた。


　深い悲しみとそれを胸に秘ひめて進む強さを熱唱する謡江は、圧あつ倒とう的な説得力と存在感を持っており……まさにアーティストであった。


　学園でいつも見ていた、親しみのある謡江とはまるで違ちがう人物……。


「……ほんと、歌姫って感じだ。天職なんだな……でも……」


　目の前の現実を、受け入れられない。


　別人のようにしてテレビに映る謡江を遠く感じて……嫌だった。


「くっ……!!」


　つい、テレビの電源を切ってしまう。


　気分を変えるように新聞を手に取り、自分が連れん載さいしているポルノの確かく認にんをしようとページをめくる。すると──。


『──園声謡江、近日デビュー!!』


　そう書かれたコピーとともに、荒こう野やをバックにドレス姿でたたずむ謡江の写真が一ページ丸ごと使って載のせられていた。


「す、凄すごい宣伝だ……!!」


　まるで、期待の超ちよう新星である。


「いや……〝まるで〟じゃないんだ。本当に、謡江は期待の超新星なんだ」


　デビューを決意すれば音楽業界からこれだけの大プッシュをしてもらえるほどの力を持っていたのに、謡江は今までこの学園で普ふ通つうに過ごしていたのだ。


「でもぼくは……ぼくは……」


　閃学園で楽しそうに過ごしていた謡江が忘れられない。ぼくのポルノに毒されたりアップテンポが超ちよう越えつ的音おん痴ちだったりする……ちょっと残念で親しみのある謡江が忘れられない。


　本当は彼女のデビューを祝福するべきなのに……全然そんな気分になれなかった。


「……小さい男だな、ぼく」


　自分を責めるように言うと、謡江の広告が載っている新聞を閉じて学校へ向かう。


　教室に行くとやはり謡江の姿はなかった。


　黙だまって席に着いたそのとき、前の席に座っていた鳴唐さんがこちらを振り返り、久しぶりに話しかけてくる。


「……吹音、今日、謡江さんの宣伝を見たの」


「……うん」


「凄いね。もう……別世界の人みたい」


「……うん」


「謡江さん、このまま学園を辞やめちゃうのかな……」


『──みなさんはもう、この学園を〝卒業〟すべきなんです!!』


　ふと、愛見の言葉を思い出した。


　確かに……このままデビューすれば〝卒業〟することになるだろう。そもそもデビュー前の今ですら登校できていないのだから……。


「……ごめんなさい。吹音がはっきりしないせいで、丈途くんはひとりで悩なやんでるんだよね」


　鳴唐さんは、申し訳なさそうに喋しやべる。


「でも……自分の気持に噓うそはつけないの。謡江さんの大事な進路だから噓をつきたくないの」


「……そうだね。いや、もう謡江の進路は決まったんだ。今さら──」


　そこから先を喋ろうとして、ぼくは思わず言葉を止める。


　……言ってしまえば、謡江の〝卒業〟を認めることになる。それは理り屈くつ抜ぬきで……嫌だった。


　ぼくは鳴唐さんを改めて見つめると、肩かたの力を抜ぬくように息を吐はく。


「……そろそろ、普通に話さない？」


「……うん。色々悩んだけど、吹音、誰だれの役にも立てなかった……」


　後こう悔かいするように言う彼女へ、ぼくは「そもそも人の進路なんだ。簡単に口出しできるものじゃないよ」と慰なぐさめるように言う。


「ありがとう……」


　少し落ちこみながら頷うなずいた彼女だが……突とつ如じよ、思い出したようにしてこちらを見つめてくる。


「普通に話すなら、明日からまた一いつ緒しよに登校しましょ？」


　期待に満ちた瞳ひとみで聞いてくる鳴唐さん……。


　もしかしたら、彼女もぼくと距きよ離りができていたことに心を痛めていたのかもしれない。


「わかった──」


　そこまで言いかけて、ぼくは視界の端はしに映る謡江の席に気づく。


　今は誰も座ることのない彼女の席。


　テレビの向こうで別人のようになってしまった謡江……。


　それを思うと、誰かと楽しく登校する気分にはとてもなれなかった。


「……ごめん。しばらくはひとりで登校したいんだ」


　鳴唐さんに頭をさげると、ぼくは主のいない謡江の席をじっと見つめる。


「……え？」


　戸と惑まどったように言う鳴唐さんが、まるで捨てられた子こ猫ねこのように悲しげな目をしているのが視界の端に映っていた。





　──丈途くん、なんでそんな寂さびしそうな目で謡江さんの席を見つめてるの……。なんで吹音は、一緒に登校するの断られたの……。


　椅い子すに座ったまま謡江の席を眺ながめ続けている丈途から、吹音は目を離はなせないでいた。


　知らず心に痛みを感じ、それが耐たえがたくて彼女は自分の胸を必死に押さえる。


「丈途くん……」


　その言葉を漏もらしただけで、彼女の胸はさらに痛んできた。
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　──なんでこんなに胸が苦しいの……。


　今、吹音の中にこれまで知らなかった新しい感情が芽生えようとしていた。


　自分が一緒にいたいと思う異性が、他ほかの女子のことで頭がいっぱいなのだ……。普通だったらすぐにたどり着く結論が、恋れん愛あい経験の足らない吹音には恐おそろしく遠い答になっている。なぜなら彼女は、その感情をなんと呼ぶのかすら知らないのだから……。


「嫌いやだ……吹音、こんな胸が痛いの……嫌……」


　消え入るような声で吹音は漏らす。


　不安をたたえて潤うるみ始めた瞳で、丈途をじっと見つめながら……。





　……ぼくは昼休みになると、気分転てん換かんをしようと学園内の散歩を始める。


　中庭の方まで来ると完全にひとけがなくなり、静かだった。みんなそれぞれ自分の仕事をしているのだろう。ぼくはゆっくりと芝しば生ふの上を歩く。


　そのとき、芝生の上にキラリと光るシルバーの輝かがやきを見つけた。


「……なんだろう？」


　不思議に思って近づくと、それは──謡江のペンダントだった！


「こんな所に捨ててたのか……」


　ぼくはそれを拾い上げると、手の中で握にぎりしめる。


　遠くへ行ってしまった謡江を想おもい、大切に大切に手の中へ閉じこめる。


「……謡江、どうして変わっちゃったのさ……」


　気がつくと、絞しぼり出すようにして声が漏れていた。


　ほとんど無意識に出した声。ぼくは自分で驚おどろき、わずかによろけてしまう。


　そのとき──。


「きゃっ……!!」


　不意に、誰かにぶつかってしまった！


　──ムニュッ。


　なにか、わりと大きな膨ふくらみを手で押していた。若々しい張りのあるその膨らみは触さわり心ごこ地ちがよく手を動かしてみると癒いやされる。


「んふぁ……なっ……んぐっ……！」


　最近謡江のことで頭がいっぱいで疲つかれていたぼくは、自分を癒すために両手を使ってその膨らみを揉もんでみた。膨らみはふたつあるようで、押すと心地のいい弾だん力りよくとともに手が中へ沈しずみ──。


「はぁぁっ……ちょっ……いきなり人を襲おそっちゃ駄だ目めですよ!!」


　──ドスッ！


　叫さけび声とともに、ぼくは誰だれかに突つき飛ばされてしまった。


「痛っっ……」


　体を起こすと、胸を守るように自らを腕うでで抱だきしめている愛見が目に入る。彼女は地面に座ったまま、なぜか顔を真っ赤にしていた。


　って……まさかさっきの柔やわらかい膨らみ……愛見の胸!?


「……意外とでかい……」


　ぼくは愕がく然ぜんとして漏らしてしまう。


「声に出して胸の感想を言わないでください！　はしたないですよ!!」


「あ、ごめん……。愛見って堅かた物ぶつだし、エロ要素のイメージがなかったんでつい……」


「わたしはエロくありません!!」


　愛見は叫ぶと次いではっとしてぼくを眺め……気まずそうに目をそらす。


「……先せん輩ぱい、まだわたしの進路指導を認めてないんですよね」


　こちらを見ぬまま彼女はそうつぶやいた。


　ぼくはさっき彼女とぶつかった衝しよう撃げきで落としてしまったハートのペンダントを拾うと……それを見つめて黙だまりこんでしまう。


「……進路指導をする以上、わたしは謡江先輩が最高の仕事に就つけるようベストを尽つくします。だから──」


　そこまで言って、愛見は言葉を濁にごす。


「……丈途先せん輩ぱいにとっては、そういう問題じゃないんですよね」


　自分に言い聞かせるように喋しやべると、彼女はその場を去り始めてしまう。


「──あっ！　謡江は今なにをしてる──」


　問いかけるぼくの声は、遠ざかる愛見にはもう届かなかった……。


　行き場のない感情を漏らすように呻うめくぼくへ、横合いから唐突に声が聞こえる。


「……丈途くん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　見ると、鳴唐さんが心配そうにこちらを見つめていた。


「……どうしてこんな所にいるの？」


「え!?　そ、それはその……」


　鳴唐さんは慌あわてて目を泳がせつつ「べ、べつに急に外へ出た丈途くんが気になって追ってきたとかじゃないの！　その……お散歩してたの!!」と一いつ所しよ懸けん命めいに声を張る。


　……なるほど。ぼくの様子がおかしかったから追ってきたのか。


　がんばって隠かくそうとする鳴唐さんに苦く笑しようすると、ぼくは「心配してくれてありがとう」と微笑ほほえむ。


「だ、だから吹音は──」


　そこまで言うと、ふと彼女は愛見が去った方を眺ながめた。


「愛見さん、進路指導に迷いがないね」


「うん……」


「きっと、凄すごく調べてやってるからなんだろうね」


「うん……」


　愛見が人一倍がんばっているのはわかっているのだ。よく、わかっているのだ……。





「──ということで一通りの連れん絡らく事じ項こうは終わりです。あと、謡江さんは芸能活動でまだしばらくは登校できないそうです」


　亜希先生はそう言うと、帰りのホームルームを終わりにして教室から出て行った。


　やっと放課後になった途と端たん、それを待っていたかのように蘭がぼくの机の前に来る。


「謡江ちゃん、凄いことになってるわよ！」


　彼女はノートパソコンを開くとぼくに見せてくる。街頭カメラの映像なのか、駅前をゆきかう人々が映されていた。そのカメラに映っていた大きなファッションビルに、大人びたメイクをしてシックなワンピースドレスを着た謡江の巨きよ大だい広告が載のっていた。


「まだデビューすらしてないのに、カリスマアーティストにしてファッションリーダーって感じよねぇ」


　蘭がうっとりするようにして漏もらす。彼女は次いでパソコンを操作すると、外国のテレビ番組を映し出した。そこでは謡江のＣＭが外国語で流れている……。


「これ、今朝けさぼくが見たやつだ」


「あたしも見たわよ。でもね、このＣＭ……」


　蘭は言いながらキーボードをタッチすると、数秒ごとに違ちがう国の映像になり、そのたびに謡江の映像が違う言語で流れ出す。


「いろんな国で一気に放送されてるのよ。もう世界的アーティストの仲間入りね」


「……凄い……」


「あっさりと遠い存在になっちゃったわねぇ……これなら早めに妹にしておくべきだったわ」


　蘭は残念そうに言い、ため息をつく。


「──これはこれで、よかったのかもしれないね」


　まだ教室に残っていた律が、ぼくの横の席で蘭のパソコンを見つめていた。


「自分の望む職種じゃなくても、才能を遺い憾かんなく発揮して働いた方が幸せな場合もある」


「そうねぇ。学園アイドルをしてたって、先はないものねぇ……」


　頷うなずき合うふたりを見て、ぼくは妙みように腹が立ってきてしまう。


　謡江は……きっと凄い覚かく悟ごでこの道を選んだのだ。


　律たちは、音楽棟とうで泣きながらアップテンポの曲を歌っていた彼女を知らない。


　中庭で不安にかられてぼくへ抱だきついてきた謡江を知らない……。


「──うぅ……謡江さん、もうミサとは簡単に話せない人になっちゃったニャ～！」


　突とつ然ぜん、ミサが涙なみだを流しながら教室へ入ってくる。そして謡江の席に座ると「……せめてここで謡江さんの温ぬくもりを……」と言いながらひとりで泣き始めてしまった。


「──困ったなぁ。ミサちゃん、教室でもずっとこんな感じなんだよぉ」


　創が珍めずらしく眉み間けんにしわを寄せ、扉とびらの前からこちらへ来る。


「ポルノ作家くん、ミサちゃんに得意のポルノでもプレゼントして癒いやしてあげてよ。ボクは開発費が足りなくてロボ謡江ちゃんを作れないし……」


　ロボ謡江……!!


「それは作らなくていいから!!」


「でもどうにかしないと……ほら」


　創に言われてミサへ目をやると、彼女は黒マントの中からなにか取り出していた。


　──謡江の顔がたくさん描えがかれたペン。


　──謡江の顔形の鍋なべ。


　──謡江の姿が等身大にプリントされた抱き枕まくら。


「買い集めたタイアップ商品なんだってさ～」


「これ売ってるの!?」


　驚おどろくぼくをよそにミサは鍋へ食材を入れるとなにか呪じゆ文もんを唱えて宙に浮うかし、その下に炎ほのおを出してひとり鍋を始めてしまった。


　そして枕を片手で抱だきしめながら、もう片方の手でペンを持って謡江の机になにか書き始める。





　冷たい謡江さんの席　ミサは孤こ独どくに温めるニャ


　いつか帰ってきたとき　あなたが凍こごえないように


　今日も遠くで輝かがやく謡江さんを　ずっとひとりで待つニャ


　だってミサは黒くろ魔ま術じゆつ師……光とは無む縁えんの　寂さびしい女ニャ





　──ズルズルズルッ。


　ミサは鍋からうどんを食べながら涙を滴したたらせる。


「愛のエロ百ゆ合り同人誌を一いつ緒しよに作れなかったのが心残りニャ～!!」


　──ズルズルズルッ。


「謡江さんがどんどん有名になって嬉うれしいけど、寂しいニャ～!!」


　──ズルズルズルッ。


　……やけ食い、だろうか……。


　ミサは鍋の湯気で猫ねこ耳をしおれさせながら、ひとりで延々と鍋をしていた。





　ぼくは寮りように帰るとベッドに座り、謡江のハートのペンダントを見つめる。


　……いつもそばにいてくれて当り前だった謡江。いなくなることなんて想像もしていなかった。まさかこんな、心に穴があいたみたいになるなんて……。


　気分をまぎらわすようにテレビをつけると、謡江の特番が流れ始める。


　スーツを着たおじさんが謡江について語っており、どこかのショッピングセンターで謡江がデビューするまでの間にカウントダウンセールをすると言っていた。


『──それでは本日のゲストにお越こし頂きましょう。園声謡江さんです！』


　そのひと言を聞き、ぼくは画面に見入ってしまう。


『今日はよろしくお願いします！』


　そう言って司会の横に現れた謡江は、体にフィットしたワインレッドのドレスを着ていた。……学園にいた頃ころからは想像もできない大人びた姿だ。彼女は、ぼくが見たこともないような外向けの微笑ほほえみを作っていた。


　──ズキンッ。


　不意に、胸が痛む。作られた謡江の笑えみに、違い和わ感かんを覚えた。


『──謡江さんは昔からバラードが好きだったんですか？』


『──はい！　子供の頃からよく練習してて……今回、音楽事務所の方にスカウトして頂いたんです!!』


　──ズキンッッ。


　笑顔で言いきった謡江を見て、胸の痛みが激しくなる。


　あんなの……謡江の本心じゃない！　あんな台詞せりふ……言わされてるだけじゃないか!!


『──尊敬する歌手は誰だれですか？』


『──そうですねぇ……え～と──』


　そこで彼女が言ったのは、本当に憧あこがれていたアイドル歌手ではなく、今流りゆう行こうの外国の歌手だった。


　──ズキッッッ！


「もうやめてくれよ！　こんなの……全部噓うそじゃないか!!」


　ぼくは思わず叫さけび、ハートのペンダントを握にぎりしめた手をベッドに叩たたきつけそうになる。だがすんでのところで思いとどまり、そっと手を開いてペンダントを見つめた。


　その間も謡江はテレビの中で作られた台詞を笑顔のまま喋しやべり続けている……。


「ぼくは……いつも通りの謡江の方が好きだ」


　そっと漏もらしたひと言で、なぜか口の中に苦いものが広がる。


「ぼくは……ちょっと残念な謡江の方が、昔の親しみやすい謡江の方が……好きだっっ!!」


　ぼくの声は画面の向こうにいる謡江に聞こえるはずもなく、部屋の中に響ひびいて消える……。


　笑顔で噓を喋り続ける謡江を見つめながら、ぼくは、言いようのない無力感に包まれていた。








「──謡江さん、本日はありがとうございました」


　テレビ番組の司会がお礼を言うと、謡江は微笑みながら頭をさげた。


　そして、セットの中から出て放送局の廊ろう下かを歩く。


　……あれでよかったのよね。今さらアイドルへの想おもいを語ったって……誰も喜ばないもの。


「そうよ、お仕事なんだからこれでいいのよ。きっとこれが……大人になるってことなのよ」


　自分を納なつ得とくさせるように言うと、謡江は無意識に胸へ手をやる。だがそこにはもういつもつけていたハートのペンダントはなく、彼女の手は空を切ってしまった。


「……もう、捨てたのよね」


　謡江はペンダントをつかみそこねた手を握りしめ、胸にわき上がりそうになる様々な想いを押し殺す。


「──お疲つかれさまでした！　完かん璧ぺきなコメントでしたよ!!」


　愛見が後ろから駆かけてきて、謡江にねぎらうように言った。


「……えぇ、ありがとう」


「次の職場体験は……デビュー曲のレッスンですね。謡江先せん輩ぱいの正式デビューはもう少し先で、今はプロモーションで盛り上げるだけ盛り上げているところです」


　そう言いながら愛見が資料をめくっていると、突とつ然ぜん、彼女がふらつく。


「愛見さん!?」


　謡江が駆け寄って支えると、彼女は「大だい丈じよう夫ぶです……」とひとりで立った。


　そのとき、普ふ段だんは眼鏡めがねで隠かくれている目の下が見える。そこが、驚おどろくほど黒ずんでいるのが見える。


「……愛見さん、凄すごいクマ……」


「あぁ……外国ともやりとりしてますので、寝ねる時間が中々とれなくて……」


「ちゃんと休まないと駄だ目めよ！」


「いえ、この職場体験には謡江先輩の人生がかかってるんです。手は抜ぬけません」


　きっぱりと言って謡江を見つめる愛見の瞳ひとみから、職場体験にかける覚かく悟ごが伝わってきた。


　……出会って間もない私のために、ここまで……。


　愛見の姿を見て、謡江は胸が熱くなってくる。


「愛見さん……ありがとう」


　謡江は知らず、彼女の手を強く握りしめていた。


　……そうよ、これでいいのよ。私はバラードシンガーの才能に恵めぐまれてるんだから……。


　謡江は自分を納得させるように考えると、愛見をじっと見つめる。


「愛見さん、私たちふたりでがんばり──」


「──あっ！」


　愛見はふと気づいたように資料へ目を落とすと、慌あわてて喋る。


「すみません、伝え忘れてたことがあります！　三日後はオフなんですけど……休養にあてます？　学校へ行きます??」


〝学校〟……その響きが、謡江にはとても懐なつかしいものに感じられた。





　……そして三日後。寮りようの部屋で目を覚ました謡江は、薄うすピンクのカーテンの隙すき間まから部屋に陽ひが差していることに気づく。


　……何時かしら？


　部屋に飾かざっていた時計を確かく認にんすると、もう昼過ぎであった。


「今日はオフか……どうしようかなぁ」


　有名になりすぎた今では、街で買物することすら難しい。誰かと一いつ緒しよに出かけようにも学園のみんなは仕事で忙いそがしい上に、平日では登校しているだろう。


「……学校か……」


　謡江はわずかに悩なやむと、意を決したように制服へ着き替がえて寮を出る。


「久しぶりね……みんな元気かしら？」


　謡江が教室に入ると、自分の席の隣となりに座る男子──丈途が、急に顔を輝かがやかせてこちらを見つめてきた。


　その瞬しゆん間かん、彼女を胸の痛みが襲おそう。心臓がばくつき、言葉にならない様々な想いが飛来する。


　──音楽棟とうでアップテンポを歌った直後、自分を慰なぐさめてくれた丈途。


　──自分のためにポルノを書き、不器用に喋しやべりながら渡わたしてくれた丈途。


　──そして、吹音と話しこんで自分に気づかなかった丈途……。


「……全部、昔のことなのよ」


　彼女は自分へ言い聞かせるように喋ると、丈途から顔をそむけ……黙だまって自分の席へと着く。


　すると丈途は、落ちこんだようにして口をつぐんでしまった。


　再び、胸の痛みが謡江を襲う。


　……私、丈途くんのことはもうあきらめたはずなのに……。


　──ズダダダダッ！


　まだ授業開始前だというのに、教室内には蘭の弾だん丸がんタッチの音が響ひびき渡っていた。他ほかの生徒たちも、自分の仕事で手一いつ杯ぱいである。


　それを見て謡江は不意に考えた。


　……在宅系の仕事なら、私も登校しながら働けたかしら？


　内心でつぶやくも、彼女はそれを打ち消すようにして首を横へ振ふる。


　……私はもう学園生活をあきらめたじゃない。今さら……。


「──謡江さん、お体は大丈夫ですか!?」


　前の席に座っていた総才が、久しぶりに会った嬉うれしさを爆ばく発はつさせるように喋りかけてくる。


「えぇ、元気よ」


　そう答えると同時に授業開始のチャイムが鳴ってしまい……総才は悔くやしそうに前を向いた。


　そして放課後になると、仕事を一段落させた生徒たちが謡江へ一斉に話しかけてくる。


「謡江ちゃん、今日はオフなら……放課後はあたしの部屋でゆっくりしていかない？」


　蘭が、謡江の髪かみをそっとすきながら優やさしげに語りかける。


「有名人が妹になったら、スキャンダルになるじゃないか！」


　律が慌てて蘭を止めに入った。


「……ふふっ。みんな久しぶりね」


　謡江が微笑ほほえむと、みんなはそれから彼女が出演していたテレビ特番について話し始める。


「謡江ちゃん、デビューしてる歌手より宣伝が派手なんだもん。凄いわぁ」


「ファンの数だけで言えば、国内のアーティストなんて比にならないからね」


　うっとりして喋る蘭へ、律が頷うなずきながら答える。


「わしもファンクラブ会長として、より精しよう進じんせねばな！」


　総才は、自分を戒いましめるようにして葉巻の紫し煙えんを吐はいていた。


　それからも話は続いたが……みんな、絶対にある一点には触ふれてこない。


　謡江がバラードを好きだったと噓うそをついたことだ。


　みんなの優しさが、逆に辛つらかった。夢をあきらめた自分を強く意識してしまい……耐たえられなかった。


「っ……!!」


　思わず、隣にある丈途の席へ目を向ける。


　しかし彼はいつの間にか帰っており、そこには誰だれの姿もない……。


「……そうよね。あんな態度しちゃったら……帰っちゃうわよね」


　そう漏もらした謡江の表情は、これまでに見たことがないほど寂さみしげだった。


　そんな謡江を遠くから眺ながめて首をかしげた人物がいる。それは──吹音だ。


　吹音は謡江へ近づくと、不思議そうに口を開く。


「謡江さん。今の生活、本当に満足？」


　そのひと言に──。


　言葉を返せない。


　声が出ない……。


「謡江さん、やっぱり──」


　吹音はなにか気づいたように喋りかける。その瞳ひとみは本当に純真で、自分の心を見み透すかされているようだった。


「わ、私……レッスンがあるから！」


　あるはずもない予定をでっち上げ、謡江はいきなり席を立つ。


　これ以上吹音の前にいたらきっと、胸の奥に押しこめた想おもいを爆発させてしまいそうだったから……。


　そんな中、ついに、愛見の最後の進路指導が始まろうとしていた。




　４　悩める歌姫に想いを届けよう！







『進路指導その三　初ステージ』


　全世界に生放送される超ちよう有名音楽番組「サウンド・ワールド」にて、ついに園声謡江先せん輩ぱいがデビューします。


　開かい催さい地はアメリカ。放送は一週間後。この番組に出ることでバラードシンガーとしての地位を確立して安定した就職を成しとげます。つまり……学園を〝卒業〟するのです。





　謡江が登校した次の日、学校に来ると朝のホームルームでそう書かれたプリントが配られた。


「〝卒業〟……」


　ぼくはプリントを見つめて啞あ然ぜんとし、言葉を失う。


　次いですぐに亜希先生へと目を向けた。


「先生、これ、どういうことですか!?」


「どうもなにも書かれている通りよ。まだ閃学園在ざい籍せきではあるけど……謡江さんはもう、登校しません」


「登校しない!?」


　ぼくは先生の言葉を聞いて絶句する。


　昨日、教室へ来た途と端たんにぼくから顔をそむけた謡江……。


　放課後、謡江に話しかけられずに帰ってしまった自分……。


「ぼくは……馬ば鹿かだ。なんで昨日話しかけなかったんだよ……」


「……生徒がいなくなるのは寂さびしいけど、それが幸せのためなら……」


　亜希先生は言いながら目を伏ふせ、それ以上はなにも語らなかった。


　そのとき、唐とう突とつに教室の扉とびらが開いた。そして、総才が凄すごい勢いで駆かけこんでくる。


「愛見の奴やつ、今さら謡江さんのデビュー日を教えおって……謡江さんファンクラブをなんだと思っとるんだ！」


「総才も今知ったの？」


「さっき愛見から呼び出されて聞いた！　こんな重要事じ項こうをファンクラブ会長たるわしにまで黙だまっているとは……!!」


　総才は苛いら立だたしげに紫し煙えんをまき散らすと、「ファンクラブ会員の政治家どもを使って閃学園生全員分のアメリカ旅行を手配させる！　学園総出で謡江さんのデビューを応おう援えんするぞ!!」と息を巻く。


「まったく……ただでさえファンクラブの会員が増えて管理が大変なこの時期に……。そろそろわしも登校できなくなりそうだぞ」


　彼はいくらか愚ぐ痴ちると、「亜希先生、わしはもう早退させて頂く!!」と教室を駆け出た。


　……登校していきなり早退って……。


　ぼくが内心で突つっこんでいると、前の席に座っていた鳴唐さんがこちらを振ふり返る。


「……どうしたの？」


「あとで大事な話があるの。放課後になったら……どこかふたりきりになれる所で会いたいんだけど……」


「ふたりきり!?」


「うん。とっても大事な話だから。あと、本番前に練習もしておきたいし……」


　──とっても大事な話だって!?　しかも、〝本番〟前に〝練習〟!?


「まさか、初体験の誘さそいなんじゃ……」


　純情な鳴唐さんが自分からそんな誘いをするだなんて……積極的になりすぎだよ!!　きっと部屋でふたりきりになった途端、「吹音、まずどうしたらいいかな？」だなんて潤うるんだ瞳ひとみを向けてきて、ぼくが「じゃあまず正常位の練習をしておこうか」と言って彼女をあおむけに寝ねかせてそのままおおいかぶさると、服越ごしに彼女の柔やわらかい股こ間かんの感かん触しよくが伝わってきて「んふっ……！　なにか硬かたいものが当たってるの……」だなんて頰ほおを上気させて自らもわずかに腰こしを動かし始め、快楽で柔らかさが増した股間でぼくを優やさしくしごき出して──。


「もう限界だよ！　本番しよう!!」


「……駄だ目めよ。まずは練習しないと」


　鳴唐さんは困ったようにそう漏もらしていた。


「そ、そうだね。でも……どこで練習しようか？」


「う～ん。じゃあ、音楽棟とうの個室にしましょう」


　音楽棟の個室……防音バッチリじゃないか!!


　──ゴクリ。


　さきほどの妄もう想そうがリアルになってきて、生なま唾つばを呑のんでしまう。


　これは、かなり本気マジな展開かも……………………………………………………………………。


　昼休みになると、ぼくはみんなと学食でご飯を食べながら話を始める。


　話題に上ったのは、謡江が出演するサウンド・ワールドへ行くかどうかだった。


　──カチャ、カチャ。


　マイナイフとマイフォークを使って食事をしながら、律が考えこんでいる。仕事が忙いそがしいのだ。謡江の応援へ行くのも簡単ではないだろう。


「……僕の計算だと、出発時刻の一時間前には仕事にめどをつけられそうだ」


　彼はそう言って頷うなずくと、フォークを使ってカツ丼どんを口へ入れる……。


「って、なんでカツ丼なのさ!?」


　ぼくが突っこむも、彼は「最近疲つかれていてね。カロリーが欲しいんだ」と肩かたをすくめる。


「いや、ぼくが言ったのはなんでナイフとフォークで──」


「そこ、食事中にうるさいわよ！」


　少し離はなれた席で蘭が妹たちに囲まれてパスタを食べていた。


「──お姉さまぁ。私、一度でいいからサウンド・ワールドを生で見たいですぅ」


「──そうですよぉ。それにお姉さまったら最近仕事ばっかりで……あたしたちのことほったらかしで……」


　言いながら自分にすりよる妹たちの頭を、蘭はいとおしげになでつつ口を開く。


「謡江ちゃんの晴れ舞ぶ台たいだもの。あたしもなんとか仕事をすませて行くわ」


　彼女の言葉を聞いて、妹たちは「「やったわね！」」とみんなで喜んでいた。


「──謡江さん、ついにミサの手の届かない人になっちゃうのニャ……」


　ぼくの後ろの席から暗い声が聞こえる。


　振り返ると、ミサがうつむいて焼き魚を食べており、猫ねこ耳をしおらしく垂らしていた。


「謡江さんが卒業するなら、ミサ、これ以上学園にいても仕方ないニャ……」


「──そんなこと言わないで、みんなと楽しくやろうよ～。例えば……ボクと一いつ緒しよにポルノ作家くんを解かい剖ぼうするとか！」


　創が、ミサを慰なぐさめるようにしてとんでもないことを言っている。


　……謡江の応おう援えんか。行きたいけど、ぼく、避さけられてるんだよな……。


　ぼくは目の前にある唐から揚あげ定食を見つめて考えこんでしまう。


　そのとき、蘭が自分の向かいの席に座っていた鳴唐さんへ声を上げた。


「吹音ちゃん。今日の放課後、一緒に旅行の買い出しに行かない？」


「あっ……その、吹音は……」


　彼女はそこまで言うと、ぼくのことをちらりと見つめた。


　その瞬しゆん間かん、彼女が教室で「あとで大事な話があるの」と言ったことを思い出す。


「吹音、やらなきゃいけないことがあるから……」


　ヤらなきゃいけないこと……!!


　あまりに大だい胆たんな発言に、ぼくはつい周りを見回す。


「──丈途。僕らも旅行の買い出しをしようか」


　律が、こちらを向いて問いかけてきた。


　ぼくは「ごめん、仕事が忙しくてさ……」と断ると、唐揚げ定食へ箸はしをのばした。


　……謡江の〝卒業〟に、鳴唐さんとの初体験……か。


　そう考えた途と端たん、不安と期待がないまぜになり……とても食事がのどを通る気分ではなくなってしまう。


「……散歩でもするか」


　ぼくは食べかけの唐揚げ定食を持つと、食堂のカウンターへ返しに行った。





　まだ昼休みは続いていたのでひとりで校舎を歩いていると、廊ろう下かの向こうから新聞同好会のメンバーが歩いてくるのが見えた。


「──あら丈途さん、ちょうどよかったですわ」


　部長はぼくに目をとめると「謡江さんのデビューを取材しに行きますから、今日の放課後にミーティングしますわよ」と言う。


「あ、ごめん……。今日はちょっと用事があってさ……」


「……用事？」


　部長はぼくの態度からなにか察したのか、突とつ然ぜん瞳ひとみを細める。


「その……仕事だよ、仕事！」


「──お前、なにか隠かくしてるだろ。今いやらしくも鼻がひくついてたぞ、この変態神め」


　来夏がカメラのレンズをこちらへ向けて言う。


「──丈途くん。謡江ちゃんは一世一代のデビュー前なんだから、閃新聞で全力報道して応援しましょうよ！」


　勝代が握にぎりこぶしを掲かかげて声を上げる。


「いや、ぼくは本当に仕事が……」


　たじろぐぼくを見て、部長は軽く意地悪をするように「正直に話さないなら、あたくしのＳＰを使ってでも新聞同好会へ連れて行きますわよ？」と喋しやべる。


　その言葉に反応して、彼女の後ろにひかえていたロッキーとブレイドが前へ出てきた。


　──ボキボキッ。


　指を鳴らしながら、ブレイドが「お嬢じようの頼たのみが聞けねぇってのか？」とドスをきかせた声を出す。


「少年。噓うそをつくのは感心しないな」


　ロッキーが諭さとすように喋る。


　……うっ！　とても言い逃のがれできる状じよう況きようじゃない……。


「……その、鳴唐さんと約束があるんだ」


「約束って、どんな内容ですの？」


「詳くわしくは今日の放課後に話すらしいんだけど……」


「ふぅ～ん、そうですの。吹音さんが……」


　部長はしばらく考えると「そういえばおじいさまが……」と漏もらす。


「……わかりました。丈途さんは今日の新聞同好会を休んでいいですわよ」


「……え？　いいの??」


　部長はなにか面おも白しろいことを見つけたように口の端はしを上げると、ぼくを通り過ぎて廊下を進んでいく。


「吹音さん、やっと動き出してくれましたわね」


　遠ざかってゆく彼女から、そんな言葉が漏れていた。


　……部長、なにを考えてるんだろう？


　相変わらず謎なぞな人だった。


　そして午後の授業が始まり、ひとしきり勉強すると……ついに放課後になる。


「……今からぼくの初体験が……!!」


　口にすると同時に胸が高鳴り、呼吸が荒あらくなる。


　──落ち着けぼく！　なにせ、ぼくが鳴唐さんに教えなきゃいけないんだ。今までさんざんポルノで練習してきた成果……今日こそ発揮してみせ──。


　そのとき、帰りの用意で出していた筆箱やノートにまじって、一枚のプリントが目に入った。


『進路指導その三　初ステージ』


　そう題された、謡江の卒業プラン……。


「謡江、今も卒業するためにがんばってるんだよな……」


　自分の口から漏れた言葉を聞き、胸が苦しくなる。


　どんどん離はなれてゆく彼女を想おもい、辛つらくなってゆく。


「初体験……か」


　なぜか、急速にやる気をなくした自分に気づいた。


　今はとてもそんな気分になれない。


　……断ろう。


　そう思った。


「……丈途くん、行こう？」


　鳴唐さんが前の席から振ふり向いて言う。


「……うん」


　ふたりきりになったら、正直に自分の気持を言おう。


　そう心に決めると、ぼくは彼女と一いつ緒しよに音楽棟とうへ向かった。


　鳴唐さんは三階にある個室の練習部屋へとぼくを案内する。扉とびらが閉じられると、外から流れてきていた生徒たちの談話する声が完全に聞こえなくなった。


　鳴唐さんは個室の中ほどまで進むと、意を決するようにしてこちらを振り向く。


「吹音、やっとわかったの──」


「ごめん！　ぼく、今は初体験なんて気分じゃないんだ!!　誘さそってくれたのに悪いけど──」


「……初体験？　なんの??」


　彼女は不思議そうに言い、じっとぼくを見つめてくる。


　……え？　もしかして、違ちがうの!?


「そんな……ウキウキしたり悩なやんで断り方を考えてたぼく……馬ば鹿かみたいじゃないか!!」


　自分の行動を思い返し、思わず身み悶もだえしてしまう。


　彼女は悶え続けているぼくを見ると、「……話、続けていい？」と聞いてきた。


「……う、うん」


「昨日、謡江さんと話してやっとわかったの。謡江さん……やっぱり今の生活が嫌いやなのよ」


「……どうしてそんなことがわかるの？」


「吹音が今の生活に満足してるか聞いたとき、なにも答えなかったの」


　鳴唐さんの話を聞き、ぼくは久しぶりに謡江が登校してきたときのことを思い出す。あのとき彼女は憂ゆう鬱うつそうで、放課後になるまで誰だれとも話さなくて──。


「そうだ。もうすぐデビューするのに、全然楽しそうじゃなかった……」


「……それでね、吹音、思ったの。謡江さんに今必要なことって……自分の『本当の気持』と向き合うことなんじゃないかな？」


「本当の気持??」


「理由はわからないけど、謡江さんは自分に噓をついてる。それなら、どうにかして本当の気持と向き合えば、きっと……」


　鳴唐さんはそこから先の言葉を選ぶようにして、わずかに間をおいた。


「きっと……幸せになる」


「幸せに……か」


　……ぼくは、謡江に幸せになって欲しい。


「でも、どうやったら謡江に『本当の気持』と向き合ってもらえるかな？」


「う～ん。吹音と丈途くんが世界平和を達成したときみたいに、ふたりの才能を合わせる？」


「……確かに、それ以外にいい方法が浮うかばないね。よし、それでいこう!!」


「うん!!」


　そしてぼくたちは、準備を始めた。


　その方法が予想外の結果を生むことも知らずに……。








「──貴様ら、あとから応おう援えんに来るとしても、絶対に謡江さんの出演時間には間に合えよ!!」


　音楽棟で話し合いをしてから数日後。運動場にいたぼくと鳴唐さんは総才から念を押すように言われる。


「遅おくれるわけないさ」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　きっぱりと言うぼくらを見て、総才は満足げに頷うなずいて後ろを振り返る。


　そこには、百名近い閃学園生たちがひかえていた。全校生徒の九割近い人数……みんな、謡江を応援するために集まったのだ。この応援は修学旅行と同じ扱あつかいになり、ちょっとした観光もあるため先生たちも同どう伴はんしている。そのため生徒は普ふ段だん通りの恰かつ好こうをしていて制服姿の者も多かった。


「ではこれより、我らが女め神がみ謡江さんの応援に向かう！　気合を入れて行けよ!!」


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　総才は、ファンクラブの会員でもない学園生も含ふくめてそのかけ声を言わせていた。


　……癖くせの強い学園生たちに対してここまでの統とう率そつ力……さすがボスの天才だ。


「……それにしても才能の無む駄だ遣づかいだな……」


　ぼくが声を合わせる学園生たちを啞あ然ぜんとして眺ながめていると、彼らは次いで運動場脇わきの舗ほ装そうされた道に停とめてあった大型バスへ乗りこみ始める。


「──丈途！　僕の計算だときみが仕事を終わらせてこちらと合流できるのは開演二時間前だ！　がんばってくれ!!」


　律が、ぼくへ寂さびしそうに手を振ってくる。


「──吹音ちゃん、クラリネットの練習中に寂しくなったら……いつでも『お姉さま』って叫さけんで！　地球の裏側からでも駆かけつけるわ!!」


　蘭が、妹たちに引かれながら未練たらたらで声を上げる。


　そしてみんながバスにのりこむと……すぐに発車して、運動場にはぼくと鳴唐さんだけが残った。


「……じゃあ、ぼくたちは準備を続けようか」


「でも……間に合うかな？　丈途くん、まだいいポルノを書けてないんだよね??」


「間に合わせるさ。そうじゃないと……」


　謡江が幸せになれない。


　それだけは……絶対に嫌だ!!


　そして鳴唐さんはすぐに音楽棟とうへ向かい、ぼくは自分の部屋で原げん稿こうの執しつ筆ぴつを始める。


「本当の気持と向き合うポルノ……一体どう書けば……」


　迷いながら、ぼくはとにかく書くことにした。












　謡江にどんなポルノを書こうかぼくが自室で悩んでいると、突然、勝代がチアリーダー姿をして駆けこんでくる。……なぜか彼女が持っているボンボンは、シルク製だった。


「応援なら私に任せて！　まずは……丈途くんのポルノ執筆に必要なエロを補充よ!!」


　勝代はそう言うとぼくをベッドに押し倒し、「丈途くんの股間を応援するわね！」とこちらのズボンを脱がしてパンツ越しにボンボンで股間をはさむ。


「女の子が部屋へ来たのにフニャフニャだなんて……たるんでるわよ！」


　そう言って彼女はボンボンを優しく上下させ始めた。無数にあるシルクの切れ端が複雑に蠢き、柔らかくもさらさらとした感触で股間を這い回る。


「くうぅ……」


　シルク独特の快楽を前に、ぼくは思わず喘いでしまう。そんなぼくへ勝代は「フレー♪　フレー♪」と元気に笑顔を向けてきた。複雑に絡み合うシルクの蠢きが加速し、股間をどう這い回っているのか知覚できないほど多量の快楽が襲ってくる。そして股間が一気に硬くなった。


「やっと本気になったわね！　さぁ、その劣情を原稿にぶつけて!!」


　勝代はぼくを机の前まで引っ張ると椅子に座らせる。そして横からボンボンで愛撫を続けた。


「早くしないと謡江ちゃんがデビューしちゃうわよ！」


　言いながら彼女はボンボンを回転させるように動かして、シルクで股間をシェイクするようにして強い快楽を与えてくる。硬くなった股間はボンボンの新たな動きにビクッビクッと反応し出した。


「ううっ……！」


「喘いでる暇があったら、その快楽を原稿にぶつけなきゃ駄目よ！」


　勝代は股間の先と肉棒の周りを同時に責め、さらに強い愛撫をしてきた。ぼくは気持よすぎて頭が真っ白になり始め、「くぅ……うぅっ……！」と声を漏らしてペンを落としてしまう。


「……もう。こんなに応援してるのに、どうして書けないの？」


「こんな状態で書けるわけないから！」


　ぼくが突っこむと、勝代は一瞬首をかしげて……微笑む。


「そっか。まずはイきたかったのね！」


　彼女はそう言うとボンボンを外し、パンツ越しにぼくの股間を直接握る。しなやかで力強い勝代の指が、こちらの肉棒をがっちりつかんでいるのがわかった。


　彼女はその温かな手を素早く蠢かし……有無を言わさぬ快楽の波でぼくをすぐに果てさせた。












　──って、これじゃぼくが応援されてるじゃないか!!


「だぁぁぁもう、全然考えがまとまらないよ！　謡江が本当の気持と向き合うポルノって……なんなんだよ!!」


　ぼくは頭をかきむしりながら叫ぶ。


「こんなんじゃ駄だ目めだ！　早く、早くしないと!!」


　自分を追いつめるように言うと、ぼくは思いついたままとにかく書き始めた………………。





　──そして二日後──。


　──ドンドン！　ドンドン!!


「……まだ眠ねむいよ……あと五分……」


　──ドンドン！　ドンドン!!


「丈途くん、もう出発しないとサウンド・ワールドに間に合わないよ!!」


「──え!?」


　ぼくはベッドの上から慌あわてて起き、携けい帯たい電話で時計とカレンダーを確かく認にんする。


　──ほんとだ！　ずっと原稿ばかり書いてて……疲つかれて寝ねてた!!


「って……今の声、鳴唐さんだよね!?」


　焦って扉とびらを開けると、そこには制服を着て音おん符ぷ柄がらの車輪付きアタッシュケースを持った鳴唐さんがいた。


「なんで男子寮りようにいるの!?　守衛さんは!?」


「いなかったよ。下に貼はり紙があって、謡江さんの応おう援えんでしばらく休みなんだって」


「そんな理由で休んでいいの!?」


　ぼくが驚おどろいていると、鳴唐さんはぼくの部屋へと目を向ける。


「……『あえぎこんさーと』……『よるのはっせいれんしゅう』……」


　彼女はぼくが資料として本ほん棚だなから引っ張り出していたポルノ小説のタイトルを読み上げていた……。


「駄目！　そんなもの見ちゃ駄目!!」


　ぼくは慌てて鳴唐さんを押すと部屋の扉をしめ、「今すぐ用意するから待ってて！」と叫ぶ。


　そしてボストンバッグに服や執筆道具を入れると、寝ね間ま着きから制服に着き替がえてすぐに部屋を出た。


　それからぼくたちは、急いで閃学園をあとにする。





　……閃学園を出てゆく丈途と吹音を、木の陰かげから見送る者がいた。


「うふふっ……やはり思った通りでしたわね。才能の聖域サンクチユアリが崩ほう壊かいしたこの学園で一番変わった吹音さん……あなたなら、謡江さんの進路についてなにか気づくと思いましたわ」


　木の陰からゆっくりと出てきた人物……それは部長だった。


「普ふ通つうに考えれば、謡江さんの今の状じよう況きようはあたくしから見てもベストな進路ですが……丈途さん、あなたはどんなポルノで彼女の未来を切り拓ひらきますか？」


　言いながら、部長は自分の左胸に手を添そえる。丈途と一いつ緒しよに世界平和を目指して駆かけ抜けた思い出のつまった、弾だん痕こんのある胸……。


「愛見さんがこのまま勝ってしまうのも記事としては面おも白しろくありませんし……一回くらい、丈途さんたちの手助けをしましょうかね」


　閃学園を出てゆく丈途の背を見つめながら、部長はどこか優やさしげに微笑ほほえんでいた。








「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　アメリカ都市部の一角に建てられた大型ドームには、数万人の聴ちよう衆しゆうが集まっていた。世界にライブ配信されるコンサートを生で見られる、極ごく限られた人々……。


　その会場のほとんどから、謡江の名前を叫さけぶ声が上がっていた。今、この場所は世界中にいる謡江ファンで埋うめ尽つくされていたのだ。


「──コンサート開始三十分前か。しかしこの熱気……凄すごいね」


　律が、辺りを見回しながら圧あつ倒とうされたように漏もらす。


「──あたしたちの謡江ちゃんがデビューするのよ！　当然でしょ!!」


　蘭は謡江ファンクラブが着ている物と同じピンクのハッピを妹たちと一緒にはおり、「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！」」と楽しそうに声を合わせていた。


「でも……おかしいな。僕の計算だと丈途はとっくに会場に来てるはずなのに……」


　律はステージ上の巨きよ大だい電光掲けい示じ板ばんに表示された時間を見ながら唸うなる。


「──いえず、うぃ～らぶ、うっだっえ!!」


　ミサが、有名になって自分から遠のいてゆく謡江を悲しむように涙なみだしつつ、しかし大声で応援していた。


「──会員ナンバー六六六番のミサよ！　笑え顔がおで我らの謡江さんを応援せんか!!」


　ピンクのハッピを着た総才が、葉巻でミサを差しつつ怒ど鳴なる。彼はそのあとすぐ会場を見み渡わたすと「そこの一団！　喋しやべってないで我らが謡江さんの御み名なを唱えんか!!」と叫び、駆け出してしまった。


「……まったく。わしも〝卒業〟して、ファンクラブ会長専業になりたいぞ」


　謡江のファンが増えすぎて管理に疲れていた総才は、紫し煙えんを吐はきつつそう漏らしていた。


「──いえず、うぃ～らぶ、うっだっえ!!」


　総才に注意された通り、ミサは笑顔で──しかし涙しつつ応援を続けている。


「──ミサちゃん、いざとなったらボクがロボ謡江ちゃんを作るからそれで──ん？」


　困ったように喋っていた創だが、急に携けい帯たい電話が鳴ったので手に取る。


「あ、部長。うんうん……なるほど～。ついにボクの発明を使うときが来たんだね！」


　創はそう言うと白衣の中からなにかのコントローラーを取り出し、ニヤリと笑う。


「やっぱり、ポルノ作家くんにはボクがいないと駄だ目めだなぁ～」





　──ジリリリリ～！


　コンクリート造りの駅構内を走っていると、少し離はなれた場所から電車がもうすぐ発進することを伝えるベルが鳴り響ひびく。


「──鳴唐さん、あの電車ってぼくたちが乗るやつ？」


「え～と……」


　ぼくに問われて、彼女は走りながら天てん井じようからぶらさがっていた電光掲示板を見つめる。


「うん。今出ようとしてるのに乗らないと、謡江さんのコンサートに間に合わないよ」


「ほんと!?」


　英語の授業を真ま面じ目めに受けていた鳴唐さんは、ちゃんと文字が読める。間ま違ちがいはないだろう。


　ぼくは慌あわてて走るスピードを上げようとした。そのとき──。


　パタンッ。


　ぼくの斜ななめ後ろで、同じくスピードを上げようとした鳴唐さんがこけてしまった。


　──ジリリリリ～！


　──ガタンゴトン、ガタンゴトン……。


　……電車が、遠くへ走り去ってゆく音が聞こえた……。


「ご、ごめんなさい……」


　体を起こして膝ひざ立ちになった鳴唐さんが、瞳ひとみを潤うるませて漏らす。


「いや……あのまま走ってても乗れたかどうか怪あやしかったし……他ほかの方法を探そう」


「でも、あと三十分しかないよ。もう、どう考えたって間に合わない……」


「大だい丈じよう夫ぶ！」


　ぼくは鳴唐さんのもとへ行き、その手を取って立たせる。そして「ぼくも少しは英語が使える……気がするし、ちょっと駅員さんに聞いてくるよ」と言う。


「あの、吹音はどうするの……？」


「転んで痛いだろうし、そこら辺で休んでて！」


　ぼくは言い置くと、急いで構内を駆けた。


　あと三十分……駅員さんなら、うまい乗り継つぎを知っているだろうか……。


「まだ謡江用のポルノができてないし……まいったな……」


　駆かけながら、弱気になる心を奮い立たせるようにして「まだ……まだきっと大丈夫！」と自分に言い聞かせる。


　駅員さんとおぼしき人を見つけると、ぼくはさっそく地図を取り出して行き先を指差し「Thirty Minutes」と時間を言う。


　突とつ然ぜんの質問に駅員さんは考えこんでいたが……首を横に振ふると「One Hour」と漏らす。


　えと……一時間か。……駄目だ、謡江の出番に間に合わない。


　ぼくが考えこんでいたそのとき、駅構内のスピーカーから声が流れ始める。





「──丈途く～ん！　吹音、迷子になっちゃった～！　迎むかえに来て～!!」





「えぇぇぇぇ!?」


　ほとんど涙なみだ声ごえで言われたその放送を聞き、ぼくは思いっきり吹ふいてしまった。


「なんで『そこら辺』で待ってて迷子なの!?」


　ぼくはスピーカーを指差して目の前にいた駅員さんを見ると、英語でどう伝えるべきか悩なやんであたふたしてしまう。


　だが、それでなんとなく伝わったのか、駅員さんは通路の奥を指差してくれた。


「サンキュー！」


　ぼくはお礼を言うとそのまま走り出す。


　いくらか進むと、鳴唐さんが事務室とおぼしき扉とびらの前に立っていた。


「丈途くん！　よかった……吹音、このまま外国でひとりきりになっちゃうかと思った……」


「ぼくも見つけられてよかったよ……。それにしても、どうしてこんな所に……」


「旅行してる団体さんの波にのまれて、気がついたらここに来てたの」


　……なるほど。


「それで、電車はどうだった？」


「……どうやっても間に合わないって……」


「そんな……」


「なにか、他の方法を探そう」


　それからぼくらは外に出て、タクシーを探した。しかし三十分では間に合わないと断られ続けた……。


　ぼくらは途と方ほうに暮れてしまい、近くの公園でベンチに座って頭を抱かかえる。


　すでに辺りは暗くなっており、街灯の光が木々を淡あわく照らしていた。


　少し離れた所から流れてくる街中の喧けん噪そうが、ぼくらの沈ちん黙もくを埋うずめている……。


「謡江用のポルノはできないし会場にも間に合わないし……どうしようか」


「でも……ここであきらめるのは嫌いや」


「そうだね……嫌だけど……」


　そのとき、公園の外にある大きなビルの壁へき面めんテレビに、『Sound World』という文字が浮うかび始める。


「サウンド・ワールド……ついに始まっちゃった……」


　ぼくの言葉を聞き、鳴唐さんが呆ぼう然ぜんとして顔を上げる。


「もう……駄だ目めだ」


　意図せず漏もれたその声は、ぼくらに作戦の失敗を告げるものだった…………………………。





「ポ～ル～ノ～作～家～く～ん!!」





　突とつ如じよ、空から声が聞こえる。


「な、なに!?」


　慌あわてて見上げると……一筋の流星が、こちらへ向かっていた!!


「やばい!!」


　ぼくは鳴唐さんを抱だいて持ち上げると、急いで駆け出す。


　──ドッカァァァァン!!


　流星はさきほどまでぼくたちが座っていたベンチに落ち、土つち煙けむりをもうもうと立ちこめさせていた。


「なにが起こったの……？」


　啞あ然ぜんとして土煙を見つめていると、その中から「無事着地～！」という声とともに白衣の裾すそを引きずった少女が出てくる。


「創！」


「ポルノ作家くん、迎えにきたよ～！」


「迎えにって……」


「ふっふっふ～。部長がきみの携けい帯たいにこっそりＧＰＳを仕込んでたのさ～。ボクはその信号を頼たよりに『助すけっ人とロケット』で会場から飛んできたってわけだよ～。会場の人混ごみが凄すごくて、ちょっと遅おくれてごめんね～」


「助っ人ロケット!?」


　言われて土煙へ目を向けると、数名の人ひと影かげが見える。


「創ちゃん……どこが無事着地なのよ。あぁ……大事な髪かみに土つち埃ぼこりが……」


　蘭が、ポニーテールをほどいて長い髪を手ですきながらこちらへ歩いてくる。……ってロングストレートの蘭、清純派っぽくていいな！


「……これならミサの悪あく魔まで来た方がよかったニャ……」


　土埃で咳せきをしながらミサが足を進めてきた。


「ミサには丈途たちを送ってもらわなきゃいけないからね……力を温存しておいて欲しかったのさ」


　律が、制服についた土を払はらいながらクールに喋しやべりつつこちらへ来る。


「みんな！」


　ぼくの声を聞いた彼らは、「「迎むかえにきたよ！」」と笑え顔がおで声を合わせてきた。


　みんな……ありがとう！


　そのときふと、ぼくの携帯電話が鳴る。


　……誰だれだろう？


　取ってみると、「丈途さん、あたくしからのプレゼントは届きましたか？」と部長の声が聞こえてきた。


「プレゼントって……みんなのこと？　いやぁびっくりした……じゃなくて、いつの間にＧＰＳなんて仕し掛かけてたのさ!?」


「さぁて忘れましたわね。しかしこうやって役に立っているわけですから問題ありませんわ」


「あるよ！　ぼくの私生活が筒つつ抜ぬけじゃないか!!」


「確かに……丈途さんが麓街の本屋の十八禁コーナー前に約十五分いたことも知っておりますし、他ほかには──」


「それ以上言わなくていいから!!」


　ぼくはみんなに聞こえていないか焦あせって周りを確かく認にんし、次いで思考を巡めぐらせる。


　……麓街の本屋へ行ったのは、みんなが謡江の応おう援えんでアメリカに向かったあとポルノの資料探しをしたときだから……最近か。最近なら、〝取材〟でエッチなお店が集まる場所を徘はい徊かいしてたことや、〝取材〟でエッチなお店に出勤するお姉さんを見て妄もう想そうをふくらませてたことはばれてないな。そう、あくまで〝取材〟で……。


「……丈途さん、なに黙だまりこんでますの？　まさか……ＧＰＳをつけられると困るようなこと、してたんですの？」


　部長が、低い声で問いかけてくる……。


「そ、そんなことしてないから！」


「……まぁいいですわ。それより、謡江さんの出演まで残り十五分を切りましたわよ。もう時間がありませんから、みなさんと協力して丈途さんたちの作戦をやりきってください！　さぁ、今回の締しめ切きりはきついですわよ!!」


「わかったよ！　部長、ありがとう!!」


　ぼくは電話を切ると、みんなを見み渡わたした。すると律がこちらを見つめてくる。


「まず現状の把は握あくをしたいね。丈途たちの作戦と、その進行状じよう況きようを教えてくれ」


「ぼくのポルノと鳴唐さんの演奏を合わせて、謡江に『本当の気持』と向き合ってもらいたいんだけど……どんなポルノにするかまだ決まってないんだ」


「はぁ!?　謡江ちゃんの出演までもう十五分を切ってるのよ！　どうする気なの!?」


　蘭が驚おどろいて声を上げる中、律は「……五分くらいならここで話し合いができる。残りの十分で丈途たちは移動しつつポルノを仕上げて、謡江に会うんだ」とつぶやく。


　……十分でポルノを仕上げて謡江に会う……かつてない修しゆ羅ら場ばだ。


「謡江ちゃんのことなら、ミサちゃんに聞いた方がいいよ～。ずっと謡江ちゃんのことばっかり考えてるんだもん！」


　創に言われてミサへ目をやると、「謡江さんの本当の気持……」と考えこむ。


「……謡江さんは一度、自分が本当に夢見ていた〝将来〟と向き合った方がいいニャ。そのうえで夢をきっぱりあきらめてバラードシンガーの道を進むのか、夢をあきらめずにアイドルを目指すのか決めた方がいいニャ」


「本当に夢見ていた将来か……」


　ぼくは言いながら考えこむ。


　……最終的に進路を決めるのは謡江だ。自分の夢と向き合うのを恐おそれていまだに迷いがあるなら……。


「そうだ！　やっとポルノの切り口が見えたよ!!」


　ぼくが叫さけぶと、律が素早く「なら早速作戦開始だ！」と声を上げる。


「ミサは丈途と鳴唐さんを移動させるための悪あく魔まを召しよう喚かん！　蘭はクラッキング不正なデータ操作で丈途たちに道を示してくれ!!」


「「了りよう解かい!!」」


　ふたりは声を合わせると、それぞれ行動を開始する。


　蘭はノートパソコンを開いて弾だん丸がんタッチを始め、ミサは呪じゆ文もんを唱え始める。





　──サバトの夜に滅ほろぼされし劣情


　──闇やみの底でその淫みだらを蠢かせ


　──今ここに発情せしめよ！





　その呪文で、Ｔバックとガーゴイルの羽のようなものを身につけた男が現れた。淫いん魔まだ！


『さぁ、ふたりとも背に乗ってくれ!!』


　淫魔は現れるが早いかしゃがむと、こちらに背を向ける。その背にはほどよく……というかかなり肉がついており、おじさんの背と変わらなく見えた……。


　……乗るの、嫌いやだな。


　ぼくが躊ちゆう躇ちよしていると、律が「時間がないんだ、早く！」と急せかし、イヤホン型の無線を渡わたしてくる。


「……仕方ないか……」


　ぼくは無線を受け取り、鳴唐さんと一いつ緒しよに淫魔の肉付きのいい背に乗った。


「ボクは助っ人ロケットで発明を使い切っちゃったんだ。ごめんね～」


　創がこちらに手を振ふると……淫魔がふと『ちゃんと役に立ってもらうよ～』と、なぜか愉しげに言う。


　……なんだ？


　首をかしげていると、淫魔が『超ちよう速そくエロ補ほ充じゆう！』と叫んだ。それとともに、辺りを強風が襲った！


「わわっ……！」


　創の白衣とその下のスカートがめくれ、大人っぽい紫むらさきのパンティーが露あらわになる。……無理して背せ伸のびしているところがかわいらしい。


「きゃぁぁぁ！」


　ノートパソコンを操作していた蘭の制服のスカート部分がめくれ、ターコイズブルーのレース付きパンティーが見える。……今日は普ふ段だんよりオシャレなパンティーだ。旅行でおめかししてきたのかもしれない。


「ニャァァァ！　ご主人様にまで……淫魔、呪じゆ殺さつするニャッッッ!!」


　ミサが、相変わらずの純白パンティーをさらして叫ぶ。安定感抜ばつ群ぐんのパンティー姿だ。


『おぉぉぉみなぎってきたぁぁぁ!!』


　エロで力を補充できたのか、淫魔の羽が倍近くの大きさに伸のびた。


『逃とう亡ぼう！』


　その声とともに、淫魔は飛び立つ。


「「こらぁ！　待てぇぇぇ!!」」


　女性陣じんが地上で怒ど鳴なり声を出してこちらを追う姿が見えた……。


　そんな彼女たちに、律が頭を抱かかえつつ話しかける。


「色々思うところがあるのはわかるけど……すまない。早く作戦を進めてくれないと間に合わなくなるよ」


　律の言葉を聞いて、蘭が仕方なしにノートパソコンの前へ戻もどり「……淫魔、あとでデリートするわ」と漏もらしながらキーボードを打つ。


　すると街中の明かりが一いつ斉せいに消えた。


　次いで、一本の光の道が出来る。その道はまっすぐドーム形の建物まで続いていた。


「わぁ……綺き麗れい」


　鳴唐さんが、光の道を眺ながめて漏らす。


　ぼくらのためだけにライトアップされた道しるべ……。大都市が一斉にその明かりを消して一本の光の川を形作っている様は、幻げん想そう的であった。


「ほんとに綺麗だね……。この道の先が謡江のいる会場ってわけか」


　ぼくは夜風に髪かみをはためかせながら漏らす。すると、同じく夜風にその赤髪をはためかせていた鳴唐さんがどこか嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。


「こうやってみんなで協力できるって、やっぱりいいね」


「そうだね。最近はみんな忙いそがしくて協力なんてできなかったからね」


「吹音、みんなバラバラの学園より……こっちの方がいいな」


「うん。こうやって、いつもみんなで力を合わせられればいいんだけど……」


　ぼくがわずかに顔を伏ふせて漏らしていると、淫魔が『今のうちに早くポルノを書きなよ～』と声をかけてくる。


「わかった！」


　ぼくはさっそくポケットからメモ帳とペンを取り出すと、集中を始める。


　愛見の進路指導が始まって、ぼくは謡江の本当の〝夢〟を知った。


　その〝夢〟と〝才能〟の狭はざ間まで悩なやみ、ひとり苦しんでいた謡江……。


　そんなきみに、ぼくは……。


　そこまで考えると、一気に執しつ筆ぴつを始める。


　ある程度書き進めたそのとき、不意に律から無線が入ってきた。


『丈途、そろそろ会場に着くよ。ポルノは書き終わったかい？』


「まだ八割くらいだね……」


『う～ん……残り五分か。なら書き進めながら謡江のもとまで行ってくれ。会場では新聞同好会のメンバーがきみたちを案内してくれるよ』


「了りよう解かい！」


『──おっ、丈途が見えてきたな』


『──やっとおでましですか』


『──ほんと、見えてきたわ！』


　ぼくらの無線に割りこむようにして、女の子たちの声が聞こえる。前へ目をやると、大きなドーム形の会場前に来夏、部長、勝代が立っていた。


　淫いん魔まは会場前に着地するとぼくらをおろし、『きみの妄もう想そうで一発決めてきなよ！』とこちらに親指を立ててくる。


「任せてくれ!!」


　そう答えたぼくを見て、彼は微笑ほほえみながら陽炎かげろうのように消え去ってしまった。


　ぼくはポルノを完成させるために立ったままメモ帳にペンを走らせ続ける。


　するとぽたりぽたりと鼻血がたれ始めた……。


「立ったままポルノを書いて紅の聖書レツド・バイブル……凄すごい集中力ね」


　勝代が驚おどろいたように漏らす。


「エロ小説を書きながらこの鬼き気き迫せまるオーラ……実に醜みにくい雄ゆう姿しだ!!」


　来夏がこちらへカメラのフラッシュをたきながら嬉き々きとして喋しやべる。


「みなさん、時間がありませんわ！　例の作戦ですみやかに丈途さんたちを従業員用通路へ送りますわよ!!」


　部長の指示でみんなが走り出す。視界の端はしに、勝代が大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみを持っているのが見えた。


　……〝例の作戦〟ってやつに使うのかな？


　執筆に集中していたため、ぼくは気になりつつも筆を走らせることを優先した。


「丈途くん……吹音についてきて」


　鳴唐さんが、ぼくを誘ゆう導どうするようにしてこちらの服を握にぎってくる。ギュッと握られたその手は小さかったが、頼たのもしくもあった。


「あ……ありがとう」


　そうつぶやくと、彼女はコクリと頷うなずいてぼくを引き始める。


　……鳴唐さん、ぼく、必ずポルノを間に合わせるよ。


　決意を胸に筆をさらに加速させる。


　みんなは大ホールの入口と思しき綺麗な扉とびらを無視して、隅すみの方にある鉄てつ扉ぴへ向かっていた。おそらくあれが従業員用通路の入口なのだろう。


　しかし通路の前には警備員さんが二名おり、簡単には入れそうになかった……。


「さぁ、例の作戦……盛り上げていくわよ！」


　勝代が元気に言って風呂敷を床ゆかに広げる。中には、大量の本と小型のスピーカーが入っていた。本のタイトルは──。





『園声謡江　傑けつ作さくポルノ集』





　そう書かれていた。


「謡江のポルノ!?」


　筆を止めて叫さけぶぼくへ、部長が「丈途さんは執筆に集中してください！」と声を上げてくる。


　いや……でも……謡江のポルノって……!!


「では、誰だれが朗読するかジャンケンで決めますわよ」


　部長はそう言うと、みんなとジャンケンを始める。そして……。


「なっ……私がこれを読むのか!?」


　来夏が戸と惑まどったように声を漏もらしていた。


「早くしてください。ほら、警備員さんがあたくしたちを注意しに向かってきますわよ！」


　執筆しながらちらりと視線を動かすと、従業員用の通路前から二名の警備員さんがこちらへ向かってきていた。


　来夏はそれを見ると、少し頰ほおを染めつつポルノ朗読を開始する。


「こ、これより、園声謡江の傑作ポルノを読むぞ。……ミサさんの魔ま女じよ見習いになった私は、師し匠しようたる彼女を魔ま法ほうのロープで縛しばってみることになる。だが呪じゆ文もんを唱えた瞬しゆん間かん……無数の触しよく手しゆが召しよう喚かんされ、私たちは手足をからめとられてしまった。しょ、触手は服の隙すき間まから中へ入りこみ、私の胸を這はい回って快楽を与あたえてくる。『は、はぁっ……！』。わ、私はもう…………」


　来夏が喋ると同時に、スピーカーから各国の言葉に翻ほん訳やくされた声が流れる。


「──What!?」


　警備員さんが驚きの声を上げる。あの謡江がまさかポルノを書いていたとは思いもしなかったのだろう。


　だが……警備員さんたちはすぐに気を取り直すとぼくらの前に来て風呂敷を指差し、なにやら注意を始めた。


「……来夏さんの朗読では効果がありませんでしたわねぇ……」


　部長はため息をつくと「では、あたくしがお手本を見せましょう」と言い、本を開いた。


「触手はただれた肉棒がごとく細かいヒダをもっており、それで私の胸をこすって連続的に快楽を与えていた。『んふぅ……！　はぁっっ……!!』。気持よすぎて頭が真っ白になった私は、ただ喘あえぎ続けて──」


　艶なまめかしい声で本を読み上げ、まるで本当に喘いでいるかのように「も、もっと激しく……んくっ……！」と朗読する部長……。


　──エロい!!


　警備員さんにも効いたのか、彼らは注意するのも忘れて部長の朗読に聞き入っている。


　大ホールから出てトイレなどに行っていた客たちが、こちらの騒さわぎを聞きつけて寄ってきた。


　部長はそれを見て、「さぁ、締しめは勝代さんがやってください」と本を勝代へ渡わたす。


「わ、わかったわ……謡江ちゃんのポルノを力の限り朗読しちゃう!!」


　勝代はそう言うと大きく息を吸う。


「触手は！　ついに私の股こ間かんの周りを這い出し！　肉棒のヒダでショーツをこすって!!」


　彼女は、本当に力の限りポルノを朗読していた……。


　──全然エロくないよ!!


　ぼくは執しつ筆ぴつしながら心の中で突つっこむ。しかし彼女の大声でさらにたくさんの客たちがこちらに気づき、駆かけ寄よってきた。


「Utae Porno?」


「Amazing!」


「謡江さんのポルノ……!!」


　風呂敷の前には、警備員さんも含ふくめて数十名はいる人だかりができていた。


　それを見て、来夏がここぞとばかりに喋しやべり始める。


「実はこのポルノ、挿さし絵えのかわりに私が撮とった謡江の写真がついているんだ。しかも……エロ写真だ！」


「ほんと!?」


　つい筆を止めて顔を上げたぼくを見て、来夏は「お前が反応するな!!」と突っこむ。


　うぅ……確かにそうだけど……気になる!!


　来夏は次いでポルノを開くと、謡江が真っ赤なビキニを身につけて股またを広げて下着をおろそうとしている写真や、頰を染めてバナナを舐なめ上げて自分で自分の胸を揉もんでいる写真などを周りに見せる。


「「Oh……!!」」


　辺りに集まっていた人々が歓かん喜きの声を上げる。


　謡江があんなエロポーズをするだなんて……!!


　目の保養ができて内心でガッツポーズを作っていると、部長がこちらの脇わきで「あれ、蘭さんが加工した合成写真ですわよ」と漏らす。


「合成写真!?」


　……なんだ、合成か。そうだよな、謡江があんなポーズするわけないもんな……。


「しかし蘭……いい仕事してるな。今度ぼくも頼たのもう」


　誰だれの写真で合成をしてもらおうか悩なやんでいると、勝代が「丈途くん、今のうちに従業員用通路に入って！」と叫さけぶ。


　──そうだ！　早く謡江のもとへ行かないと!!


　ぼくが扉とびらへ目を向けると、鳴唐さんが再びこちらの服をつかむ。


「丈途くんは早くポルノを完成させて！」


　彼女の言葉に頷うなずき、ぼくは黙もく々もくと執筆を再開した。


「さぁて、お手並拝見といきましょうか」


　駆けてゆくぼくたちの後ろから、部長がそうつぶやく声が聞こえてきた。


　ぼくたちは無事に従業員用通路へ入ると、廊ろう下かをひた走る。


「部長さんの話だと、五番目の扉が謡江さんの控ひかえ室らしいの」


　それを聞き、ぼくはポルノを書きながら視界の端はしで扉を数え始めた。


　一つ目……二つ目の扉まで来たとき、通路に立ってプリントを眺ながめる少女が目に入る。


「愛見……」


　ぼくは思わず声を漏もらした。


「丈途先せん輩ぱいと吹音先輩がなんでここに……!?　っていうか丈途先輩、鼻血が……」


　彼女は執筆しながら鼻血を垂らすぼくへ目をやり、呆ぼう然ぜんとプリントをおろした。するとそこに書かれていた文面が見える。





『進路指導その四　安定した就職』


　サウンド・ワールドでバラードシンガーとしての地位を確立し、安定した歌手人生のスタートを切る。





　……安定した就職。そうだよな、普ふ通つうに考えたら……。


　迷いそうになる心を奮い立たせ、ぼくは自分のポルノを見つめる。


　今の謡江はまるで幸せそうじゃない。ぼくはこのポルノで……謡江に幸せになって欲しいんだ！


「愛見。ぼくらはこれから謡江に会って、最後にもう一度自分の〝夢〟と向き合ってもらおうと思う」


「最後にって……謡江先輩はもうデビューするんですよ!?」


「もうデビューするから、これが最後のチャンスなんだ」


「ここに来て謡江先輩を惑まどわせるようなこと、やめてください！　わたしはもう……目の前で才能が埋うもれていくのを黙だまって見過ごすのは嫌いやなんです！」


「〝もう〟って……」


「──愛見さんが進路指導に熱心なのって……なにか理由があるの？」


　鳴唐さんの問いに、愛見はプリントを握にぎりしめてかたくなに唇くちびるを結んだまま答えない。


　……一体どうしたっていうんだ？


　ぼくは首をかしげるも……時間がないことを思い出してすぐに口を開く。


「たとえ謡江がこのままバラードシンガーになるにしても、迷いがあるままデビューすれば幸せになれないよ。愛見だって、そんな進路指導は嫌だろ？」


　その言葉を聞き、愛見がはっとして顔を上げる。


「……わかりました」


　彼女はそう言うと歩き出し、従業員用通路の出口へと向かう。


「わたしは、謡江先輩のバラードシンガーとしての才能にラブコールを送っています。ですから……謡江先輩が華はな々ばなしくデビューする瞬しゆん間かんを、会場で待ってます」


　静かに言われたその台詞せりふからは、進路指導の天才としての覚かく悟ごがうかがえた……。








「──ラララ～♪」


　控え室に、ステージで歌っているアーティストの楽しげな曲が聞こえてくる。


　──キリキリキリッ。


　漆しつ黒こくのドレスに身を包んでソファーに腰こしをおろしていた謡江は、胃の痛みを抑おさえるようにしてお腹なかへ手をやる。


「……私、緊きん張ちようしてるの？」


　そう自問した途と端たん、その問いに違い和わ感かんを覚えた。自分は今までいくつものステージをこなしてきた。今さら緊張するはずもない。だとすれば──。


「私、やっぱりアイドルの夢を捨てきれてない──」


　そこまで言いかけて、彼女は首を横に振ふる。


　もう、ここまで来てしまったのだ。あとはやりきるだけではないか。


「──謡江さん、そろそろ時間ですよ」


　控え室に、スタッフとしてついてきた音楽事務所のマネージャーが入ってくる。スーツを着ているその男は「ついにデビューですね！」と祝福するように笑え顔がおを向けてきた。


「はい！　私……がんばります！」


　謡江は笑みを作って返事をすると、控え室をあとにする。


　そして廊ろう下かに出た瞬しゆん間かん──。


「謡江!!」


　懐なつかしい声が聞こえた。


　ここしばらく、まったく話せていなかった人。


　もう会うことはないだろうと思っていた少年の声……。


「丈途くん!?」


　謡江が声の方を向くと、丈途の姿が目に入る。


　彼は息を荒あらげており……なぜか、鼻血を垂らしていた。


「なんでここに……？」


　彼女が問うと、丈途は「どうしても、今ここでぼくのポルノを聞いて欲しい！」と叫さけぶ。


「ポルノを……」


　彼の言葉を聞き、謡江はポルノをプレゼントされたときのことを思い出す。


　自分が一番幸せだったとき。丈途と楽しい学園生活を送れると確信していた、今ではもう懐かしいとき……。


「きみ、ここは関係者以外立入禁止なんだよ！」


　マネージャーが謡江を守るようにして前に出る。


　だが謡江は……つい、マネージャーをその手でどけてしまった。


　嬉うれしさで涙なみだがこみ上げてくる。


　あきらめていたはずの想おもいが、どんどん溢あふれてきて止まらない。


「私のためにわざわざ来てくれたのね！　ありがとう!!」


　弾はじける笑顔でそう言い、彼女は丈途へと向かって駆かけ出す。


　──私、やっぱり丈途くんのことが好き！


　そう思い、彼の胸へ飛びこもうとしたそのとき──。


「はぁ、はぁ……吹音、やっぱり走るの遅おそい……」


　廊下の向こうから、吹音が駆けてきた！


「なんで!?」


　謡江は愕がく然ぜんとして漏もらし、その場に立ち止まる。


　そんな彼女に丈途は真しん摯しな顔で「ぼくのポルノと鳴唐さんの演えん奏そうで、謡江に伝えたいことがあるんだ！」と声を張った。


　ちょ……ちょっと待ってよ！　だから、なんでそこで吹音さんも一緒なの!?


　予想していなかった展開に、謡江の思考はストップしてしまう。


　そんな謡江をよそに、丈途は鼻血まみれの原げん稿こう用紙を手に持ち、吹音はクラリネットをケースから取り出した。


「さぁ鳴唐さん、いくよ！」


「うん！」


「いや、だからちょっと待ってって──」


　混乱したように言う謡江の台詞せりふを無視して、丈途と吹音の共演が始まった。












　「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　謡江はピンクのミニスカート衣装を着て、ステージで楽しげにアップテンポを歌っている。それを応援するファンたちも笑顔で、会場が一体となって盛り上がっていた。


　ステージが終わると、ぼくは近くのホテルへと向かう。そこで……謡江と密会する約束になっていたのだ。


「──超有名アイドルともなると、簡単には会えないね」


　ステージが終わって制服姿に戻っていた彼女は、同じく制服だったぼくの言葉を聞き微笑む。


「しかも相手が高校生にして現役のポルノ作家さんなんだもん。ファンが知ったら……凄い変態プレイを強要してたに違いないって襲ってくるわよ」


「……変なプレイは小説の中だけだよ」


　言いながら、ぼくはステージの終わった謡江をねぎらうようにしてベッドに寝かせ、制服の上からマッサージを始めた。肩から始まり二の腕、そして綺麗な円形をしている胸……。


「ふうぅ……んぐっ……！」


　シャワーを浴びたばかりなのか彼女の頰は上気していたが、ぼくの愛撫でそれをさらに赤くさせて喘ぐ。


「思わず声が出るなんて……よほど凝ってるんだね」


　ぼくは薄い笑みを浮かべると、さらに丹念に胸を揉み始めた。彼女の乳首はすでに硬くなっており、ぼくはそれをつまんで回しながら股間に膝を割りこませて……突き上げる。


「はあっ……！　は、早く……して！」


　謡江は潤んだ瞳をこちらへ向けてぼくを求めてくる。しかしぼくは「まだマッサージが終わってないよ」と焦らし、制服を脱がせて淡い桃色の下着だけにして彼女の見事なプロポーションを眺めた。


　くびれのはっきりとした腰をじっとり舐め、そのまま彼女の股間へくだってショーツ越しに舌を這わせる。普段は絶対に誰も触れられない彼女の秘部は、石鹼の匂いと自身の甘い香りがまじっていて不思議な味がした。


「嫌ぁ……そ、そんな汚いところ……んくっ……!!」


　秘部を舐め上げられ、謡江は快楽で身をよじらせて悶える。


　ぼくは「汚くなんかないよ」と優しく言うと、秘部の形にそってじっくり丁寧に舌を蠢かせ始めた。


「優しいのね……はあっっ！　私、仕事も恋愛もうまくいって幸せすぎて……恐いわ」


「謡江が幸せならそれが一番さ。ぼくは謡江に、幸せになれる道を歩んで欲しいんだ」


　そう言って、ぼくは彼女のショーツをそっとおろし始めた。












　──丈途の語ったポルノは、アイドルになりたかった謡江の〝夢〟そのものを表現していた。これを聞いてなお夢を追うのか、はたまたきっぱりあきらめてバラードシンガーへの道を進むのか……。ただ、今この時、謡江に〝迷い〟と決別して幸せになって欲しい。丈途のそんな願いがこめられたポルノだった。


「……幸せになれる道を歩む……か」


　謡江は丈途のポルノを聞き、今の自分を思い返す。


　──バラードが好きだったと、言いたくもない噓うそで固めている自分。


　──みんなの笑顔を見たいのに、泣ける曲ばかり歌う自分……。


「……丈途くんたちの気持は伝わったわ。私、やっぱりアップテンポが歌いたい」


　謡江は、静かに声を漏らす。


「ほんと!?　それじゃあデビューはやめる──」


　喜びかけた丈途だが……謡江の顔が全然笑っていないことに気づき、声を止める。


「丈途くん。ひとつ聞きたいんだけど……なんで吹音さんとここに来たの？」


「なんでって……世界平和を達成したときみたいに、ぼくのポルノと鳴唐さんの演奏で想いを伝えられたらなって思ってさ。いやぁ、総才が組んだツアーじゃなくて鳴唐さんとふたりでアメリカに来ちゃったから、色々大変だったよ」


「吹音さんと……ふたりで？」


「吹音、駅で迷子になっちゃって大変だったの」


「あのときはほんとびっくりしたよ」


　丈途と吹音は楽しそうに笑い合っていた。いかにもラブラブなふたり……。


　──ブチッッッ!!


　その瞬しゆん間かん、謡江の中で、なにかが切れた…………………………………………………………。


「……謡江？」


　黙だまりこむ謡江を見て、丈途が心配そうに聞いてくる。


　だが、謡江はなにも答えない。


「……ここまで駆けつけてくれたのは嬉しいわ。でも……でも、なんで吹音さんと一いつ緒しよにやるのよ！　丈途くん、ほんっっと乙おと女め心ごころがわかってないわね!!」


　彼女はそう言うと身をひるがえし、ステージへと向かってしまう。


「謡江！」


　呼び止める丈途の声も、今の謡江には聞こえない。


　──私が無理して好きじゃないことやってることくらい、自分が一番わかってるわよ！　おさえこんでた想おもいを覚ましてくれたのはありがたいと思うわ。でも……。


「あぁもぅっっ！　久しぶりに本気で腹が立ってきたわ!!」


　彼女はそう言うと、ステージの袖そででマイクを受け取り舞ぶ台たいへと踏ふみ出す。


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　会場中が声を上げ、自分のデビューを祝ってくれていた。


　だが当の本人は憤ふん然ぜんと遠くを眺ながめており、ステージ中央に立ったまま微び動どうだにしない。


　……そして、デビュー曲の前奏が流れ始めた。


　謡江はマイクを口へ近づけると、大きく息を吸う。


「こんな気分のときは……思いっきり歌うに限るわ！」


　そう言った直後、曲とはまったく別のアップテンポを歌い始めてしまった！


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　会場に来ていたのは大半が謡江ファンとはいえ、初めて彼女のアップテンポを聞く者ばかりなのだろう。たった一いつ瞬しゆんで、数万人はいた聴ちよう衆しゆうの八割が倒たおれてしまう。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　次いで音おん響きよう機器が壊こわれ始め、音が歪ゆがんできた。


「──中止だ中止！　世界中から『テレビが壊れた』だの『耳がおかしくなった』だの大クレームだよ!!」


　這はいずりながら叫さけぶスタッフの声も無視し、謡江は歌い続ける。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　その歌で、謡江を止めようとしていたスタッフも気を失ってしまった。これでもう、彼女を止められる者はいない……。


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　総才率いる閃学園のファンクラブだけが、唯ゆい一いつ生き残って彼女の歌を聞いていた。


　彼らは謡江の本当の〝夢〟を知っているのだ。最高の笑え顔がおで謡江のデビューを応おう援えんしている。


　ステージ上で楽しげにドレスの裾すそを振ふってリズミカルに動く謡江からは、彼女自身の楽しさが見る人にまで伝わってきている。その姿は、まさにアイドルだった。


　そして歌が終わったあと……謡江はステージ袖を見つめる。


　そこには、倒れながらも自分を見上げる丈途がいた。


　──パチパチパチ。


「……まさかここで歌うとは思わなかったけど……最高のステージだったよ!!」


　拍はく手しゆを送りながら誉ほめてくる丈途を見て、謡江は音楽棟とうでアップテンポを歌ったときに彼が言ってくれた台詞せりふを思い出す。


『最高のステージだったよ!!』


「ふふっ……」


　謡江は思わず吹ふき出してしまった。


　……丈途くん、変わらないわね。


　彼女は口元をほころばせると、いまだ「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！」」と応援を続けているファンクラブへ目を向けて大きく伸のびをする。


「やっと〝夢〟が叶かなったわ！」


　そう言った彼女は、本当に晴れやかな笑顔をしていた。


　そしてその日から、謡江はテレビから姿を消した。




　５　ぼくらのアイドルが拓いた未来







「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　今日は休日。閃学園の運動場に造られた会場には、すし詰づめ状態で何万人もの聴衆が集まっていた。立ち見のコンサートで、ステージのバックには大きなテレビがあってたくさんのハートが縦じゆう横おう無む尽じんに動いているＣＧが映っている。


　そんな中、謡江はステージでピンクのミニスカ衣装をひらひらさせて楽しげに歌っていた。会場に集まっていた男たちは踊おどりで揺ゆれる謡江の形のいい胸や艶なまめかしく動くしなやかな太ふと股ももに視線が釘くぎ付づけだ。


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　超ちよう越えつ的音おん痴ちの歌を前に、しかしファンたちは元気に声を上げている。アジア系の人から欧おう米べい系、中東系……様々な人種がおり、みんな謡江と同じで一様に笑顔だった。


　……ただし、目から涙なみだが滲にじんだり口から泡あわが出かけたりしているが……。


「それにしても凄すごい……。みんな、謡江のアップテンポを笑顔で聞けるなんて……」


　会場にいたぼくは、周りを見つめて呆ぼう然ぜんと漏もらす。


　──テレビから消えた謡江だが、サウンド・ワールドでの一件でドＭファンがさらに増えたのだ。今の彼女を、人はこう呼ぶ──。


『史上最強の学園アイドル』


「……どんなアイドルだよってネーミングだな……」


　ぼくが頰ほおをひくつかせていると、創が人をかきわけて子犬のようにこちらへ抱だきついてきた。


「ボクが作ったオーマイ・オーディオ改はどう～？　さらにクリアに謡江ちゃんの破は壊かい音を伝えられるようになったんだよ～！」


　はしゃぐ創を見ていると、耳みみ栓せんをつけていることに気づく。


　──ずるい！


　普ふ通つうに歌を聞いていたぼくは、口から漏れてくる泡を手で拭ぬぐいつつ唸うなる。


「これでドＭファンたちも大満足だねぇ～！」


　創は満足げに辺りを見回していた。


「──創ちゃんの超ちよう高こう性せい能のう耳みみ栓せんをつけて聞くと、謡江ちゃんのアップテンポって結構かわいらしいわよ」


　蘭が、妹たちと一いつ緒しよに謡江へ手を振っている。


「──誰だれも想像しなかった新たなアイドル像を打ち立てる……やっぱり、謡江は天才だね」


　律が耳栓をつけ直しながら頷うなずく。


「──謡江さん、お帰りニャ～!!」


　ミサはピンクのハッピを着て、猫ねこ耳を謡江の高周波でビリビリ震ふるわせつつ叫ぶ。


「──ファンクラブの入会者がまた増えただと!?　くっ……支部の増設が間に合わんぞ……」


　総才が、ファンクラブの会員になにか耳打ちされて呻うめいていた。


「まったく……愛見といい丈途といい、わしを無視して謡江さんの進路に関かかわりおって……。おかげでファンクラブの長期政策を見直す必要が出とるんだぞ！」


　総才は紫し煙えんを吐はくと、そばにいた愛見へ目を向けた。


「長期政策ですか……しかしこの進路はわたしが描えがいたものではありません。もう、わたしではご協力は──」


　そこまで言うと、愛見は力なく首を横へ振ふった。彼女は耳栓をつけていないのか、耳の辺りを痛そうにさすって眼鏡めがね越ごしに涙を滲ませていた。


　その潤うるんだ瞳ひとみで愛見はステージ上の謡江をじっと眺ながめ、ため息を漏らす。


「これが謡江先せん輩ぱいの本当にやりたかったこと……。でも、三年生になってここを卒業することになったら、どうするつもりなんですか……？」


　問いかけるように言われた台詞は、ステージ上の謡江に聞こえるはずもない。


　ぼくは愛見のもとへ行くと、「謡江がやりたいことが一番いい進路なんだよ」と声をかける。
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「丈途先輩……」


　久しぶりに普通に話しかけてきたぼくを見て、彼女は驚おどろいていた。もう進路指導は終わったのだから、ぼくらがわだかまる理由はない。


「謡江みたいなアイドルがいたっていいじゃないか。きっと、卒業してもこのままでやっていけるよ」


「そんな……。ファンの数は確かに凄すごいですけど、謡江先せん輩ぱいならもっとちゃんとした歌手になれるのに……」


　納得いかないように答える彼女の脇わきに、鳴唐さんが来た。


「愛見さん、ちゃんと謡江さんを見て」


　鳴唐さんに言われて顔を上げた愛見は、弾はじける笑え顔がおで元気にダンスを続ける謡江を目にする。


「……楽しそう……」


　はっとしたように、愛見が漏らす。


「わたし……まだまだですね。こういう進路指導もあったなんて……」


「そうじゃないさ。愛見のおかげで、謡江は今までずっと逃にげてた進路について本気で考えて……今、この結論に達したんじゃないか」


「丈途先輩……」


　ぼくの言葉を聞き、愛見はそのあどけない目を見開く。


　次いで彼女は頭かぶりを振ると、「やっぱり……先輩はさすがです」と漏らした。


「丈途先輩、吹音先輩。今回は色々と勉強になりました。ありがとうございます！」


　そう言って、彼女は律りち儀ぎに頭をさげてきた。


「それにしても……おふたりの力を合わせて謡江先輩の新しい進路を切り拓ひらくだなんて、やっぱり理想のカップルですね！」


「「カップル!?」」


　ぼくと鳴唐さんの声が、重なる。


「いや、ぼくたちはつき合ってるとかじゃないんだ……」


「吹音はそういうの、まだよくわからないし……」


　ふたりして慌あわてていると、愛見は「え……？」とわずかに戸と惑まどう。


「……そっか。そうなんですね」


　彼女はなぜか安心したように言うと、頰ほおを上気させて「……よかった」と微笑ほほえむ。


　その笑顔は、眼鏡越しに愛らしく輝かがやいていた。


　……かわいいな……。


　思わず見とれていると、ついに謡江の歌が終わる。


「みんなのおかげでアイドルの夢をあきらめずにすんだわ！　本当にありがとう!!」


「「Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっ！　Ｙｅｓ！　Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　う・た・えっっ!!」」


　みんなの声せい援えんを前に、謡江は最高の笑顔で手を振っていた。


　……やっぱり、完かん璧ぺきなスター歌手の謡江より……今のちょっと残念な謡江の方が親しみやすくて好きだな。


「自分なりの答が見つかってよかったね、謡江」


　ぼくが謡江に笑顔を向けると、彼女もこちらに気づいて微笑む。


　それを見て、ぼくは制服のポケットにしのばせていたハートのペンダントを握にぎりしめた。


　……渡わたすなら、今だ。


　ぼくはステージへ向かって歩き出し、階段を上がると謡江の前に立った。ステージ下で総才が「丈途！　貴様なにをしている!!」と騒さわいでいたがあえて取り合わなかった。


「……丈途くん？」


　不思議そうにこちらを見つめる彼女へペンダントを掲かかげると、そっと首につけた。


「謡江、学園アイドル復帰おめでとう！」


　そう言うと、会場中から盛大な拍はく手しゆがわき起こる。


「丈途くん……いつの間にこれを……」


　彼女は瞳に涙なみだを滲にじませると、ペンダントをギュッと握りしめた。


　そして「ありがとう……」と漏もらすと、決意を固めるように顔を上げる。


「私……夢だけじゃなくて、やっぱり恋れん愛あいもあきらめたくない！」


　次いで謡江は会場を見み渡わたすと、高らかに宣言するように「私、新聞同好会に入ります!!」と声を上げる。


「え……えぇぇぇ!?」


　啞あ然ぜんとするぼく。それと同じく、言葉を失う会場のファンたち……。


「もちろん、アイドル活動は続けるわ。でも新聞同好会でもっと学園生活を楽しみたいの！」


　そう言った彼女の顔には一いつ切さいの迷いがなく、本気で言っていることが伝わってきた。


「丈途くんと同じ部活に入ったら私……きっとふたりきりの部室で『学園アイドルの喘あえぎ声を取材したいんだ』って言われて服の上から胸を揉もまれて、『んふぅ……！』と喘ぐと『最初はそれか……次は……』と指を波打たせるように動かしてきて連続的に快楽を与あたえて『はあぁぁっ！』と喘ぐと──」


　……謡江の暴走した妄もう想そうで、会場に微び妙みような空気が流れる……。


「──そもそも、丈途って誰だれだ？」


「──あのステージにいる奴やつだよ」


「──へぇぇ俺らの謡江さんを独どく占せんしようってのか……」


　会場から、不ふ穏おんな声が上がり始めた。


　……これは、かなりまずいんじゃ……。


　そのときふと、鳴唐さんが見える。


　彼女はこちら……というより、謡江をじっと見つめて苦しそうに胸の辺りを押さえていた。


　……どうしたんだろう？


「──謡江さん、まさか丈途くんのことを──吹音、吹音──」


　風にのって、途と切ぎれ途切れの声が流れてくる。


「──丈途くん、さっそく新聞同好会の部室に案内して！」


　気がつくと、謡江がこちらへ手を差し出していた。


　ぼくはその手を握ると、「うん！　一いつ緒しよに学園生活を楽しもう!!」と笑え顔がおを向ける。


　そしてぼくたちは、笑みを向け合いながらステージをあとにした。


　……後ろから「「丈途ぉぉぉ!!」」と叫さけぶファンたちの声が聞こえたが……気にしない。


　謡江、自分の進路が見つかって、本当によかったね。




　６　「去る者」と「入る者」……







「──はやいあいぶにほんろうされ、ぐにゃりとかたちをゆがめるぼくのこかん──」


　こぢんまりと整っている部屋の中、床ゆかに積まれた楽がく譜ふの上に『放課後の性活動』や『愛あい欲よくの保健室』と書かれたポルノ小説が置いてあった。──丈途のポルノだ。


「吹音……やっぱりわからない。でも謡江さんは──」


　そこまで喋しやべると、彼女を胸の痛みが襲おそう。今日の昼、丈途と謡江がステージ上で話していたとき感じた痛みと同じもの……。


「この痛み……なんなの？」


　吹音は胸を押さえ、次いでその痛みから逃のがれるようにして丈途のポルノに目を落とした。


　そのポルノは、中学二年のときに閃学園の体験授業で会った吹音を「妖よう精せい」に例えて書いたものだった。












　あの中学二年の秋、ぼくは背の小さな妖精に出会った。長い赤髪をしてセーラー服を着ている、ゲーム好きな妖精……。


「クマさんのおかげで体験授業をのりきれたの！　ありがとう!!」


　体験授業が終わったあと、彼女は学園の中庭でそう言ってぼくの学ランを引っ張って木陰へ向かう。そして……そっとキスをしてきた。小さくてかわいい彼女らしいプニッとした感触が、ぼくの唇に当たって弾ける。


「……え？」


　突然のことに驚くぼくへ、彼女は「今のは『ありがとう』だよ！」と元気な笑みを向けてくる。ポルノ作家という職業柄こういうシチュエーションの話も書いたことがあったせいで、ぼくはつい、彼女の胸を揉もうとして──。


　ペタ。


　ほぼ膨らみのない板胸を前に、ぼくは揉むことができなかった。


「ご、ごめん！　反射的にキスの続きをしようと──」


「……続きなんてあるの？　ふう～ん。どうしたらいいの??」


　彼女は長い赤髪を揺らして無垢に首をかしげる。……純白な妖精だ。


「えと、じゃあぼくはきみの体を色々揉むから……きみはぼくの股間を揉んでみて」


　素直に「うん！」と言った彼女は、ズボン越しにぼくの股間へ手を置いた瞬間「なにかある!!」と驚愕の声を上げる。


「それを揉むと、ぼくが気持よくなるんだよ」


　彼女は珍しげにぼくの股間を見つめると「アーケードゲーム機のレバーみたいな形ね」と漏らす。そして逆手でぼくの股間をはさむと、必殺技のコマンドを入力するがごとく素早く動かしてきた。速い愛撫に翻弄され、グニャリと形を歪めるぼくの股間……。


「ぐくっ……そんな、いきなり激しく……!!」


　小さな手にこねくり回されるぼくの股間は、段々硬くなってその刺激をよりダイレクトに受けてしまう。股間を挟んだ小さな指の躍動する感覚がどこかこそばゆく、そして気持よかった。


「……あ、レバーが硬くなって動かしやすくなった。なら……必殺・龍閃光!!」


　上下斜めに複雑な軌跡を描き、彼女の手が蠢く。まるでぼくを一気に絶頂へ導こうとしているがごとく、その幼い手が執拗に股間を翻弄して快楽を与えた。


「よいしょっ、必殺・サンダーキック!!」


　今度は強烈な三回転が股間を襲い、喘ぐ暇もない悦楽を受けて先っぽが濡れてしまう。だが彼女はそんなことなどお構いなしにゆらゆらと手を動かし、「次はなににしようかなぁ」と楽しげに喋っていた。


　すでにあと一歩で絶頂を迎えようとしているぼくの股間は、ただそれだけの刺激でも敏感に察知してしまい、肉棒が強く脈打ち始める。


　果てて気が遠くなる前に、ぼくは呻くように声を漏らした。


「ねぇ……またきみに会える？」


「ふたりでこの学園に合格すれば、また会えるしずっと一緒にいられるよ！」


「そうだね、お互いがんばろう！」


　彼女は嬉しそうに頷くと、その勢いで股間を強く握ってしまい……あっさりぼくをイかせる。


　純白で天然なかわいらしい妖精……そんな彼女とぼくが真の再会を果たすのは、それから二年近く経ったあとだった。












「……にくぼうがつよくみゃくうちはじめる……？」


　丈途のポルノにつづられた難解な言葉を前に、彼女は首をひねってしまう。


　……このままじゃ駄だ目め。このままじゃ、きっと丈途くんは謡江さんと──。


　そこまで考え、吹音は今日の学内コンサートで「私、新聞同好会に入ります!!」と宣言した謡江のことを思い出す。


「謡江さん……きっと丈途くんのこと好きなんだ」


　ついに、吹音は謡江の恋こい心ごころに気づいたのだ。


「丈途くんが謡江さんとつき合っちゃうなんて……吹音……嫌いや!!」


　吹音は、恋愛において初めて強い感情を持った。そして丈途のポルノ小説を握にぎりつつ、考えこんでしまう。


「吹音、どうしたら……」








　──休日明けの放課後、ぼくは新聞同好会の部室に来ていた。


「──まさか謡江さんが新聞同好会に入るとは思いませんでしたわねぇ」


　部長が、みんなの前に立つ謡江へ微笑ほほえみを向けつつ漏もらす。人が増えて嬉うれしいのだろう。


「──謡江の才能……どうやって取材に活いかすんだ？」


　来夏が椅い子すに座ってカメラをいじりながら首をひねる。


「──なんとかなるわよ！　謡江ちゃん、一緒にがんばりましょ!!」


　勝代が、元気に謡江と握あく手しゆをしている。


「謡江が新聞同好会で学園生活を楽しめるなら、それが一番だよね」


　ぼくが言うと、謡江は「ありがとう！　私、がんばるわ!!」と笑顔を見せてくる。


　そんな謡江を見て、来夏が思い返すようにして口を開いた。


「しかし……今回の進路指導、結局〝卒業〟はなかったな」


「そうね……。でも、愛見さんや丈途くんたちのおかげで、私は新しい道を見つけたわ。そのことには本当に感謝してるの」


「うふふっ。では謡江さんが閃学園を正式に卒業したら、『史上最強のインディーズ・アイドル』にでもなりますか？　あたくしがプロデュースして差し上げますわよ？」


「謡江ならそれでも充じゆう分ぶん世界的に有名なアイドルになれるよ」


　部長の言葉にぼくが頷うなずいていると、謡江が「でも……」と漏らす。


「愛見さんの進路指導を受けていて思ったの。今の閃学園では……卒業せざるを得ない人っているかもしれないなって……」


「そう……かもしれないね」


　才能の聖域サンクチユアリが崩ほう壊かいして、世間にその才能を求められて翻ほん弄ろうされる生徒は確実にいる。


　今回、もし謡江がバラードシンガーの道を選んでいたら確実に卒業していただろう……。


　ぼくが考えこんでいると、ふと、部室の扉とびらが開いた。


　そして入ってきたのは──総才と、愛見だ。


「……どうしたの？」


　珍めずらしい組合せに、ぼくは目を丸くする。


「実は少し前から愛見に持ちかけられていた話があってな……」


　総才はそこで言葉を濁にごすと、謡江を真っ直すぐ見つめて一礼し──。





「わしは、この学園を卒業しようと思います！」





　そう、宣言した。


「なんで総才が卒業するのさ!?」


「謡江さんのファンが増えすぎてな……ファンクラブの管理が難しくなってきとるんだ。とてもではないが、学校に通いながら運営するのは無理だ」


『──そろそろわしも登校できなくなりそうだぞ』


　以前、総才が言っていた台詞せりふを思い出す。彼は謡江のデビューコンサートが決まった辺りから、すでに限界を迎むかえつつあった……。


「でも、いきなりすぎるよ……」


「謡江さんの新たな一歩をこの目で見たあとなんだ。むしろ、区切りをつけるにはちょうどいい。それに──」


　総才は言いながら愛見へ目を向ける。


「総才先せん輩ぱいは、政界に打って出て裏の権力で世界中のファンたちをまとめるんです。年ねん齢れい的にはまだ表に立てませんが、裏なら大だい丈じよう夫ぶですから」


「つまりこの〝卒業〟は、政界で働くというわしの夢も叶かなえるものなんだ。ファンクラブも維い持じできるし……一石二鳥の案というやつだな」


　総才は頷きながらしみじみと葉巻を吸うと、ぼくの前に来た。


「ファンクラブはわしが守る。だからお前は……学園で謡江さんを守ってくれ」


　総才の大きな手が、ぼくの肩かたを叩たたく。まるで「任せたぞ！」と言われたようだった。


「……わかった。総才もがんばってね！」


「言われるまでもないわ」


　彼はそう言って笑うと、ぼくにそっと耳打ちしてくる。


「あの愛見という女……新入生だから危なっかしいところも多いが、中々の奴やつだぞ」


　総才に言われて愛見へ目を向ける。


　謡江の進路指導の裏で、総才にまで指導をしていたとは……。そして、総才への進路指導は本人の希望を完かん璧ぺきに叶えるものであった。


　進路指導の天才……。


　ぼくは、愛見の力を改めて思い知らされた。


　そのとき、またしても部室の扉が突とつ然ぜん開く。目を向けると……そこには鳴唐さんがいた。


「……なんで鳴唐さんがここに？」


　ぼくが漏らすと、彼女は決然とした目でこちらを見み据すえた。


　そして、ギュッとその手を握にぎりしめると……大きく息を吸う。


「吹音……新聞同好会に入る!!」


「え……本気!?」


　愕がく然ぜんとするぼくを前に、しかし彼女の決意に満ちた瞳ひとみは本気であることを示していた。


　謡江に続いて……鳴唐さんも新聞同好会に!?


　こうして、ぼくたちの関係はさらに加速してゆくのだった。




　あとがき







　前巻を発売したときサイン会をさせて頂いたのですが……二巻発売時のサイン会に来てくださった方が何名かいらしていて、恐きよう縮しゆくでした。二巻のときは私も緊きん張ちようしていたものでうまくお話ができず、サイン会後に色々と悶もん絶ぜつしましたもので、前巻のサイン会のときは皆みな様さまとお話をさせて頂きありがとうございました！


『Ｒ‐15』も二年生編に入り、人間模様が変わり始めましたが……閃学園のみんなの変化をお楽しみ頂ければ幸いです。


　最近表紙デザインが変わりましたが、素す敵てきな絵を描えがいてくださる藤真様、大変なスケジュールを回しておられる担当様、ありがとうございます。


　全然関係ないですけど、アニメのＤＶＤ・ＢＤ特典でポルノを書かせて頂いたのですが、「規制」に挑いどんだポルノを書き下ろしたらですね……伏ふ・せ・字・対応になってしまいました!!　今年十月に発売される『Ｒ‐15』のゲームも、ポルノシーンがどうなるのか非常に気になっている昨今です。







伏見ひろゆき　　
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